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囚旧囚 旧 

本 巧は、 X が 000 オペ レー ティ ング システム Human が k ver . 2. 0 のらと で黏 作す る 
「 X Assembler 」、 「 X Linker 」、 「 XDebugger 」、 「 X Archive 。、 「 X Librarian 」、 
「 XConv が terj の 取り 巧い 説明、 及び アセンブラを Hj いた ソフトウェア 削馆 について まと 
めて います。 

なゎ、 が册の 「 C ュー ザー ズ マニュアル」 に XC コンパイラの 商品が 化、、 動作 巧 巧の 
作 化ぶ 法、 み マニュアルの のをが 说 明され ています。 ネリめ て 本 プログラムを ご 使用になる 
方は、 必ず 「 C ユー ザー ズ マニュアル J を 化 じご おください。 

C コンパイラ （ XC )、 BASIC - C コン バータ （ XBAStoC ) じよる プログラムの 明姥じ 
ぉいてら コンパイルの 途中で 一废 アたン ブラを 通る ことになります。 これ じより、 ア七ン 
ブラを をめ た 巧 合 的な ソフト ウ ュア閒 巧が 口 f 能と なって います。 また、 アセンブリ 旨沾だ 
けの プログラム じよっても、 効率の よい 类行 プログラムを 作ぶ できます。 






本書の 構成 

この マニュアルは、 を か: で 2 部に 分かれて います。 

巧 1 部は 「ュー ザー 文 ボイド」 です。 

第 2 部は アセンブリ 说の 「リファレンス マニュアル, です。 


第 1 部 ユーザーズ ガイ ド 


アセンブリ U 诚を || し こ、 と した、 巧诚诚 レベルの ソフ トウ ェア 閒 巧を 巧う とき に必 おとなる 
ソフトウェア （ア 七ン ブラ、 リンカ、 デバッガ、 アー カイ パ、、 ライブラリアン、 コン バー 
夕） のよ 戊い かたに ついて 説け パ しています。 

お 2 なと お 3 がは 入門 巧 イリけ なので、 すでに 棟诚诚 レベルの ソフ トウ ェア 视 巧に 詳しい か 
たは、 ゎ说 みになる 必楚 はありません。 


第 1 章 はじめに 

化 川が j にかって わく ことを i とめて います。 
はじめに わ说 みください。 


第 之 早 Ifj 発の 過个王 

機械 此 レベルの ソフトウェア 閒 巧とは どのようなこと 力 >、 また、 をのす 触に ついて お 本 的 
な こ とを 说 I リ！ します。 


第 3 章 プログラム 開発 入門 

アセンブリ fl ： i 诉を 化った ソフト ウェアの I 削がが どのよ うならの かを 知って いただく ため 
に、 削’ がな 例を ぶし ま した。 

I 掛 巧に 必髮 なソフ トウ ェアを どのよう にが iW する のかと いう 例と して ゎ说 みく ださい。 


第 4 章 アセンブラ 


アセンブラ （ XAssembl が） の Jf り 度い 説 リバです。 

アセンブリ；！ 诚 じついての リ ファ レンスは、 第 2 部に まとめ ま した。 






本* の 構成 


第 S 章 リンカ 

ア七ン ブラ じよって ホが された オブジェクト コー ドから、 実 巧 可能 プログラムを 作成す る 
のが リ ンカ でず。 

このな では、 リンカ （ XLink が） の 使 川 方法を 説け パして います。 


第 6 章 デバッガ 

デバッガは、 プログラムを 検証- テス ト する ツー ルです。 

このが では、 デバッガ （ XDebugger ) の 使が ぶ 法に ついて 说 叫して います。 


第 7 章 ァー カイ バ 

プログラムの 關强の 過 おで、 がな 個の 义巧 ファイルが 作成され る 巧 合が あり ます。 

このよう ながな 個の ファ イ ルを、 フ ァイ ルの 棟が ご とに ひとま t めじ 悠 巧-して、 巧 巧. を 巧 
う ツー ルが アー カイ パです。 

ソース プログラム やドキ ユメン トフ ァイ ルな どの 义巧フ ァイ ルを、 まと めて を 巧-する のが 
ホな け 1 途 になり ます。 

このが では、 アー カイ バ （X Archiver ) の 使 W ぶな を说叫 しています。 


第 8 章 ライブラリアン 

巧を 倘のフ ァイ ルを、 裡 がご とに まと めて 巧理 する ツールが ライ ブ ラリ アンです。 

アー カイ バと钱 おがよ く 似て います 力:、 リ ンク する がな の ファイルを 巧 巧す るの が 主な W 
ぶと いえます。 

このを では、 ライブラリアン （ XLibrarian ) の使リ J 方法を 说 明して います。 


第 9 章 コン バータ 

リ ンカ によって 作ぶ された 菜 斤 可能 ファイルの おぶ を 巧 おする ツー ルが コン バータ です。 
このな では、 コン バータ （ XConv が t が） の 使 則ぶ 法を 说 明して います。 



本書の 巧 成 


第 2 部 リファレンス マニュアル 


第 1 章 アセンブラ 

X Assemble のリ フ アレンス マニュアルです。 

アセンブリ 言 能に ついての が 則を 讳し くまと めて います。 


第 2 章 命令 セット ~覧 

MPU 68000 の 命々 セット を 一 おでき るよう まとめて います。 
アセンブリ 言 紙 じよ る プログラム 作ぶ のとき ご 巧 巧く ださい。 
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索 一 引 


なわ、 本が にわいて は、 命令な どの 巧ぶ （フ ォー マット） の说け パに 
あたり、 じ I ドの；! じみを 則い る こ ととし ます。 

< > 指を が必 嬰で ある こと を 巧し ます。 

[ ] 巧 略が 口 r 能で ある こ とを 巧し ます。 

••- 任な の |"1 な だけ 繰り返す ことを 巧し ます。 










はじめに 


ソフ トウ エア 開発 キッ トの 目的 
バックアップの 作成 
コマン ドモー ド じよる 使用 



本 ア七ン ブラ マニュアルでは、 C com が 1 が PRO ぶ 8 K のこ とを ソフ トウ エア 
間苑 キット とげんで いまず。 

X 68000 は、 メイン CPU に MPU が 000 を 化 所 しています。 

MPU が 000 は、 ミニコン ピ ュータ やワー クス テー シ ヨンに 多く 採用され て 
きました。 

この 帖広 いぶが が 示 •すよう に、 MPU が 000 は、 16 ビット マイクロ プロ 七ッ 
サの中 でら 化 用 性が ありな 度な 槐 能を 備えて いる ものの 一つです。 

また MPU 6800 0 は、 乂巧 コン ピュー タが採 W している 32 ビット CPU に 化 
袭 される 強力な アド レッ シング モー ド や、 体系的な プロ グラミ ングを 可能に 
する システム 制御 命令、 またを え 巧る あらゆる > K 態に が応 できる 例外 巧: 理な 
どを 实瑣 しています。 

X が 000 は、 この 巧れ た CPU を 中心に、 ぶを 性に がれな 速 アクセスを 菜 お 
した フロ ッピー デイ スク装 おや 操作を 衍 おにす る マウス、 化 進の ADPCM 
(巧卢 の デジタル おを） などの み 袖 デ バイ スが 装備 さています。 

ソフト ウェア 峭発 キットは、 X が 000 のこ れら のな 废な ハー ドウ ェア 巧 能 
を、 お 人 限に 引き出す ソフト ウ ュア閒 猪の ために 州な されたら のです。 




第 1 巧 はじめに 

ソフトウェア 開発 キッ トの 目的 1 


ソフ トウ エア! 削 雅キッ ト じよって、 次の こ とが 口 r 能と なり ます。 


独立して 実行可能な プロ グラ ム 作成 


X が 000 にが 獻 されて いる MPU 6800 0 は、 巧械說 という 2 進な の 雑 例から 
むる 吕诚 のみを 理 がしぶ 巧す る こ とがで き ます。 

ここでい う 「烛 ぶして ぶ 巧 巧 能な プログラム」 とは、 この 機械 姐の プロ グラ 
ム のこ とを す ft します。 

さて、 この 棵械祐 は マイクロ プロセッサに とっては 口 お 一、 が 巧ぶ 巧で きる トミ 
，おです か、 人 が1 に とっては はとん ど 巧!. がで きないな 列で あり、 この^ 能で プ 
ロ グラ ムを糾 t / ことは はとん ど 不可能 といえ ます。 

を こで、 槐诫诚 の 代わ りに アセンブリ 旨視 という 言 诚を使 する こ とがで き 
ます。 

ァ七 ンブリ 養视は储^<»^おの命令 と 1 え ホ 1 でが 応 した 命令 セ ット をら つ 宮 絹 
て、、 じ I ドに をの 例を/ します。 


アセンブリ 舌 巧 

樓巧巧 

move. 1 (al), d5 

add. w dO, dl 

trap #15 

j 

0010101000010001 

1101001001000000 

0100111001001111 


IJt ! のよ うに ア七 ンブリ 貫祀 は、 人間に とって 2 進な の 雑 列よ り 分かりやす 
い义夕 列で 佩 化されて います。 

し 力 •しが お •マ イク ロ プロ 七 ッサに 灾 けさせる ことは でき ま せん。 

そこで アセンブリ 吕祀で 記述され た プログラムを、 機媒 語に， 变 かする 必變が 
あります。 

をのた めの ツールが アたン ブラ ( AS . X ) です。 なわ、 X 68000 では この ア 
セン ブラと リンカ （ LK . X ) という ツー ルに より、 楼械帮 への' 变 巧と 0 S 1‘. 
でぶ 巧 可能な プログラム のかぶ を 巧い ます。 

さて アセンブリ 再诚 は、 槐 « 排の 命令と 1 が 1 でえ よ お している という ぶで、 
人 I ! りに とって 巧 I がしに く いという 欠点が あり ます。 
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1.1 ソフト ウェア 曲 発キッ トの 目的 


そこで、 姐が はな 級 言語と 巧 ばれる、 より 人 牌に とって々 かりやす い、 をし 
て I 掛苑幼 率の ない 言裙 をが 用す る ことじな り ます。 

X 68000 では、 BASIC と G がな が 言語と して 用な されて います。 

BASIC で おぶ した プログラムは、 通常 BASIC インタープリタ （ BASIC . 
X ) と 巧-ばれる 灾巧口 r 能プ ログ ラムを 巧! いて ぶむ します。 

前述した アセンブラと 进 い、 BASIC インタープリタは BASIC で 記ぶ した 
プログラムを 槐械强 に 巧が する のでは なく、 ’尖: 巧 がに をの 記述の がを がが 
し、 BASIC インター プリ タ 巧の サブ ルー チン や 0 S が 用な してい る フアン 
クシ ョン コー ルな ど をげ-び 化 します。 

つまり、 BASIG で 記述した プログラムを お 巧す る とき、 マイクロ プロ セツ 
十は をの プログラム むみを 黄 斤して いるので はなく、 すでに 钱媒語 じがが さ 
れ ている BASIC インター プリ タ などの ぶけ 可能 プログラムを 実け している 
のです。 

したがって、 BASIC で 記述され た プログラムを 类斤 する には 岸; に BASIC 
インター プリ タが 必要で あり、 独な して BASIC の プログラムを 类巧 する こ 
とはで き ません。 

このため、 化の プログラム と 組み合わせ ておけし たいがな どで 不便な こ とが 
あります。 

また、 ぶけが じ プログラム をが がする ため、 黄 巧 速度は 期が できる 速度には 
なりえ ま せん。 

ソフ トウ ェア 關発 キツ トの H のと して、 BASIC や C で 記述され たプ ログ ラ 
ムを 「独 かして おけ 可能な プログラム」 じ 巧が する、 という ことが ありま 
す。 

C 言 酷で 記述され た プログラム を 例に とって 説明し ます。 

C 言强で おぶされた プログラムは、 C コンパイラ （ CC . X ) と 呼ばれる 灾巧 
口 f 能 プログラム により、 が械 能に 巧 おする こ とがで き ます。 

ただし、 この 機械 裙の モジュールは まだぶ 巧 可能 プログラムでは あ り ませ 
ん。 

尖 巧で き るよう にす るには、 リンクと いう 化 巧が 必變 です。 

リンクとは、 C コンパイ ラやア 七 ン ブラに よ り 化成され た 1 つまた はお 巧の 
巧 傅 諸の モジュール （オブジェクト） を 結合して、 1 つの 来 斤 可能 プロ グラ 
ムを 化ぶ する こ とです。 

リンカ （ L ん X ) はこの ような 化理を 巧い、 さらにぶ 巧 可能 プログラムを 荣 
巧 可能 ファイルと して ディ スク などに 恪納 します。 

この 芙巧 可能 ファイルは、 0S である Human が k の嘗理 ドで、 正常に デイ 
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第 1 章 はじめに 


1.1 ソフト ウェア 拥 巧キッ トの 目的 


スク から メモリへ 口ー ド- ぶ 巧 でき るよう に、 プロ グラ ム本 f 本に ぶけす るた 
めの が 報が が 加され ています。 

こうして、 ホ 化された •夫: 巧" r 能 プログラム をぶ 巧す るには、 もはや じ コン 
パイ ラ や アセンブラ、 リンカは 必 巧ありません。 

ぶむ 速 がら、 マイクロ プロ セ ッサ がが 巧ぶ けで き る巧械 郎に义 がぶ みなの 
で、 な 速です。 

なわ、 BASIC で北述 された プログラムは Gi ミ 诚へ門 動' 斐 巧! する ことで、 ぶ 
む" f 能 プログラム にが かする こ とがで き ます。 

ま とめて みると、 じ lU 巧で 儿述 した プログラムを ぶけす るまでに は、 コンパ 
イ ル- ►リンクい う 2 つの 巧: 贈を おる 必 毀が あり ます。 

このように、 2 つの 段 贈に かける 利点と しては、 じ I ドの ような ことが 带 げら 
れ ます。 


•プログラムを 巧數 じみ 巧し、 リ ンクの 時に 再び まとめて ミ 巧 巧能プ ログ ラ 
ム をけ 巧す る ことが でさる。 

プログラムを おな にか 削す ると、 プログラムを 体の 乂诚 しが 良く なること 
と 、 MAKE コマンド （プログラマーザ マニュアルを 照） により、 バグの 化 
つかった ソース プロ グラムの みを 修 1 に- が コンパイ ルした 後、 をての プ ログ 
ラムを I な リンクす る だけで ぶむ ので 、 I 闲馆 時け リ がわ (編で きます。 


• 1 つの 夕行 巧 能 プログラムを 巧 巧の* 巧で 記述した ブロ グラムより 作ぶ 
する ことができる。 

(デコンパイラ がが ぶす る アセンブリ H 说 は、 人 が1 が 扯 かか ら アセンブリ 呂祀 
で北述 す るより 多少' 儿 おになります。 

、レ! が、 •火: け 速が! 0 C コンパイ ラの 化 刀す るア七 ンブリ 嵩说 のはう が 迸くな 
り ます。 

したがって、 プログラム 中で な 速 性を を视 する 部分を CS 诚で 記述す るし 
I •分な 速が が 料ら れ なく なる 巧な が あるから 知れません。 

そんなと き には、 速が が髮ボ される 部分 だけが 巧ア 七ンブ リ苗沾 で北述 し、 

を の 他の 部分を C 片诚 で北述 する こと で I 巧 越は が 決 します。 

アセンブリ 诚の プロ グラ ム のぶは ア 七 ン ブルの み、 じ 店诚の プログラムの 
ぶは コンパイル- アセンブルを 巧 い、 リ ンク すれば 1 つの 荣巧 可能 プロ グラ 
ムが作 化されます （ただし、 アセンブリ 詩说の プログラムは、 C 吕诚 の閱も 
と してげ び 化せる よ うに 鼓 引 •されなければ なり ません）。 


ソフト ウェア 惟] 巧キ ット じは、 より プロ グラ ムの作 化と デ パ ツグを 劝串 よく 
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1.1 ソフ トウ エア 拥発 キッ トの 目的 


巧うた めに、 デバ ッボや ライブラリアン、 了一 力い く 、 をして コンバータな 
どの ツー ルが) H なされて います。 
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バックアップを しまし ょう 

フロ ッ ピー ディ ス クの中 却は 少し ずつ で すがが 橋で 消が します。 

また、 コー ヒーを フロッピー ディスクに こばして しまった、 む どと いう こと 
ら むいとは いえません。 

このよう むょ おた、 デー タは火 われる ことがあ ります。 

を こで 人 明な テ、'— 夕を このよう なが 故 や 煎った がかから 化 獲す るた め バック 
ア ップ をす る お 巧が あ ります。 

人 明な ディ スク はがぶ の 前に 必ず バックアップ をと るが 惯を つけて く ださ 

い 0 

姐が の 作 策では こ のバ ック アッ プ ディ スクを 化い ます。 

も との ディ スクは パーに 備えて 人が にが 巧して わき ます。 

デ ィス クの バックアップ はじ I ドの ホ 版で 巧い ます。 

この 時、 ホ 顺を识 ると、 バックアップ する デー タを 消火す る 場なら あるの 
で、 I - 分が. ぶして ください。 

•コ ピー 化の フロ ッ ピー ディ ス クをフ ォーマ ット します。 

① まず、 まだ フォー マットされ ていない フロッピー ディスク カ‘、 または フォ 
— マットし てら 械 わない （デー タが 消失し ます） フロッピー ディスクを B 
ドライ ブにセ ット します。 

③ カレント ドライブを、 B ドライブに 1外 （ここでは A ドライブ） に 設定し、 
form が コマン ドを ぶむ します。 
format コマン ドの' 尖: けぶ 法は じ I ドの 姐り でず。 


A 〉 form が 松 


(> し 、 format コマン ドが 束け できな く て エラーが お ホした 場合は、 
PATH コマン ドで、 form が コマン ドの ある デイ レクト リ への パスを コマ 
ン ド検染 パス に加えてく ださい。 
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1.2 バックアップの 作成 


③ フォ ーマツ トを峭 的し ます。 

た rmat コマンド を 起動 してから の 慎 かぶぶ は、 「 Huma が 8 k ュー ザー グ 
マニュアル」 を 参照して く ださい。 

④ フォー マツ トが 小; 巧に お f しむら、 みに デイ ス クコ ピー をけ います。 

♦デイ ス クコ ピー 

⑤ 次のように ぶ skcopy コマンド をぶ 巧 します。 

こ の 例では A ドライ ブ から B ド ライブへ コ ピー します。 


A>diskcopy A ■: 技 


⑥ が skcopy が 儿 がに ぶ 巧で きる と、 刚がじ 起動 メッ 七ー ジが お示され、 キ 
一入 刀 巧 もに なり ます。 

を こで、 キーを 押す が j に、 A ドライブに バックアップしたい ディスクを 
セットし ます。 

B ドライブは フォー マット した ディ スクを セット します。 

⑦ 帅 がに ぶぶ されて いる おぶ にし たがって、 ディスク コピー をぶ 巧し ます。 
ぶ skcopy の找 がぶ ぶは、 「Human が k ユー ザー ズマ ニュ アル」 を 参照し 
てく ださい。 

⑧ 止 がに ディ ス クコ ピーが 終 f したら、 B ドライブの ディ スクに A ドライ 
ブの ディ スクの 内を が コピー されて いるは ずです。 

今後は この コピーし た ディスク を 化 W します。 

A ドライ ブの デイ スクは マ スターデイ スクと して 人 •がに が 巧して く ださ 
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第 1 章 はじめに 

コマンド モー ドに よる 巧 用^ 


ソフ トウ ェア 閒巧 キッ ト のろ ソフト ウュア は 姐が コマン ド モー ドで 使 川し ます。 

「コマンド モー ド」 とは、 キ ーボー ドから 入 される 义ぶ 列を 「コマンド」 

と 解が し、 をの コマンドを 灾 巧す るモー ドです。 

コマンド モー ドて はじ OMMAND . X という お前の プログラム カ:、 キー ボー 
ドからの 入 如を' 夏け て、 巧 コマンドを Human が k _h で英巧 します。 

ュー ザー は W なされて い る コマン ドを 化 W す る ことによって、 ソフトウェア 
閒 巧を 巧う こ とがで き ます。 

コマン ドモー ドへの 切り替え 

コマン ドモー ドへの がり 巧え ぶ 化には みの 2 神が が あ ります。 

♦ビジュアル シェルで じ OMMAND . X を遽 がする。 

♦担がが 东に コマン ドモー ドに 入る ようにす る。 

1. ビジュアル シェルから 入る 

ビジ ュ アルシェ ルから Human が k の コマンド モー ドに 入る には、 デスク ト 

ップ脚 がから" COMMAND . X ’’ を ぶれし ます。 

" COMMAND . X " は Human 68 k の コマンド 化 巧 プログラムで、 ぶ 巧す ると 
コン ピュ ー タを コマンド モ ー ドに なを します。 

ポイ ンタ を" COMMAK ' D . X " の アイ コン じあね、 を こで マウス トラック ボ 
—ル のん: ボタンを ダブル クリ ック してく ださい。 

ビ ジュ アルシェ ル がが え、 脚 V 曲-は Human が k の コマンド モード じなり ま 
す。 


が I 怖‘ じ 


A>a 


が がれます。 


11 



1.3 コマン ドモー ド じよ る 巧 用 


1 叫が じ 炭ぶ •された" A > "は、 「プロンプト」 と 呼. ばれる 記 V です。 
プロンプトとは、 臾说で 「うながす」 というな 味の 吕柴 で、 まさじ コン ピュ 
—夕 がュー ザー にがして なんらかの 命令 （コマンド） の 入 人を 促して いる こ 
とを 示して います。 

コマン ドモー ドでは、 この プロ ンプト に統 けて H のの コマン ドを キー ボード 
から 人 九しながら、 か 炭を 進めて いきます。 

コマンド モー ドから 相び ビジュアル シェルに おる には、 「EXIT コマンド」 
を 巧む します。 

1 山り がに プロンプト rA >") 袭ポ されて いる こ とを 確かめて、 みのよ うに 入力 
してく ださい。 

入 人は、 ず 約なら 人义丫 でも 小 又ず でら かまいません。 


A > EXIT 迎 （迎 は、 リター ンキー を 押す 動 がをおす) 


リ ターン キ—を 押 してし ばらく すると 峭 师にメ ッセー ジ がぶ ポ されます の 
で、 をれ に 従ってく ださい。 

I 叫が には がび ビ ジュ アルシェ ルが ぶぶ されます。 

2. を® 時に コマン ドモー ド じ 入る 

おかがを に コマン ドシェ ルに 入る か ビジュアル シェルに 入る かは、 システム デ 
イ スク 中に あ る’’ CONFIG . SYS " と いう ファイル じ 記ぶ さす 1 ている 
"TITLE = " の おを によ りみ ぶします。 

X が 000 は 起動され ると、 まず 「システム ファイル」 とげ ばれる Human が k 
を攝 化する プログラムを メモリ じ 誠み 込んで おけします。 

Human が k が 起動す ると、 "じ ON の G . SYS " という ファイルを 說 みとみ、 
をのの 容 をが 析 しま す。 をし て’’ TITLE = "の 後に 記述され てい る ファイル 
の 中で ビジュアル シェルを 起動す るよう に設 をして あれば、 ビジュアル シェ 
ルが 起動し ます。 

" TITLE 二" のをに 記述され ている ファイルが ディ スク じが かしなかったり、 
がかし てら コマンド シェルを お 動す るよう になって いたり、 また、 その ファ 
イ ルが 义巧フ ァイ ルの おぶ であった 場合に コマン ド シュルが 起動し ます。 
っまり、 

♦起動した システム デイ スクの ルー ト ディ レクト リ にある，， CONFIG . SYS " 
に 記述され ている" TTrLE = "で 指を された ファ イ ルが がが していて. を 
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第 1 ま はじめに 


1.3 コマン ド モー ド じよ る 巧 用 


の 中で ビジュアル シュルを 起動す るよう に設 ぶして あれば、 ビジュアル シ 
ェルが お委 Jj されます。 

♦ "TITLE = "で おお された フ アイ ルが がか しなけ れ ば、 コマンド シェルが 
お 動され ます。 

ただし、 " CONFIG . SYS " の 【|| で" TITL 民 = "のがぶ がない 場合は 
"TITLE = ¥ TITLE ：. SYS " と 記述され てい るら のとみ なされ、 1 J じの 利 断 
が 巧 われます。 

ビジュアル シェルが 担 如す る ディ スク では" CONFIG . SYS " の 1|| で 
" TITLE 二 ¥ TITLE . SYS " のよう におぶ されて います。 

そこで、 コマンド シェルを お 動す るには、 " TITL に SYS " が 人って いる ディ 
レクト リの ウインドウを I 制き、 コマン ドメ ニュ ー co " Kename " を 化って、 
" TITLE ：. SYS " という フ アイ ル 名を" TITLE ：. VS " という お刖 に' 《えてく だ 

さい。 

あるいは コマン ドシェ ルの が 態で みのよ うに 入 Al してく ださい。 


A>REN ¥ じ ON ド IG ¥ TIT し E . SYS TIT し E . VS 


I けび ビジュアル シェルを 担 I みする には、 この 逆 げ ITLE . VS から TITL に 
SYS への Rename ) を 巧い ます。 

また、 " CONFIG . SYS " の 中の " TITLE = "の, おぶ を义 がすれば、 コマンド 
シェル を 起が J す る こと がで きます。 つまり、 が-か - しない ファイルを 
"TITLE = "で おぶ すれば Human が k は タイト ルが が 在し ない と 巧 断し、 
コマン ドシェ ルを 起が J し ます。 

" CONFIG . SYS " のの なをが がする じは ェディ タ " ED . X ’’ を 使 W し ます。 
" ED . X " の 使いぶ は Human が k Ver . 2. 0 ユー ザー グ マニュアルの" ED . X " 
の A 军说の 巧を 参照して ください。 
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開発の 過程 


開発の 過程 

高級 言語を 使用す る 場合 


本 巧では、 プログラム 閒 発が 奠 隙に どのよう ならの か、 
また （ ） のじ ファイル 名の 例 pro がで 示します。 


] I 消* 始 



1 ソ ースプ ログ ラ ムの作 化 

1 


ソ— スフ アイ ル （ progl . S ) 



アセンブル 

1 


オ ブジエ ク トフ アイ ゾレ ( progl . 0 ) 

1 

1 


オブジェ ク ト のな 結と 巧 巧 

1 

1 

> 


フ アイ ル わ bjout . 1) 

1 

丄 丄 


リンク 

i 

X がぶ ぶ 巧 プロ グラ ムフ アイ ルい rogl . X ) 

1 

i 


コ ン パ' — 卜 

丄 


r おぶ ぶ 巧プ ログ ラ ムフ アイ ル (prog しけ 

Z おぶ ぶけ プロ グラム フ アイ ル ( progl . Z ) 

1 丄 

おす • 

\ 

\ 

プログラムが 輿 紫 

i 


デバッグ 


ホ 版に 沿ってが 説し ます。 


ツール 

< エディタ 

ED . X 


卜… アセンブラ 
A ん X 



]| ライブラリアン 

」 LIB . X 

] 

] I ^ リンカ 

」 しん X 


^ コ ン パ、ー タ 

」 CV . X 



卜… デ/ く、 ツガ ソ ー スコ ー ド 

I ) B . X デバッガ /SCD. 










第 2 を 開発の 遇 程 


開発の 過程 


ソフトウェアの 閒 発は、 ぶ 巧したい 作袭 （化 現） の 流れを かが-し、 これを プ 
ログ ラムに おき おえる こ とです。 

も もろん 分 巧-だけでは、 おけが" r 能な プログラムは できあがり ません。 
分析した 内な を 次に アル ゴリ ザムと して ソース プログラム に 表現し、 を れか 
し‘, X 68000 がぶ 巧で き るを! じする という こ とが お I 夏 じなり ます。 

これが 「プログラム 拥 発」 という ことです。 

プロ グラ ムの I 制が では このように ソース プログラムを コー デイ ングす るげ ぶ 
から、 どのような 閒が巧 巧が あり、 どのよう にして 尖 斤" f 能な プログラムを 
が 化する のかを、 知って わく 必‘裝 があります。 

これを 節が に说け パし ます。 

Human 68 k オペ レーティ ング システムで 来 巧 口 f 能 プログラムを 作 化する ま 
での 過 おじは、 一ぶ のす 顺 があります。 

これは 人; きく 分けて、 次の 6 つの ステップから 化り なって います。 




ソース プロ グラムの かぶ 

たじ X ) 

アセンブル 

( AS . X ) 

オブジェ ク トの 登録と 巧 巧 ( LIB . X ) 

り ンク 

( LK . X ) 

コ ン バート 

に V . X ) 

デバッグ 

( DB . X / SCD . X ) 


み ステップ じは、 をの ホ 順に 迪 した ツールが Hj なされて います。 

カッコ 内は、 村応 する ツー ルの おがです。 

- ス プログラム 云 イ乍志 

はじめに、 ソース プログラムを デイ スク J -. にソー スフ ア イ ルと してかぶ しま 

す。 

ソース プログラムは、 コン ピュ ータ f ミ规を 使って ア ルゴ リグ ム （化 理の巧 
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開 おのぶ 程 


お） を 炎が したら のです。 

コン ピュ ータ 視 はいろ いろな 记 y •を 使って います 力?、 人 問ら 说 むこ とがで 
きます。 

これを" r 说性 といい ます。 

ソ ース プログラムは が说 性の あ る プログラムです。 

Human 68 k オペ レーテイ ング システムの TYPE コマン ドで ぶ 巧で きます。 

ソフ トウ エア M 発キツ ト では、 ED という エディタ （ ED . X ) を 用いて この ソ 
—ス プロ グラムの 巧 巧 巧 業を 巧い ます。 

ED は フル スク リ ーンエ デイ タ なので、 力ー ソルを スク リーン h でむかに 動 
かす こ とがで き、 幼 率の よい お裝 が" パ おです。 

ED を 次の よ うじ 担 動し ます。 

がしい 说 リバは 「 Huma が 8 k ュー ザー グ マニュアル j を 参照して く ださい。 
ED [< スイ ツナ >] く ファイル お > 

フ アイ ル おは、 編张す る ソース プログラム フ アイ ルの お 称を 入力 します。 
パス おでが ぶされ る ディレクトリ 中に、 をの ファイルが あれば、 をれ をお柴 
します。 

な ければ く ファイル お > で おぶ される おがの ファイルを 新 かじ 作ぶ します。 
お 船/ •のと ころは、 3 义 ぶまでに 任な におぶ が 口 r 能です が、 アセンブラの ソ 
—スプ ログ ラ ムの诚 なは 小义 ぶの S に して わきます。 


アセンブル 

ソース プログラムは、 ア 七ンブ リ高排 とげ. ばれる 富 视で 作ぶ します。 

こ れは CPU がが おがが でき る 巧 姐と 一が 一 じがん; しています。 

楼攸 姐は 人 |!リ には 無 ぶげ なむが; の 化な にし かおえ ま 甘ん。 

アセンブリ n ； i 班は、 機械 說の前 味の' がを 人が! にわかる よう に 節が なお 祐に其 
きがえたら のです。 しかし アセンブリ 言沾 のままでは、 CPU じ とって 無 
な睐な ものに なって しまいます。 

を こで アセンブラと いう プログラムを 使って、 これを 機み S 能に がします。 
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この 作業を アセンブル といい、 機械 巧に 巧が した ものを、 オブジェクト プロ 
グラムと 巧び ます。 




第 2 ち 開発の 過程 


2.1 開発の 遇 程 

アセンブラは 次の よう にお 動し まず。 

AS [く スイッチ >] くソー スフ アイ ル お > 

こ こで がに AS と 入 知す ると ヘルプ メ ッセー ジ がぶ おされます。 

ここで ヘルプ メ ッ七ー ジを乂 てく ださい （スイ ツチの 说けパ 参照）。 


ソース プログラムの フ ァイ ル おを 人知し ます。 

ファイル おの 人 にあたって、 把 娘 すがおを されなかった 巧な じは、 が般十 
と して 小文字の S が 使り j されます。 

これを デフ ォルト （巧が がが が） といい ます。 

たとえば 、 sam が e . S が ソース プログラムの ファイル おだった とき、 ここで 

sample 

と、 

sample , s 

と は M じな 化 じな ります。 

ア七ン ブルを けうと オ ブジェク ト が/わ 戊され まず。 

オブジェ クトの ファイル おは、 お般丫 •を 小义 ザの 0 と して ソー スフ ァイ ル 
お と [巧] じ のにな ります。 
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2.1 姑 発の 過程 


sample , s ソース 


ア七ン フル 


sam が e . 0 オブジェクト 

アセンブル のとき に / p という スイ ツチを おぶ す ると リス トフ アイ ルが 作ら 
れ ます。 

リス トフ アイ ルは ア七ン ブルの さま ざまな が 報を をんで います。 


オブジ て^ 卜の 登録 •管理 

一^^^^^™^^^ • ♦ • ^^一 •• >— •一 *•*••• 


プロ グラ ミン グ には、 多くの 労 人と が 問を 必 おと します。 

一が I 削 巧した プロ グラムのう も、 別の プロ グラ ムじ も 使え るら のが あるなら 
ば、 をれ を 巧 川す るの がな 巧 I 的です。 

このため、 多くの 場な、 まとまりの あるが: 巧？ ごとに 分 削して プログラミング 
する ホ 法が バ J いられて います。 

この か 削した 部分を 「モジ ュール J といい ます。 

リ ン カには このみ 巧した モジ ュー ルの ち 含が 能が ホり ます。 

モジ ュー ルに 分 削す る ことで、 フ ァイ ルの 巧は 巧え ます。 

を こで 巧な の プログラムの I 削馆 を、 かぎられた ディ スクを 使って レリが 進 斤す 
るよう な媒 なには、 ファイルの 乾 巧が つかな くな りが もです。 

ライブラリアン （ LIB . X ) は、 このような 分 削 化の お 所と 一本 化の おがを、 

と もに 巧 かすた めの ッー ルです。 

か 削 アセンブル、 あるいは か 削 コンパイ ルした オブジェ ク トフ ァイ ルを お 船 
丫 1 でぶ される ラ イブ ラ リファイ ルに 巧 おします。 

ライブラリ ファイルには、 巧な の ファイルを 巧 結で きます から、 ディ レクト 
リ I ••からは、 あたから 1 つの ファイルと して 巧 巧； す る こと がで きます。 
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第 2 章 開発の 過程 



また、 い け莱 にソー スフ アイ ルの 巧な •巧邵 について は、 アー カイ バ AK . X を 
化! りします。 



アセンブル された プログラム じは、 朱が •み シンボル （ぶ 隙の メモリ 化 おが お 
ぶされ ていない シンボル） などが 巧って いますので、 をの ままでは ぶけで き 
ません。 

まむ、 か 削 コンパイル された オブジェクト モジュールは、 1 本の プログラム 
に まと める 必 •髮が あ ります。 

この 実行可能 じする 巧換 とお 含の 巧 臭を r リンク」 といい ます。 

リ ン カに よってり ンクを 行います。 

リンカは、 リ ロケー タブ ル、 すなわち お 北惊 I •.のどの 領が にが; 巧され てらぶ 
巧" f 能な、 1 っ 以_卜. の オブジ ュクト ファイルを おなして、 1 本のぶ 巧 が 能プ 
ログ ラムを 化 化し ます。 

また、 ライブラリ フ ァイ ルに 巧 結され た ライ ブ ラリ ルー チンを 検架し て おた 
します。 

リンカに よって/ 1: 化された ぶ rr 【， n 拒 プログラムは、 拡般イ •を 小义 ぶの X と 
した ファイル にむ ります。 

つまり リンカの 化 巧!- によって、 ぶ 巧可 能が ファイル として、 リ ロケー タブ ル 
な X がぶ のぶけ" f 能 プロ ダラ ムが 化ぶ; されます。 

X がぶ の プログラムには リ ロケー シ ヨンが 報が なまれて いるので、 ぶ 巧す る 
とき Huma が 8k オペ レー ティ ング システムが 門 朗的 にがが; 巧を 巧い ます。 
また、 X がぶ の プログラムでは プログラム 白 化ら 火き く なって います。 
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2.1 拥 巧の 過程 


ンバ- 卜 


X がぶ の プログラムは、 化 如に つけられた リ ロケー シ ヨンが 報を 削除し、 フ 
ルリ ロケー タブ ルな r おぶ の荣 け" f 能 プログラムに' 变 がする こ とがで きま 
す。 

この か 策には コンバータ （ CV . X ) を 州い ます。 

Huma が 8 k のぶ 巧 巧 ファイルには X 杉ぶ、 z おぶ、 r おぶ の 3 つの タイプが 
あります。 


コンパー タは X お まを 巧 埃して r お ままた は 2 お まを 巧 成します 0 

X おぶ では、 コー ド、 スタック、 データた とが、 メモリ 1 •.で、 4 つの 独ぶ し 
た領 嫂に 削 あてられます。 

したがって、 それぞれ をを 照す る さい、 沿 村が なく、 がが 山 巧が"] ■能な お 所が 
ホウます。 

一般にな 級 r ミ诚を コンパイルした 場な には、 巧 巧 性の よさから、 こもらの メ 
モリ のがぶ が 則 的に 遽 がされます。 

Z がぶ は、 絶が アドレスに 口ー ドされ、 この間 走 ホ 地に 口ー ドされ ない と •夫 
巧 する こ とはで き ません。 

r おぶ は、 フル リ ロケータブ ル おぶ ともい い、 メモリの どの 化棋に 口ー デイ 
ング して らお 斤が 可能です。 

このう も、 どちらを 遽 がする かに よって、 ソース プログラム 上での メモリの 
ぶ おの 化ぶ がぶ っ てき ま すので 化な してく ださい。 


化： プログラムの 設計 h すべての X がぶ フ アイ ルが r 形ぶ にを がで きる わ 
けでは あり ません。 



リンク、 コン バート が 終わり、 类巧 可能な プログラムが 作ぶ されました。 
しかし いざ 来 巧して みてら、 な 凶 どぉりの おおが 辨られ ない 媒 合が ありま 
す。 

今までの み過鞋 にわいて、 义法 エラーな どは がしく チェック されて きまし 
た。 

しかし、 ア七ン ブラ や リンカが チェックす るのは、 CPU が プログラム をが 
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第 2 章 開発の あ 程 


2.1 M 発の 過程 


が- ぶむ できる かど う 方‘、 という こと に かぎられて います。 

が 巧の 顺眾を I がぶ えたり、 無限ループを 組んで しまった 媒 なじは、 CPU が 
ぶむ でき るた め、 エラー 檢化の 対み じは ならない のです。 

このと きじ、 デバッガを 用いて プログラムの ミスを 発見して、 ソ ースプ ログ 
ラムを 巧 正します。 


23 






局 級 言語を 巧 用す る 場合- 


ソフトウェア I 網 発 キットの ソフトウェアは アセンブリ H 語 じよ る 明 雖の他 
に、 みのな お 肯茲と 併せて 使 川し ます。 

C 言 巧 が。 

ア七ン ブラに よ る阱] 苑の 過程は、 じ 占 姐 じよ る關 がで ら必髮 となります。 

C 貫诚 で,:! ••いた ソース プログラムは C コンパイラ という プログラム じよつ 
て アセンブラ ソース に' 变 巧され ます。 

いったん アセンブラ ソース じぶ おされた 後は、 こ れ までに 述べた 阱 I 猪の 流れ 
じ糾 みと まれます。 


BASIC * 巧 (XBAStoC) 

BASIC 苗 诚ソ ースを C 吕强ソ ースじ 《みす る コンバータです。 

X-BASIC イ ンタ プリ タ 川の ソース プログラムを C 言語の ソース に义懊 でき 
ます。 

を こで B ASIC 言 能で 削苑 をけ うとき は、 

BASIC 旨强 ソース 

I トコ ンバ ータ （ XBAStoC) 

C 冨诚 ソース 

1 卜 ■コンパイラ （ XC ) 

ア七ン ブラ ソース 

丄 

ア七ン ブラに よる 
I 掛馆の 過 お 


という 流れで 作莱を 斤い ます。 





プログラム 開発 入門 


プログラム 仕様の み定 
ソー スフ アイ ルの 作成 
アセンブラの 巧 用 
り ン カの 作業 
実 行 

設計の 修正と 変更 
デバッガ 
まとめ 



この 巧では、 「ソフトウェア 閒巧 キット」 を 使用して 簡単な プログラムを 作 
化する す顺を プログラム 棚 発の 例と し て不 します。 


なわ、 アセンブリ 琶诚 による I 讲苑の 一 お 的なず 版を ごな じの かたは、 この 巧 
を 说レ必 がは あり ません。 

また、 閒摊の 過程を 说明 する うえで、 ためしに、 いくつかの 墓 本のな エラー 
や バグを 化して みます。 

エラー や バグは ない はう がいいの です 力 f 、 峭苑の 過 おでは よく 発 化します。 
このが はぶを な プログラムの 作成 例と いうので はなく、 プログラム 削 猪ホ顺 
の 例と して わ说 みください。 

をれ では、 アセンブリ— 旨 語で プログラムを 作って みま しよう。 



第 3 章 プログラム 開発 入門 


キー ボード 


iwn 設-計 

プログラムには 11 のが あ ります。 

まず どのような 「巧 理」 をさせる プログラム なのかを みめなくて はなり ませ 
ん。 

これが 「プログラム のぶ 引」 です。 

または、 「化 がを 決める J と I いいます。 

ここで、 「巧: 现 J を 怖が じいう と、 入： / J した データを ぶ 杉して、 別の データ 
と して 化 如す る 過程の こ とです。 



人)) 


川 乃 


データ 

へ 

化 巧 

へ 

データ 


たとえば デー タの 《お た とえば 

年ー ボー ドから 人知 如て ディ ス プレイ じ 表示 化 九 


ここでは、 小义丰 •の臾 なよ を 人 如す ると、 人文字に 巧が されて 化ブ J される プ 
ログ ラムと いう ものを 夕 えてみ まず。 

に 方 pg ] キーの 制き をす る プログラムと いえます。 

化に、 この プログラムの お 削を cap として わき ましよう。 


プログラム 化 様の ホ定 
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3.1 プログラム 仕 巧の みま 


では、 「 cap 」 の 化が を まとめて みまし よう。 

巧: 邱 …… ASCII 小义 ザコー ドの ASCII 人义 タコー ドへの ぶが 
人 …… ASCII 小 文’?: コー ドで かぶされ た データ 
( I J )} …… ディ ス プレイ 炎ぶ! れ Jj 

ファンク シヨ ンコー ル 

さて、 次に Human が k といった オペ レーテ ィング システムの 卜- でぶ 巧 され 
る プログラムは、 オペ レー ティング シス テ ムの巧 助を' 受け る こと がで きま 
す。 

U 作 的に をの 巧 助の 例と して、 たとえば、 キーボードから 入 乃した 义 ぶが 何 
かとい うこと を オペ レー ティ ング システムに 判断 させて ゎいて、 お 米 だけを 
こ れか ら閒姥 する プログラム か •夏け るよう に するとい うこと が あ ります。 

キ ーボー ドからの 1 义 の 入 如と いってら、 X 68000 はいろ いろな 制狎 をけ 
ってい るので す々 す、 をう いう ことは、 オペ レー テ ィング システムに まかせて 
しまゎう という こ とです。 

このよう な 巧 助の ことを、 域 能 （ファンクション） をげ び 化す （コールす 
る） という こ t から、 「ファン クシ ヨン コール J といい ます。 

ファンクション コー ルは、 姐が ア七 ンブリ によ るプ ログ ラ ムで 巧い ます 
が、 C 3,! 巧に よ る プログラム でら 化 リ 1 りけ & です。 


プログラム 


フアン クシ ヨン コール 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.1 プログラム 仕 巧の みま 


〔備 を） 閒 巧キッ トの 中の プログラマー 太 マニュアルで がし く フ アンク シヨ 
ン コールの 说 II パを しています。 

X 68000 はユー ザー のために、 なおく の フアン クシ ヨン コー ルを 川ぶ してい 
ます。 

また、 ファンクション コー ルには、 みまった がぶ の 化 川ぶ ぶが あります 力;、 
これら！ 0、 そこに ホして あります。 

「 cap 」 をが 化する のには、 次の ファン クシ ヨン コー ルを 化 H 1 します。 

♦キ ーボー ドから 1 文字 入カ ファンク シヨ ンコー ル 8 巧 g が C 
•ディ ス プレイへの 1 文字 出カ ファンク シヨ ンコー ル 2 を pu な har 

これで、 化) H する ファンクション コー ルまで 決まうて、 化が がかむ まり まし 
た。 


化 邵 …… ASCII 小义ぶ コードの ASCII 人义 タコー ドへの ぶが 
入い …… ASCII 小义 •?: コー ドで 作 化された デー タ 
か • Jj …… ディ ス プレイぶ 小, i|Wj 

fjtiJiJ フアン クシ ョン コール 

ファンクション コール 08 1 父ぶ 入， J 

ファンク シヨ ン コール 02 …… 1 义字化 如 
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3,1 プログラム 仕 巧の 決ま 


• — • — — 

iwn ア ルゴリズム 


ブロ グラムには、 かめと 終わりが あって、 をの 巡 粒には 巧: 巧!. の 流れが ありま 
す。 この 化 巧の 流れの ホ 順の ことを 「モ統 き」 といい ます。 

どのよう な乎統 きを どのよう な 顺げで 巧 うかと い うこと をな 体 的に 示したら 
のを 「アル ゴリ ズム」 と いいます。 

アル ゴリ ズムは プログラム のが 組みと らいえ ます。 

まず、 



繰り返します 


では、 このぶ がは どのよう にしたら いいで し ょう 力 •？ こ こ 力す、 一 あ、 工夫 
のい ると ころです。 
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ま 3 章 プログラム 開発 入門 












3.1 プログラム 仕が のみを 


a 61 ^ A 41 

b 62 > B 42 

このぶ がの 「ぶ 刖 性」 は、 2 進な を 化う と はっきり します。 

2 逝な は 0 と 1 でビッ ト ごとに ぶが したを ザです。 

なわ、 このような ビット が-化の プログラム 操 か に ア七ン ブラ プログラム はも] 
いています。 

さて、 a は 2 進を で 0110 0001 です。 

A は 2 逝な で 0100 0001 です。 

また、 b は 2 進な で 0110 0010 です。 

B は 2 進な で 0100 0010 です。 

どうやら、 小义 ずの a と DF り 6 進な） の AND 論现滿 巧を 巧う と、 この 

《おがぶ できを うです。 

0110 0 0 01 …… 61 (小 义夕の a ) 

AND 

11011111 …… OF 

010 0 0 0 01 …… 41 (人- 义 すの A 》 

ホ •ここの ような 化 巧を 「マスク」 といい ます 

ところで、 AND 論理 满巧 にわいて は、 なぶの ビットが 1 のとき、 はじめて 
1( またはが） となり ます。 

論 巧げ ぶ 巧の 組みな せとを のが おは 次の ようにな ウ ます。 


A 

B 

な 裝 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

1 

1 

1 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.1 プログラム 仕が のみを 


ところで、 この サンプル プログラム じは 輿 小义夕 だけでは なく、 _ (アン ダ 
—バ _) や： （コロン） などの 巧 巧 义夕 がかて きます。 

これらの 义 •争: の 16 逍コー ド カす、 先の 論巧说 巧 じよって 《おされる と どのよ 
うになる のでし よう 力’？ もよ つと なが かり です ね。 

ア ルゴ リザムを まとめます。 



繰り 迟し 


では、 MPU 6800 〇のイ ンス トラ クシ ヨンを 参照し ながら 紙の 上に きもんと 
コー ディ ング （'尖 際の ア七ン ブラ プロ グラ ムじ ぶき 巧え る こと） をして みま 
しょろ C 

コーディ ングの 規刖は 第 2 がを 参照して く ださい。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


ソース ファイル のか 成 


プログラムを エディタ （ ED . X ) でが いて ソー スフ アイ ルを 作 化し ましよう。 


エディ タの起 お) 


例と して、 エディ タを A ドライブ において ソース プログラムを B ドライブ 
に 作 化する とします。 


B>A : ED can . S 迎 


と 入 してく ださい。 

エディ タが担 動し ます。 

コー ディ ング した 内な を エディ タで 巧いて いき ましょう。 

エディ タの 化い かたがわ からない と きは、 IHELPI キーを 押す と ヘルプ メ ッ 
セージが 化ます。 

ヘルプ メ ッ 七ー ジの 8 が! I が U には/光は どの ASCII コー ドの お 巧が 化ます。 
エディ タで入 乃し 終えたら、 お 客 ロ キーと 回 キーで セー ブ します。 

フ アイ ルが デイ レクト リ にある か硝进 してく ださい。 


B>DIR cap . * 圓 


cap . s が あ ります 力 •？ 

次に、 ソース プログラムの 中身ら 確かめて みます。 


B>TYPE cap . S 画 
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イ ルの 作成 


I 耐が じ ソース プログラム がぶ み されました 力 >? 


t 

小 タタを 大义 宇に 変换 する ブロ グラム * 

version 1，0 * 

拿 拿 > ♦拿 家韋 拿拿韋 ♦拿 拿 拿 拿！; 京; t 拿拿韋 ♦拿 拿 <<韋>> ♦京 拿 拿 拿 ♦家韋 》拿> 


ファンクション コー ルのを 義 


getc 

equ 

$ff08 

拿 

1 タネ 入力 

putchar 

eqy 

$ff02 

t 

1 义ホ 出力 

t 

* プロ グラ ム 本が 

拿 

begin : 



t 

始まり （义 口） 

1 

1 

1 

dc ， w 

_getc 

t 

t 

1 义字 入力 

入力され た义 ホは レジス タ d0 へ 

1 

and 4 b 

#$df ,d0 

家 

♦df と レジスタ d0 と の AND 潰 篤 

1 



t 

巧果は レジス タ d0 へ 


move • w 

d0 , •( sp) 

韋 

1 文ネ 出力 


dc , w 

_putchar 

拿 



addq ， 1 

;2 • sp 




jmp 

bigin 





こ れで ソー スフ アイ ル cap . S が 作ぶ; で きました。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


ア七ン ブラの 巧 用 


アセンブラの 起動 

ソ ースプ ログ ラ ム がで きまし たので、 これを アセンブラ （ AS . X ) に 力 •けて み 
ます。 

例と して、 ア七ン ブラを A ドライブ におき、 ソー スフ アイ ル cap . S を B ド 
ライブに; おく とします。 

起が パよ 次の よう に 巧い ます。 


K > A:AS cap 回 


アセンブラが 起動す ると、 しばらくして メ ッ 七ー ジ がぶ がされます。 


X68k Assembler v2 • 00 

Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 

c 公 p ， s 

10 ： 

bad opecode error 

cap ， s 

23: 

under ined symbol error 

cap . s 

26: 

undef ined symbol error 

undef ined symbol ( s ) 



_putchar 



ら i む n 



3 Fatal error ( s ) 




ど うやら 义は ど 人 刀し た プログラムに は エラ ーがあ るよう です。 

そこで エラーの が 綱な が 報が 必裝 になります。 

をのむ めには、 アセンブラの リスト ファイルを / p スイ ッ チを） H いて； 1',乂| さ 
せます。 


B>A : AS /p cap 迎 
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.3 アセンブラの 巧 用 


する し ディレクトリ じ cap . prn という リス トフ アイ ルが で きます。 

TYPE コマンドで リス トフ アイ ルを 乂て みまし よう。 

X68k Assembler v2.00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 

mnt/dd/yy hh ： ram:ss 
P&ge 1-1 


<cap • s> 





1 

1 

00000000 



本本 > 拿： 》拿> 家 ♦♦京 本本 拿 拿 > 拿 寒 拿 《 拿 拿 本家 

1 

2 

00000000 



t 


t 

3 

00000000 



» 小文字を 大文字 じ* 樓 する ブロ グラム * 1 

4 

00000000 



* version i 

，0 

軍 

5 

00000000 



♦本 拿 拿 >>>>♦♦♦ 

京 拿 ♦拿 京 

6 

00000000 



t 



7 

00000000 



» フアン クシ 

3 ン コールのを H 

8 

00000000 



拿 



9 

00000000 

=0O00ff08 

_getc 

equ 

$ff08 

cap ， s 



10: 

bad opecode error 


1 

10 

00000000 



putchar 

eqy 

$ff02 

11 

0000 な 000 






12 

00000000 



拿 


1 

, 13 

00000000 



» プログラム 本が 

1 

1 14 

00000000 



% 



15 

00000000 



begin : 



1 16 

00000000 

ff08 



dc • w 

一 getc 

17 

00000002 






18 

00000002 






19 

00000002 

c03c00df 


and ， b 

#$df tdO 

20 

00000006 






21 

00000006 





d0, ，（ sp) 

22 

00000006 

3f00 



move.w 

cap, s 



23: 

undef ined symbol 

error 


23 

00000008 




dc*w 

_putchar 

24 

0000000a 

548f 



addq • 1 

#2 f sp 

25 

0000000c 






cap • s 



26: 

undefined symbol 

error 


26 

0000000c 

4ef 9 



jmp 

bigin 

27 

00000012 



t 



28 

00000012 



» プ ログ ラ ム おわり 


29 

00000012 



亦 




X68k Assembler v2 • 00 Copyright 1987 ^SS, 89,90 SHARP/Hudson 

mnt/dd/yy hh ; mm : ss 
Symbols— 1 


Segment table 

01 text 02 data 03 bss 04 stack 

Symbol table 

0000f f 08 abs _getc 000000 00 ( 0 1 ) begin 

undef ined symbol ( s ) 

_putchar 

bigin 

3 Fatal error ( s 》 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.3 アセンブラの 巧 用 


エラーは、 义 ザの, 1!: きが] 述い によるよ うです。 

10 巧 [ I に eqy と あるのは equ の 拱り です。 

をして この が 1 U によっ て _putchar がぶ ぶで きむかった むめに 23 け 1 1 の 
_putchar がぶ ぶぶ エ ラー になって います。 

26 ; r 1 1 は ラベル begin の つづり •ドの |!リ 述 いでした。 

つづり ぶを 2 つ I! リ述え むだけ で 3 つら 悄述 して アセンブラ エ ラーが 化 まし 
た。 

このよう に エラー の 悼: W と お/ J ; される エラー のな は 一致し ません。 

よく 化な してく ださい。 

では、 リ もび、 エディタに W つて ソースファイルの 拟 りを 


ピ ( じ ’ > equ 

jmp bi が n jmp begin 

にが して わき ましよう。 

再 アセンブル 

I じしく ア七ン ブルされ る とが I がに 


No ratal error (s) 


とぶ ぶされ ます。 

リス トフ アイ ルは 次の よう にな ります。 
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3.3 アセンブラの 巧 用 


1 

1 

1 X68k Assembler 

v2 • 00 Copyright 1987 ,88,89,90 SHARP/Hudson 

1 

1 

1 






mnt/dd/yy 

hh : mm : ss 

1 

t 

1 





Page 1-1 

1 

1 

1 

<cap ， s> 





\ 

1 

00000000 


拿 拿 京韋拿 ♦韋拿 京 拿 拿 本] 

^ 拿 拿 >> 拿 > 拿 >> 拿 拿 拿 《« ♦拿 拿* 

:拿 ♦韋パ 1 

2 

00000000 


韋 



拿 

1 3 

00000000 


» 小文字を 大文字に ま 巧す る プロ グブム 

京 

• 4 

00000000 


♦ version 1，0 



% 

5 

00000000 


: »»» 拿韋* 本 拿！:** »拿< 本* 拿 家 本 拿 本本 拿 》本》»<» 本 ♦本本 ♦本 拿 ♦* 本 

1 6 

00000000 


% 



1 

1 

1 7 

00000000 


» フアン クシ 3 ン 

コールの 定巧 

1 

8 

00000000 


t 




9 

00000000 

=0000f f08 

_getc 

equ 

Sff08 


10 

00000000 

=00O0ff02 

putchar 

equ 

$ff02 

1 

11 

00000000 





1 

12 

00000000 


% 



1 

13 

00000000 


* プログラム 本 化 




14 

00000000 


% 




1 15 

00000000 


begin : 




16 

00000000 

ff08 


dc • w 

_getc 

1 

17 

00000002 





1 

18 

00000002 






19 

00000002 

c03c0Odf 


and ， b 

#$df ,d0 


20 

00000006 






21 

00000006 






22 

00000006 

3f00 


move . w 

dO , - ( sp) 


1 23 

00000008 

ff02 


dc，w 

^putchar 


1 24 

0000000 a 

548f 


addq， 1 

#2,sp 


25 

0000000c 





1 

26 

0000000c 

4ef9(01 )00000000 


jmp 

begin 

1 

27 

00000012 


t 



1 

1 

28 

00000012 


t プログラム がわ 

0 


} 

1 

29 

1 

00000012 


% 



1 

• 

X68k ‘ 

Assembler 

v2 • 00 Copyright 

1987,88 ,89, 90 SHARP/Hudson 

1 

1 

1 






mnt/dd/yy 

hh : mm ; ss 

1 





Symbols - 1 


Segment table 






01 text 02 data 03 bss 

04 stack 




Symbol table 






1 0000f f 08 abs 

• 

•getc 00OOf f02 

abs putchar 00000000 (01) begin 

1 

! 

No Fatal error( s 》 

1 




1 

1 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 

リ ンカ のか 業 


アセンブルが iK がに 終 J •すると、 

cap . 〇 

という オブジェ ク トフ ァイ ルが 作 化されます。 

ill : オブジェ ク トフ ァイ ルは TYPK コマン ドで 化る こ t はでき ません。 

人き な ソフト ウェアの が] がな どは、 プログラムを いく つかの がかに か 削し 
て、 をむ ざむ を アセンブルして、 おむ の オブジェクト ファイルを かぶし ま 
す。 

をして、 こ れ L •，の オブジェ ク トフ ァイ ルを リンカ （ LK . X ) によ っ てがたし ま 
す。 

ここでは、 オブジェクトは 1 つし かありません 力て、 リンカの かぶは 化裝で 
す。 

リ ン カの 起動 

リンカの 起が J は、 この 例では 


R> A ; LK cap 顶 


でけ います。 

ただ もに リ ン カが 担 勤して が聚が 終わ ると、 プロンプト お/ J ; が 態に おり ま 
す。 


B>B 
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3.4 リンカの 作業 


iK しく ホブジ 王クト ファイルが 遽択 されて いる 力 >、 また、 か 化された 機械 詔 
の サイ ズを かり たいとき は /v (バ ーボー スモー ド スイ ツチ） をつ け ます。 


B> A : LK /、• cap 0 


すると、 みのよう にかぶ のが 態が ぶぶ されます。 


X が k Linker v 2.00 Copyright 1987, 8 ん 8 え 90 SH ARI，/Huclson 

cap . o ^ オ フジエ ク トフ ァ イルお 

te が 00000000 -00000012(00000012) < 城械诚 サイ 太 
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第 3 草 プログラム 開発 入門 


実 巧 


リン クが 終わ ると、 ディレクトリに 

cap. X 

という ぶり リパお プログラム がかぶ さ H ます。 

ぶ 行して みま しよう。 

ぶりは 次の よ うに' い ••います。 


B>cap 强 


さて、 キーボードから 裝小义 •ドを 入 してみ てく ださい。 

回と よ]. つと、 "八" がん J ;- されます。 

で 方 PS ] キーを オン •オフに しても、 それにが 帮 なく あ人义 ぶが ぶぶ されます。 


とこ ろで、 この プロ グラムは どうす ると 終 f する のでし よう 力 >? 


1リかこ 八 K キーを 押す とお J •します。 


この プログラムには、 ぶは リリ I が あり ませんで した。 
j 由 おこの よ うな プロ グラムを かぶ; す る ことは ま れ です。 

たた EAK 1 キーを 押 して こ の プロ グラ ムが終 J ' し たのは、 「1 文’ ド 入 Jjj のフ 
アンク ショ ンコー ルの ||| で オペ レー テ イング シ ス テムが、 IB 民 EAKI キーを 巧!. 
がして いるか もです。 

だかし’,、 このよ うな ファンクション コー ルを 化って いれば、 IBKEAKI キーで 
プログラムが 終丫 します 力す、 をう でない と、 プログラムがん まらない という 
船い が 態が 巧/ la ます。 

これが 「接ぶ」 とふつう げばれ ている？) ので、 次の ような ときが 化する こと 
が あり ます。 
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3.5 実行 


♦プログラム のが f ルー ナン が リパ雜 で むい。 

♦アル ゴリ グムが I じしく か、。 

おぶ する よ うな プログラムを 作ぶ; しては いけません々 ミ、 バーのと きは リセ ッ 
卜 する しか あり ません。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


設計の 修正と 変更 


こ こで この プロ グラ ムを 次の 2 つの, むから ぶが の修 I にと 义が をむ います。 

設 かの 巧 正 

1 义 •ド 人 の ファ ン クシ ョン コー ルに よご， シい I じ 常な 終 f ん ぶを か ります。 
お f のむ めの フアン クシ ヨン コール exit が あ ります。 


おれ 巧ち 

キ ーボー ドからの 人 乃で む く、 フ アイ ル かじ, の 入 がで き るよう にします。 

標準 入出力 じついて 

この プロ グラ ム で化バ J した 1 义 •ド 人 >0 と 1 义 •ド 化 刀は 巧 •が 入, 【tWj をが みに し 
ています。 

姐 お、 巧が^ 入リ Wj は 

参 入 がキ ー ホ ー ド 
♦が J ] が ディ ス プレイ 

になって います。 

しかし、 こ の 入 I •じ 刀 化を オペ レー テ イング システムの リ ダイレク シヨ ンで明 
りけ える こ とがで き ます。 

むと え ば、 裝小义 •ドの 义 がの ファイル text を こ れ からが 化す る プログラム 
" cap " へ 人 乃す るには 


I B>cap < text 迎 


とします。 

リ ダイ レ クシ ヨンに ついては Human 68 k ユー ザー ズマ ニュ アルを 壑照 して 
く ださい。 
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3.6 設 がと 修正と 巧ち 


さて、 义 がが なまれる フ アイ ルの おむ り に $1 A という 16 尴 むが 終： b り の マ 
ークと して あり ます。 

そ こで S 1 八 が 入 Jj される と、 この ブロ グラ ムが終 J •する ようにし ます。 

アル ゴリ ザム は 次の ようになります。 

入 II 


1 义’ド 入 刀 



人 义ぶ夕 が 


1 义ぶリ Wj 


終 J ' 


コーディ ング してみ ます。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.6 設 かと 巧 正と ま! 更 


拿 寒！; 拿 京 拿 京 拿 拿 寒 ♦♦本本 拿 家 拿 拿 家 
京 》 

» 小 タネを 大义 字に 巧 接する プログラム 》 

* version 1，1 ♦ 

««：( 拿 本 拿 京 t 拿 ♦拿 章 拿 家 拿 拿 拿 拿 拿 


» ファンクション コー ルのを 巧 


getc 

equ 

$ ff 08 

» 1 义宇 入力 

putchar 

equ 

$ ff 02 

* 1 义ネ 出力 

exit 

equ 

$ ff 00 

» お 了 


拿 

< プログラム 本が 


t 

begin : 



t 

始まり （入口） 


dc > W 

_getc 

寒 

1 义字 入力 




拿 

入力され た 文 宇は レジスタが 


and , D 

#$df ,d0 

t 

$df と レジスタ d0 と の AND 演* 




t 

結 巧は レジス タ d0 へ 


cmp > b 

パ la,d0 

拿 

$la と 比較 


beq ， b 

f inish 

t 

夕 しいと きは、 




拿 

finish へ 




拿 

それ W がは 巧へ 


move • w 

<10,- (sp) 

拿 

1 义ホ 出力 


dc . w 

_putchar 

拿 



addq ， 1 

#2 f sp 




jmp 

begin 

t 

be む n へ 戻る 

finish : 

章 

dc • w 

_exi t 

t 

な 了 


I : ブロ グラムが わり 


この プログラムを 化は どと い] がに アセンブルし、 リンクして、 ぶ 巧 可能 プロ 
グラムを 作 化し ます。 

キー ボー ドから お小义 ぶを 人 Jj すると、 人义夕 にな ります。 

が n よ $ iA とぃう 16 違む を この プログラム にぶる のです 力す、 をの おぶ は、 
に 了な 亡! キーを 押しながら、 図の キーを 押します。 

すると、 プログラムが 終 f して プロンプトへ W るは ずです。 

しかし、 li :. しく プロンプトが おぶされて ぃません。 

み I 化のと こ ろ 次の よう な 1 叫が になって いる はずです。 
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3.6 教: 計と 巧 正と 巧更 


AAAK じ が) お〉 

I ' —— ここ に プロンプト がか, て しまう 

小义 ぶを 人 

乃した とき ここで rTRLl キ ーを挪 しながら 

图 キーを 押す。 


どうやら まだ、 ぶちむ プログラムには むって ない よ うです。 
次に エディ タで 


Hello, this IS a sample 
Change us into CAP ]ett がん 


というよう シ小义 'ドを なんだ 义 かを かり 
text 

と い う フ ア イ ル でセ ー ブ し て ください。 

さて、 化の プログラムで 人义夕 にぶが してみ ま しょう。 


B>cap く text 画 


すると 


UE しし 0 下 HISISASAi \ lP し E 

じ HANG 巨 USINTOGAP し ETTERS 

♦ 


とおぶ されます。 

カンマ、 スぺ ース、 ピリオドが 小。 がです。 

こ こで もぶ をな プログラムと いう 您 じがし ません。 
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こ こで、 みのよう な义 がを がって text として セーブし てく ださし、。 


This program changes， as 10110 \vs 
a : A 
b: B 

I So so good! 


义 がして みます。 


I B>cap < text 迎 


する し 


THISPKCX ぶ AM じ HANGES ASFOLLOWS 

I 八 お〉 

' ^ プロ ンプト におる 


どうやら 

a : A だけ m 

のコ ロンの 化; 巧で 何 かお おなが パ 1 ミが 巧 化 している よう です。 

む ザこう なった かは、 ソース プログラムを よく 檢 がする と 4;>か るので すが、 
こ こでは デバッガを 化って この 巧 山を さ ぐって みます。 
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デバ ッ ガの 起動 


デバ ッボ はこの 例では 



と 入 刀す ると 担 動して、 次の ようじぶ ぶします。 



プロ ンプト が 


というよう にバー になって いるは ずです。 

(. h ; kl はあく までら、 デバッガ お 動の 一例で あり、 おがされる レジスタの 化 
が h おのらのと 一な する とは かぎり ません。） 

ここで h を 人 すると、 ヘル プメ ッ 七 ー ジ がぶ が されます。 


- h 狂 

Ai address ] 

AN 【 address ] 

B 

B [ bp ] address ( count ] 

BC bp 
BD bp 
BE bp 
BR 

C string 
D 【 size ] [ range ] 
F 【 size]range data 
G 【 ^ address ] [ address ] 

H 

HC 

HI 

L 【 range 】 

ME [ size ] [ address ] [ data ] 
MEN ( size ] [ address ] 

MM range address 
NS 【 size ] r&nge data 


アセンブル 

アセンブル （ 二 •モークを 巧な し） 
ブレーク ボ イン トの 表示 
ブレーク ボ イン トの なを 
ブ レー ク ポイントの M 除 
ブレーク ポイントの 無 角 化 
ブレーク ポ イン トの巧 巧 化 
ブレーク カウン トの巧 巧 化 
コマン ドライ ンの拉 を 
メモリ 巧容の ダンプ 
フイ ル メモリ 

デバッグ 中の プログラムの 巧 巧 
オン ライ ン ヘルプ メ ッセー ジ 
ト レース 履 H の 巧 去 
ト レース) IH の* 巧 
アセンブリ リス ト* 巧 
メモリ 巧 巧の 賴 集 
メモリ 巧容の 編集 （* 示な し） 
メモリ 巧 容の巧 動 
メモリ 巧 巧の 檢ホ 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


デバッガに とり 込んだ プロ グラ ムが I にしい かどう かを 確かめる ために、 逆ア 
七ン ブルして みます。 

逆 ア七ン ブルと いうのは、 ぶけり]* 能プ ログ ラ ム から ソ ースプ ログ ラ ム にぶし、 
が 態の,; i ! 述に )乂: す こ とでず。 

ぶア 七 ン ブルは 1 コマンド を 化い ます。 
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X 6800() の デバ ッボ では、 この ぷア 七ン ブルリ ストの ように、 フアン クシ ョ 
ンコー ルが はっきり とむ かるよ うじぶ/たされます。 

この リストと ソース リス トを 比べて く ださい。 

たしかに iK しく 述 アセンブルされ ています。 


巧诚 北を ダンプして みます 


•d 

000AE1E0 

C00AE1F0 

OO0AE2OO 

0OOAE21O 

O00AE220 

O00AE230 

000AE24O 

O0OAE25O 


FF08 

548F 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


C03C 

4EF9 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


00DF 

000A 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


B03C 

E1E0 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


0O1A 

FF00 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


670C 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


3F0O 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


FF02 

0OFF 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


•.夕 < ，•- < 
T 巧 ••.巧 


SAEIFH を 地に _ exit の ファンク シヨ ンコー ルで あ る $ FF 00 が えます。 

この ダン プリ ストと ア七ン ブラの リス トフ-/， イ ルに ついてい る 機械 li おとえ、 り 心 
させて みて く ださい。 
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X68k Assembler v2，00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 


00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000002 
00000002 
00000002 
00000006 
00000006 
00000006 
0000000 a 
0000000c 
0000000c 
0000000c 
0000000c 
0000000 e 
00000010 
00000012 
00000012 
00000018 
00000018 
000000 la 
000000 la 
000000 la 


<cap ， s> 

1 00000000 



=0000f f08 
=0000ff02 
=0000f f00 


ff08 


c03c00df 


b03c00 la 
670c 00000018 


3f00 

ff02 

548f 

4ef9(01)O00O0000 

ff00 


No Fatal error<s 》 


Symbol table 

0000f f 00 abs _exit 0000f f08 abs — が tc 0000f f 02 abs _putchar 000000 00( 01 ) 

begin 00000018 (01 ) finish ~ 


Segment table 

01 text 02 data 03 bss 04 stack 


X68k Assembler v2 • 00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 


mnt/dd/yy hh ： mm:ss 
Symbols- 1 


mnt/dd/yy hh:mm; ss 
Page 1-1 



23456789 


0123456789012345678901234567 
1111111111222222222233 333333 





デバッガ 

ここで、 q を 入 九し ます。 

— q 

デバ ッボ をが けます。 

トレ ー ス 

デバッグの 莊 本は ト レースです。 

トレー ス というのは、 プログラムを ソース プログラムの 1 巧 （巧を ここでは 
スナップと いいます） ごとに 菜 巧して プログラムの 化 巧-が がをおて ゆく こと 
です。 

がび 


B>DB cap . X 迎 


で デバッガに 入り ます。 

— G 巨 TC 

という、 ぶ 巧の みに 

-t 迎 

と、 t コマンドを 入 如して く ださい。 

すると デー タの入 Jj をぶ めて きま すので、 " a " を 入 如 してく ださい。 
a ^ " a " を 入 如。 が 11 怖‘ に はぶ ホされ ま せん。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.7 デバッガ 


-た 证 

PC = 000AE1E2 じ SP=00O8CD28 SSP=O00067F2 SR 三 8000 X:0 N：0 之 ： 0 V:0 C:0 

D 0000006 1 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 0O0AECE0Ni^OAE 1FA OO08D638 000851 CO 00OAE1E0 00000000 00000000 O008CD28 
and • b #$DF ，み 

^ — "a •，の コード 61 り 6 ぶ 巧） が レジスタ DO じ 入ん クれま した。 


みを トレ ー ス します 0 


-たな 

PC=00OAE1 巨 6 USP=0O08CD28 SSP=O00067F2 SR=8OO0 X：0 N：0 Z：0 V：0 C： 0 
D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 00OAE0EO OO08D638 000851 CO 000 AEIEO 00000000 00000000 0008 CD28 

cmp.b *$1A,D0^ AKD のために " U6 ぶ 巧） じ义 化しました。 

-たな 

PCsOOOAElEA USP=0008CD28 SSP=O0O067F2 SR=8000 X：0 N：0 Z：0 V:0 C こ 0 
D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A O00AEOE0 000AE1FA 0008D638 00085 1C0 O00AE1E0 00000000 00000000 0008 CD28 

beq . s $000AE1F8 


-t 边 

PC=000AE1EC USP=0OO8CD28 SS た 000067 F2 SR ： 8OO0 X：0 N：0 Z： 0 V:0 C：0 

D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 000AE0EO 000AE1FA O0O8D638 00085 1C0 O00AE1E0 00000000 00000000 OO08CD28 
move.w D0,-(A7) ； 0008CD26 ( 0000 ) 


•t 狂 

PC 三 000AE1EE USP 20008 CD26 SSP=O00067F2 SR = 8O0O X : 0 N : 0 2:0 V:0 C: 0 

D 0000004 1 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 000AE0EO O0CAE1FA O008D638 00085 1C0 OOOAEIEO 00000000 00000000 0OO8CD26 
PUTCHAR 


- 1 狂 / 化み 後 (） じなり ま した。 

APCsOOQAE げ yuSP=0008CD26 SSP=OO0C67F2 S わ 8000 X：0 N：0 Z：fl V：0 C：Q 

D 0000000 ^00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A O00AE0E0 0O0AE1FA 0O08D638 000851 CC 000AE1E0 00000000 00000000 O008CD26 
addq， 1 #2 , A7 


- 1 迈 

PC=00CAE1F2 USP=00C8CD28 SSP=OO0067F2 S わ 8000 X：0 N：0 2:0 V:0 C：0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 000AEOEO 0OOAE1FA 0OO8D638 000851 CO 000AE1E0 00000000 00000000 O0O8CD28 

jrap $OO0AE1EO ; O00AE lEO ( FF08C03C) 

- 1 通 

PC=0OOAE1EC USP=00O8CD28 な P=000067F2 S わ 8000 X:0 N：0 2:0 V:0 C:0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 00OAE0EO 000AE1FA 0008D638 00085 ICO 00CAE1EO 00000000 00000000 O008CD28 

GETC 
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3.7 デバッガ 


冉 び、 _ GETC になった ところで t コマンドを 入 九す ると、 デー タの入 九を 
ホめ てき ますので 叫 强のゎ こった" ： "（コロン） を 入 知して みます。 


•た 迎 

PC=O0OAE1E2 じ SP=O0O8CD28 SSP=O00O67F2 SR 三 8000 X:0 N:0 之 ； 0 V:0 C: O 
D 0000003 A 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A O0OAEOEON^0OAE1FA O0O8D638 00085 IC0 0OOAE1E0 00000000 00000000 0OO8CD28 
and « b #$DF ,、 夕 

\ 3AU6 池れ） は コロンの コードで ず . 


トレー スを絲 けます。 


- t 迎 A 

PC=O00AE1E6 USP=0OO8CD28 SSP=00006 び 2 SR=800O X：0 N：0 Z：0 V:0 C：0 

D 000000 1 A 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 0O0AE0E0N000AE1FA O008D638 000851 CO OO0AE1EO 00000000 00000000 0008CD28 
cmp，b #$ 1 A^0 

\ AXI ) 化に 1 A (16 ぶれ） じむって し まい ま した。 


コロ ン のコー ドが A を SDF で AND がが をす る と S 1 A じなり ます。 
$1 A はフ アイ ルの 終わり をぶ す マー クと阿 じ 値に なって しまい ま した。 


ト レースを 統 けます 0 


- 1 •边 

PC=O0OAE1EA USP=0OO8CD28 SSP=00O067F2 SR=8004 X : 0 N : 0 之 ： 1 V:0 C : 0 
D 000000 lA 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 000AEOEO^>^4i^lFA 00O8D638 000851 CO COOAEIEO 00000000 00000000 0OO8CD28 

beq ， s $OO0AE 1 けを 

- 1 庙 

PC=OO0AE1F8 USP=00O8CD28 SSP=0O0O67F2 SR=8004 X;0 N ：0 Z： 1 V:0 C:0 
D 000000 lA 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00 りり W00 

A 000AE0E0^>^^e^lFA 0O08D638 000851 CO OO0AE1EO 00000000 00000000 OO08CD28 

•exit 、一 _ —— 瓜を 

- 1 西 

program terminated normally 


どうやら この プロ グラ ム はこの 1 A (16 進） をフ アイ ルの 終わり とみな して 
プログラムを 終丫 させて しまい ま した。 
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第 3 章 プログラム 開発 入門 


3.7 デバッガ 


デバッグの 結果 

デバ ッボ によって トレー スを けってい くと、 この プロ グラ ム には 人き なが 1 姐 
が ある こ とがわ かりま した。 

また、 ぶ, ホ に W って やり がさな く ては なり ません。 

どういう アル ゴリ グム にしたら よいで しよ う 力‘？ 

この かでは、 プログラム 閒 巧す 顺の 例と いう ことなので、 この プログラムの 
I 制 巧に ついては こ こで 中断し ます。 
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ここまでの プログラム 閒が T •贴 i の 例で、 もっとら 化 本 的な 「ソフトウェア 閒 
巧 キット」 の 化 Hj 化は ご 巧 A 華いた だけた と 思います。 

アル ゴリ ザムを 練って す ばら しい プログラム をが 化し、 X が 000 の 機能の す 
ベて を 引き 化して く ださい。 
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アセンブラ 


アセンブラが 使用す る ファイル 
使用 書式と 起動 方法 
アセンブラの スイ ツチ 
ア セン フ ラの エラ ー メ ツセ ー ジ 



ア七ン ブラ XAssembl がは、 X が 000 の マイクロ プロ セ ツサ 川 マ ク ロア セン 
ブラ 貢视 です。 

X Assembler は、 アセンブラ で： 巧 かれた ソー スフ アイ ルを ア七ン ブルし、 才 
ブジエ ク トフ アイ ルを 化ぶ します。 

この オブ ジュク トフ アイ ルを XLink がで リ ンク すると、 おけ 口 r 能な プロ グ 
ラムと なります。 




第 4 を アセンブラ 

アセ ン ブラが 使用 する ファイル 1 


アセンブラ は アセンブルに あたって、 じ I ドの フ ァイ ルを 化) H します。 

ただし、 じ r ドの ファイルのう もユー ザー がが 巧が iHl する ファイルは、 ソース 
フ アイ ゾ レと オブジェ ク トフ アイ ル だけです。 


^〇入ヵファィル 


入 ファイル じは、 ソー スフ アイ ルと イン クルー ドフ アイ ルの 2 村け 巧が あり 
ます。 


♦ソー スフ ァイ ル 

ァセンブリ 3,! 巧で,; ピ述 さむむ フ ァイ ルです。 

ァセンブラの おぶ ぶぶ、 怖义 などに ついては、 第 2 部 リファレンス マニ ュア 
ルの 「お 1 が アセンブラ」 を 参照して ください。 

♦イ ン クルー ド ファイル 

これ! 〇 ソー スフ ァイ ルです 力 で、 み プロ グラ ムリ リ で 共 加に 化! おする シンボルな 
どを ぶぶ するとき に 化 川し ます。 

インク ルー ドフ ァイ ルを 化 w す ると きは、 ア七ン ブラの ソース プログラム 中 
に .incliKle お似な 令を 北述す ると とらに、 ァセンブラの コマンド ライン 
に、 / i スイ ッチを おぶ します。 

これにより、 インク ルー ド ファイルの ソース プログラムが ソース プログラム 
中に 神 入され るので、 プログラマは コー ディ ング のず 削が 巧け ると と もに、 
プロ グラ ム峭 巧の 化 庵 性が 向 h します。 

化； スイッチは/ (スラッシュ》 で おぶ する のが 惦刖 です が、一 (ハイフン） 
ら化 HJ でき まず。 


テンポ ラ リファイ ル 


こ れ は、 アセンブル 時の 作ぶ Hi フ アイ ルです。 

ア セン ブルげ の 作 装 領域は お記惊 1 •.に 確 化され ます 力 :、 こ れが小 化し た媒 
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4.1 ア セン ブラが 巧 用 する ファイル 


な、 ディスク h に テンポ ラ リファイ ルが I ' i 削 的に か 化されます。 
アセンブルげ には、 アセンブラ により テンポラリ ファ イル がが 化される の 
で、 アセンブルが 終 f する まで フロ ッ ピー ディ スク をと りは ずして はいけ ま 
せん。 

アセンブルが 終 f すると、 テンポラリ フ ァイ ルは ri が パ かに 削除され ます。 
なわ、 テンポラリ ファイルの パス おは システムぶな temp より 参照 され ま 
す。 

ただし、 / t スイッチで おぶされた 場 かは、 こもらの おぶ が 俊 化されます。 


出カ ファイル 


,' lWj ファイルには、 オブジェクト ファイルと リス トフ アイ ルの 2 神が {が あり 
ます。 


♦オブジェ ク トフ ァイ ル 

アセンブル 化 巧? によ って かぶされ たオ ブジェク ト プログラムを 化納 する ファ 
イ ルです。 

オブジェ ク トフ ァイ ル'/ I は、 /〇 スイ ッチで がぶ し ます。 

おぶ がなければ、 ア七ン ブラは ソー スフ ァイ ルの 把般 f S を 〇 とした フ ァイ 
ルを。 が J 的に 作ぶ し ます。 


♦リス トフ ァイ ル 

アセンブル リス ト を恪納 する ファイルです。 

リス トフ ァイ ル/ベは、 / p スイ ッチで 巧ぶ します。 

/ p スイッチ のみを おおして、 リスト ファイル おを おを しないと、 ア セン ブ 
ラは ソー スフ アイ ル おの 把 般丫- S を prn と した ファイルを む 動的に 作ぶ しま 
す。 
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第 4 章 アセンブラ 


巧 用 害 式と 起動 方 法 


起動 前に 確認す る こと 

♦アセンブラが 化 川す る ファイル カ て、 ディスク！;、 および' 延巧 [を 巧 う パス I . 
にあり ま す 力 >? 

♦パスの 中に ファイル や、 アセンブラが テンポ ラ リファイ ルを かぶ; する のに 
I •分な ホき 組 巧が あり ます 力 >? 

ァセンブラ の 起動 方法と 害 ま 


コマンド ラインから、 次の ような 北ぶ で 入 人 します 0 
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ア七ン ブラの スイッチ 


アセンブラぶ 巧げ に、 ア七ン ブルげ のが パ 1 ミを 制 卿したり、 アセンブラ じ必髮 
なが 報を リ .える ために、 コマンド ライン I •.にがぶ する’/ •に 統く裝 ず 1 义ザ 
を スイ ツチと いいます。 


AS / t¥tmp / oobjout source 迎 

ス イッチ 

アセンブラに はじ I ドの よ うな スイ ツチが あ ります。 


スイッチ 

巧 能 

/ 8 

シンボル のが タカ デー タ おの おぶ 

/ a 

おえ、 t ショート アド レ スおぶ 対応 モー ドの おぶ 

/ d 

を シンボルの 外が エン ト リ おぶ 

/ i 

インク ルー ドフ アイ ルの パス 巧ぶ 

/ m 

シンボルの 恥乂個 おの おぶ 

/ n 

ム i 適 化の 巧 止 

/ 〇 

オブジェ ク トフ ァイ ル おのす ちぶ 

/P 

リス トフ アイ ル おのす ちぶ 

/ s 

シンボル のぶぶ 

/ t 

テンポ ラ リファイ ルの パス おぶ 

/ u 

ぶぶ ぶ シンボルの 外部 娶照 おぶ 

/ W 

掉扣メ ッ セージの 化 刀货止 

/ X 

シンボルが 報の 化 人 フ ァイ ルの おぶ 


次に スイ ツチ ごと に说 リバ します。 

む わ、 ぶぶ の 説け パに あたって はじ I ドの ぶ 北を が mi します。 


く > : おを が 必要で あ る ことを 巧し ます。 

[ ] :お をが 巧 お 叫* 能で ある ことを 示します。 





第 4 章 アセンブラ 


シンボルの 有効 データ 長の 指定 


/8 

シン ボルの が铺デ ー タ おを 8 义ネ とします。 

シンボル のが 効 データ おを 8 义 すまでと します。 

この 結ぶ 8 义 •ドを 超える シンボルを をぶ してら、 アセンブラは 8 义 •ドまで しか 雜 
別し ません。 

/8 スイ ツチの が iW 例を W ドに ボ します。 


AS /8 / が include source 狸 


I •.把の ように おぶ しむよ 接な、 W ドの ①® は W ー シンボル、 ③ はがなる シンボルと 
してが われます。 


① AKCDEFGJHIJK : 

② ABC ： DEFGJH 123 : 

③ AR じ D 即 ' G683: ミ 2 : 


/8 スイ ツチを おおしなければ、 （DTO はすべ て おなる シンボルと してよ 戊 われ ま 
す。 







絶対 シ ョート アド レス 形式 対応 モー ドの 指定 



/a 

絶夕 シヨー トア ドレス おぶ のコー ドを 化 刀す る。 


巧 脫」 ソース ファイル ||| で 絶え ホア ドレス 参照を している 命令が 記述され ていて、 かつを 

の 絶が アド レ スが $00000000 — S00007FP、F ま たは $FFFF 8000 〜$ FFFFFFFF の 
給 内の 場な、 この スイッチが 巧を されて いると、 その 命令は、 絶が ショー トア 
ドレスが ぶと 进滿 されます。 

/ a スイ ッ チを 巧ぶ しない t 、 絶が ショート ア ドレス おぶ の コードを 牛ぶ できる 
場た でも、 をれ は袍よ J ロング アドレス がぶ になり ます。 


例 / a スイッチの 化り！ 例を じ I ドに >j ミし ます。 


AS /a source 岛 


ソース ファイル source . S の 中で おえ’) ' ショー ト アドレス おぶ の 命令が がかす るな 
ら、 絶が シヨー ト アドレス おぶ のコー ドを 牛-化します。 
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第 4 章 アセンブラ 



全 シンボルの 外部 エン ト リ 指定 



を シンボルを 外部 エン トリと します。 

本 スイッチは、 ア七ン ブルが に シンボルが あると、 これを すべて 外部 エントリと 
します。 


たと え ば、 他の プロ グラ ム から 畔 ばれる シンボルが なち プロ グラ ム のに 夕 むが 化 
する 巧な、 これを 個別に 擬似 命々 でぶ ぶす る 化 わりに、 本 スイッチで 化； すむ 
わ もこむ b の シンボルを すべて 外が エン ト リ巧 いとする こ とがで きます。 


例 / d スイ ツチの 化 fij 例を U ドに パ; •し ます。 


AS /d source 迎 


/ d スイ ツチを 巧* ぶし た 場 か、 じ I ドの ラベルは すべて 外が エン トリよ 技い となり ま 
す。 


プログラム A 


I LABEL 1 

し 八 KE し 2 

し AKEL 3 


し 山の ケース は、 / d スイッチを おぶ せず、 プログラム 中で じ I ドの ように おおし 
た 場な と W じです。 


XDEF LAKEL 1, LABEL ム し ABEL 3 

し ABEL 1 ; 

し ABE し 2 : 

LABELS : 
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インク ルー ド ファイルの パス 指定 



/ i < パス お > 

インク ルー ドフ アイ ルの パスを おぶ します。 


解 K 」 アセンブル 時の イ ン クルー ドフ ァイ ルが 人に 必巧と なる パスを お •ぶ します。 

本 スイ ッチは イ ン クルー ド ファイル カす、 ソー スフ ァイ ルとは 典なる デイ レクト リ 
にが かする 場な に 化! りす る こと がで き ます （インク ルー ド ファイルと ソー スフ ァ 
イ ルの ディ レクト リ を かける のは、 フ ァイ ルのを 理 をが おにす るむ めです）。 

例 / i スイ ツチの 化 W 例を じ r ドに ホし ます。 


/ I モ include source 理 


ソ ー ス フ ァ ィ ル source S と インク ルー ドフ アイ ルの パス お ¥ include でア セン 
ブラを 担 動し ます。 


このと きソー スフ アイ ル source , s では イ ン クルー ドフ アイ ル おを じ I 下の よ 
う に 巧ぶ し ます。 

ソ— スフ アイ ル sourc た S 


.include FI しじ 1 

: インク ル ー ド 

: ファイル 名 

.include FILE 2 


インク ルー ド ファイル FILE 1， FILE 2 はいずれら ソー スフ ァイ ルと は 興-なる 
ディレクトリ、 すな わ も お nclu お . h にある ので、 アセンブラ 起動が に / i ス 
イ ッ チの おぶ を 巧 おする と エラーに なります。 
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第 4 章 アセンブラ 


シ ン ボルの 最大 個数の 指定 


/m<nn> 


能^ シンボルの 指 人 個な を おを します 



ぶぶ i ， r 能な シンボルの お 火 個な を 梢を します。 

おぶ" f 能な ながの お 1 がは 271 じ Lh 3 のが ぶ满 です。 

デフ オルトは 2000 個です。 

なわ、 アセンブラぶ 巧 がに わける シンボル 1 欄 あたりの メモリ A れ な! |1; は、 約 
28 バイ ト です。 


/ m スイ ツチの が iW 例を じ I ドに ホし ます 



化)} 1 でき る シンボルの 個な は が 00 となります。 
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最適化の 禁止 






が i 知を 照の 指迪 化を 巧ん します。 

ァ セン ブルげ の 前ぶ 参照の 把 適 化を 制御 します。 

なわ、 指迪 化の がみと なる 命令は、 BRA 、 BSK 、 Bcc の 3 つです。 



/ n スイ ッ チの 化 例を じ [ドに 示します。 



/ n スイッチの 梢ぶ が あると、 前方 参照の お 適 化は 巧 われません （ W ドの 例で 
は、 ディスプレイ スメント として、 BSK 命令には 第 2 ワー ドら 作 化されます。 


00005030 

00005034 

f 

♦ 

■ 

61000062 

284A 

f 

-00005094 

bsr 

movea * 1 

label 

A2 ,A4 

00005094 

00005094 

1 

1 

寒 

♦ 

♦ 

4E40 

label : 

trap 

»0 


し， 心の ように、 / n スイッチの おぶ がない と、 前ぶ 多 照の 恥 適 化が 巧 われます 
( BSR 命令の ディ ス プレイ スメントは 8 ビットと なり、 巧 2 ワー ドは 作 化され ま 
せん）。 


00005030 

6160 

• 

♦ 

00005092 

bsr 

label 

00005034 

284A 

♦ 

moves « 1 

A2,A4 

1 

00005092 


• 

■ 

l&bel : 


1 00005092 

• — 

4E40 


trap 

#0 
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第 4 章 アセンブラ 



オブジェ ク ト ファイル 名の 指定 



/〇 く ファイル お > 



解 が 


オブジェ ク トフ アイ ルの お前を おぶ します。 

アセンブルげ に 化ぶ される オブジェ ク トフ アイ ルの 六 前を 梢を します。 

おお しないと、 ソー スフ アイ ル おの 抱张 户 S を 〇 と して ホ ブジェク トフ アイ ルが 
むが J 的に ホ 化されます。 


例 /〇 スイ ツチの 化 川 例を じ I ドに ぶします。 


AS / 00 か out source 迎 


オ ブジェク トフ アイ ル おは 0 が 0 U し 0 となります。 


AS source 迎 （〇 スイッチを 巧ぶ しない おな) 


オブジェ ク トフ アイ ル おは souixe . 0 となります。 
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書 ま I /p [く ファイル お〉] 


アセンブル リスト の 化 カ フ ァイ ル 名を 指を します。 

ア セン ブル リス ト化 カフ ァイ ル お をお定 します。 

/ p スイッチ のみを おを して、 リスト ファイル おを おを しないと、 ア七ン ブラは 
加' づに リス トフ ァイ ルを 作ぶ します。 

この場合 フ ァイ ル おは、 ソー スフ ァイ ル おの 拡张 1^- S を prn に莱 きおえ たらのと 
な りまず。 

/ p スイ ッ チの 使け J 例を じ TF じ 巧し ます。 



h がの 例では、 ア七 ンブリ リス ト のけ Wj フ アイ ル おは が sout となります。 



こ の 例では、 アセンブリ リスト の 化 九 ファイル おは souixe . prn となります。 
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第 4 ち アセンブラ 


シンボルの 定義 


書 ま / s < シンボル お > 


機 能 シンボル をぶ 探します。 


解 が シンボルを をぶ します。 


例 / s スイ ツチの 使 例を じ I ドに 巧し ます。 



AS / sms が ng /8 source 屈 


シンボル ’ msgln ピ がぶ ぶされ ます。 
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ぶ 


テンポ ラ リファイ ルの/ 《ス指 ま 


書 ま /t く パス お > 


お _ 能つ テンポラリ ファイルが がられる パスを おぶ します。 


保 觀 I アセンブルげ に 化 W する テンポラリ ファイルが 作られる パスを 指を します。 

テンポラリ フ アイ ルの パス 六の デフ オルトは、 シ ス テムが な TEMP に设 ぶされ 
た パス おとなります々 す、 / t スイッチで おを された 媒 なには、 こもらが がえ され 
ます。 

本 スイ ッチは、 システムぶな TEMP に 鼓ぶ された デイ レクト リや カレン ト デイ 
レクト リに テンポラリ フ ァイ ルが 作 化で き ない 媒な （フ アイ ル領巧 小ぶ によつ 
て） におぶ する こ とがで き 主す。 


例 / t スイ ツチの 化 例を じ I ドに 水し ます。 


AS / げ tmp source 切 


ソー スフ アイ ル お source . S 、 テンポラリ ファイルの パス お ¥tmp で ア七ン ブラ 
を おが J します。 
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第 4 を アセンブラ 



ホ 定義 シ ン ボルの 外部 参照 指定 



/U 

来ぶ ぶ シンボルを 外部 参照と します。 

朱ぶ ぶ シンボルを 外部 参照 t します。 

この スイッチは、 ぶ吗 シンボルを をぶ している モジ ュー ルが まだ 作 化されて いな 
いとき に、 この シンボルを すべて 外部 麥照 とします。 


例 _ I / u スイッチの 使 川 例を じ I ド じぶ します。 

ソー スフ アイ ル soruce. S にわいて、 ’te が’ という シン ボルが おおさ れ ずに 参照 さ 
れ ている おな、 


AS source 迎 


と アセンブル すると、 じ I ドの よう に" 米ぶ ぶ シンボルが がかす る" という ぷ咪 のエ 
ラー メ ツセー ジ が 化 刀され て ル まり ます。 


source. S 7 : unde む ned symbol error 
unde む ned symbol (s) 

te が 

1 Fatal error (s) 


このような 場な、 / u スイッチを つける ことで、 ア七ン ブルで きます。 


AS /u source 風 


シ わ、 sourc も S 中で、 じ I ドの ように シンボル ’test’ を 外が 壑照 シンボルと してな 
I ミして わくと、 / u スイ ツチな しで も エラーは 馆 化しません。 


xref test 


7 ら 















警告 メ ツ 七ー ジの 出力 禁止 



機 _ 能 I 掉告 メッセー ジの dWj を 巧 出します。 

解 説] アセンブルが じ エラー が 発生し てら、 それが 致命的な もので なければ が扣 メッセ 

ー ジが化 知され ますが、 この 裝吿メ ッ 七ー ジを化 さない ようじ したい 巧 合に この 
スイッチを 使 川し ます （なわ このと き、 耗扣 •メッセー ジを無 化して リンクを 巧 
し、、 ぶ 巧 イ能 ファイルを 作ぶ してら、 地 巧は 問 姐ありません）。 

例 ] 例えば、 じ I ドに 示す よ うに ソー スフ アイ ル sour が. S を ア七ン ブルした としまし 
ぶろ 0 



らし、 source . S じ 記述され ている ア七 ンブリ 言骗の 中で、 おが アドレスを 照を 
している 命令が がかした 場合、 じ [ドよ うな 巧告メ ッ セージが お示されます。 



しかし、 じ I ドの ようじ source . S を / w スイ ツチを つけて アセ ン ブルす ると IJ ピ 
の 巧 代 メッセージは 化 知され ません。 
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第 4 章 アセンブラ 


シンボル 情報の 出カ ファイルの 指定 



/ X 〔くフ アイ ル お >] 

ア セン ブルげ じ 使! fj した シン ボルが 報の 化 ファ イ ルの おぶ 
シン ボルが 報の 出 ファイル お を おお します。 

/ x スイッチ のみを おぶ して、 ファイル おを おぶ しなかった 場な、 シンボルが 報 
を 神が じ 化別 します。 

フア イル おを 巧ぶ すると、 をの ファ イ ルを か 化して シンボルが 報を かおし i す。 


例 /X スイ ツチの 使リ! 例を じ I ドに ポ します。 


AS /x source @ 


ソー スフ アイ ル source , s をア セン ブルし、 をの シン ボルが 報を リ即 i がに 炎-示し ま 
す。 


AS /x source , sym source 圓 


ソー スフ アイ ル source , s を ア七ン ブルし、 をの シン ボルが 報を source . が m に 
か納 します。 


77 









エラー メ ツセー ジ 

ホ ホ 

Aboil : Device full 

ディ スク がが に 守: きが 無い* 

Abort : me read error 

说み 込み エラ _ * 

bad opecode error 

オ ペコードが がかし ない 力，、 不適 

おです 

division by zere error 

0 によ る 除 巧です 

expression error 

ぶが イ; 適 叫です 

feature not available error 

サポート されて いないぶ 記です 

file not found error 

フ アイ ルが 乂 あたり ま せん 

file open error 

フ アイ ルの 才ー プン がで き ない* 

file write error 

巧き 込み エラー* 

forced error by rail directive 

制御 命令に よ る強刖 的な エラー 

illegal addressing error 

命令の ア ドレスが ぶが 小迪 おです 

illegal operand error 

オペ ラン ドが 不適当です 

illegal quick size error 

クイ ックで 化 川で きない f がが 使わ 

れた 

illegal relative error 

命令で 茲 めら れ ていない ア ドレス 

おぶ です 

illegal size error 

命令の サイ ザが 不適当です 

illegal shift count error 

シフ ト なが 不迪 為です 

illegal value error 

ぶの おおが 个 適当です 

line too long error 

巧が おすぎます 

macro ne が ing over error 

マクロの 木 スティン グ がぶ すぎ ま 

す 

missing macro error 

マクロの 木 スト が 不適^です 

missing if error 

萊 かつ き アセンブリの 木 スト が不 

迪 当です 

no symbol error 

ステートメント に シンボルが 必嬰 

です 


♦の エラーは アセンブル のぶ 巧を 途中で 中止し ます。 


78 




第 4 章 アセンブラ 


4.4 アセンブラの エラー メ ツセー ジ 


エラー メ ツセー ジ 

巧 巧 

i 

not enough memory 

1 

メモリ ー領 城が 小ぶ しています* 

overflow error 

才 ーバー フロー です 

redefinition error 

シンボル のが おぶ です 

register error 

レジスタが 不述 1 レ 1 です 

register size error 

レジスタの サイ ズ ’が不 述' うです 

symbol not defined error 

1 

をぶ をら たない シン ボル がが i Hj さ 

れて います 

temporary file open error 

テンポラリー フ アイ ルカ f け ミれ ませ 

ん * 

too many include file error 

イン クルー ドフ アイ ルの 本 スト カ て 

巧 過ぎます 

too many symbols error 

シンボルが 多過ぎます 

unde む ned symbol error 

シンボルが 乂 ぶぶ でかつ グロー バ 

ルな^ もされて いません 


* の エラーは アセンブルの 実 斤を 途中で 中止し ます。 


エラー メ ッ 七ー ジの 化人 例 


test. S 1 : unde む ned symbol error 

t T t 

ファイル 六 巧 ホ V エラー メ ッ 七ー ジ 
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リンカ 


り ン カとは 

リ ン カが 使用 する ファイル 
使用 害 式と 起動 方法 

リ ン カの スイ 、ソチ 
LK エラー メ ツセー ジー覧 


こ のがでは リンカ XLink が の 使 巧! 法を 说明 します。 
リ ンクを I 掛始 する 前に 必ず 说ん でく ださい。 




ア セン ブルした オ ブジエ クトを リンクし て灾巧 可能 プロ グラ ムを作 化する じ 
は、 リンカ XLink が を 使います。 

XLink がの 機能は、 次の 姐り です。 


•別々 じ アセンブルした オブジェクト を 結な します。 

• 乂 ぶぶ の 外部 参照を ライ ブラ リファイ ル、 アーカイブ フ ァイ ルから 探し、 
外が 参照を がみし ます。 

•外が を 照の がみ や ェラー メ ッ セージを ぶす リスト を 作 化します。 

な 級 说 である C な どの コンパイ ラで か 化 しむ アセンブラの ソース や、 が 
めから アセンブラ でが 化した ソース は、 いったん、 アセンブルされ ると、 I り] 
一によ 度う こと のでき るオ ブジェ クト じなります。 

姐 巧;、 阱 1 がは プログラムを おな の モジ ュー ルに々 削して 作 化、 アセンブル、 
をの 後に ま とめ h げる という ホ 注を と ります。 

たとえば、 C 旨说で プログラムの 人ず、 巧に アルゴリズムの 中‘ じ、 部 かを かぶ 
し、 細かな 制御が 必裝: な I / O に悄述 する 部分を ア七ン ブラで 作 化し、 これ 
らを糾 みなせる 媒 なが あ ります。 

このよう なオ ブジェク トフ ァイ ルを まとめて 1 つの 灾巧口 f 能 プログラムを 作 
化する こ とが リ ン カの 脚き です。 

また、 C 吕祀 などでは、 I 划 なの 多く々 す、 オブジェクトの おぶ で ライブラリと 
して サポ ート されて いるので、 をのた めに もリ ン カが 必要です。 

リ ン カは、 分 削され ている おな のオ ブジェク トをま とめ .げ ます。 

このと き、 別の オブジ ュクト の 一部を が 川す る ルー チンを 參 照したり、 ライ 
ブラ リ閱 なを 夢 照 するとき は、 リンカは、 まず、 オブジェクト をが 罵して 1 
つじ まとめ 1 .げ、 みに 外部の 参照の 閒 がを ぶしく します。 
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リンカは、 入 人 ファイル、 化 知 ファイル わよ び マップ ファイル、 テンポラリ 
ファイルを 化 I りします。 


入カ ファイル 


巧 巧 

1 ， 

^^巧時の热巧子 1 

1 — ■ — > 

作成 巧 巧 

オブジ ュクト 

0 

コンパイ ラ ま たは 

1 

1 

7 セン ブラ 

アーカイブ 

a 

アー カイ バ 

ライ ブ ラリ 

1 

i ライブラリアン 


出カ ファイル 


f — — * - ― 一 ， 

巧 巧 

1 

■ ■ 1 ■ 一 ^ ^ ^ — 

雀 巧 時の 捉巧子 

使用 目的 

で 巧 ファイル 

X 

イ 

•尖; 一 r 口 r 能 プログラム 

マップ ファイル 

map 

あぞ 巧が 


♦マップ ファイル 

/ p スイ ッチを おぶ す る ことによって マップ ファイル をけ Wj する こと がで き 
ます。 

マップ ファイルには、 をのぶ け 可能 プログラムの オフセット 化、 セグメント 
タイプ、 シンボル おが 化納 されます。 

♦テンポ ラ リファイ ル 

リ ン カは、 ぶ 巧" r 能 プログラムの 作ぶ; にが i 川す る デー タの化 持に ぶ 記 惊領が 
を 化い ます。 

こ こで 巧 巧-する オブ ジュク トが 人き く なれば なる は ど、 ぶ おお 領域を 多く 必 
紫と します。 

を こで ディ スクに テンポラリ ファイルを 向 動的に 作ぶ します。 

このように リンカは、 テンポラリ フ アイ ルを 作ぶ する ので、 リ ン カの 巧: 理が 
粹 f する よで、 テンポラリ フ ァイ ルが 作ぶ される ドライ ブは 巧に アクセス ロ f 
化 なが 態で なければ なり ません。 





第 5 章 リ ンカ 


5.2 リ ン カが 巧 用す る ファイル 


リ ンク がが f すると、 テンポラリ ファイルは 門 動的に 消ぶ されます。 

姐 巧の 使 ) H では、 この ファイルは 必ず 作 化される ので、 テンポラリ ファイル 
がか 化される ドライ ブ には I •かな 巧き がが がが か-しなければ なり ません。 

を こで テンポラリ ファイルを 作 化する ための パス （テンポラリ パス） を 指 左 
して わくこ とがで き ます。 

例 


し K / 1 b:¥temp samp)le 迎 

し テンポ ラ リファイ ルの パス ぉ东 


/ t スイ ツチに よって テンポラリ パスを 巧ぶ しむい ときは、 巧 巧变な 
TEMP を參 照し ます。 

T 巨 MP が 設定され てい てら、 / t スイ ツチ じよ る 巧ぶ がして あれば、 スイ 
ツチの 指を を 巧 化します。 

ァーカ イブ ファイル （お般 子が a の ファイル） をな 速に リンクしたい 場合 
は、 次の ようじ ファイルを 《おしてく ださい。 

例 


し I 区 sample . 1 samjDle . a 迎 

心アー カ イブ ファイル お 
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rSB 使用 書式と 起動 方法 


起動 前に 確認す る こと 

♦リ ン カが 化 W す るフ ァイ ルが ディスク 1-.、 ぉよび 化 巧を 巧う パス _ h にあり 
ます 力 >? 

•パスの 中に ファイル や リンカが テンポラリ フ ァイ ルを 作ぶ する のに- 卜 かな 
•令き 納 がが あ ります か? 

リ ン カの 起動 方法と 香 ま 

コマンド ライ ンで 次の よう な ,1! ••ぶで 入 如 します。 

オブジェクト ファイル おは、 冷な 個 おおできます。 

まむ、 オブジェクト ファイル おの 化に、 オブジ ュクト を まとめた ライブラリ 
ファイル//: もがぶ できます。 

ライブラリ ファイルを おぶ すると、 リ ンカ はむ 動的に をの 中に なまれる オブ 
ジェク トを 探します。 


LK 〔スイッチ] <オ ブジェク トフ アイ ル お > [く オブ ジュク トフ 

アイ ル お〉 1 


オブ ジ卫ク トフ ァイ ル おは、 お数 個 おを できます。 

オブジェ ク トフ ァイ ル/ベの 化 わりに、 オブジェ クトを まとめた アー カイ ブフ 
ァイ ル？^ I や ライ ブ ラリ ファイル お らおぶ でき ます。 

I にしく コマンド ライ ンが入 知され ると、 ただちに リ ン カが 狂 動し ます。 

も し 拱った スイ ッチを がを する とみの よう な ヘルプ メ ッ 七ー ジが お示され ま 
す。 

コマンド ライン を確泌 しがして く ださい。 
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また、 おぶ した オブジェ ク トフ ァイ ルが みつからな いと きは、 

む le open が ror (フ アイ ル お） 

と、 ぶ/ J ; されます。 

ディレクトリ または、 ライブラリ ファイル、 アーカ イブ ファイルを 縮ぶ して 
ド さい。 


5.3 巧 用 書 まとを 動 方法 


n 

0 

8 

d ) 
u 6 
H 3 

之 

反 • 6 

A パ 
H • n 
s n 


定 

お 

の 

レ 


止 

禁 

名 ルカ 

ル ィ 出力 

W ル W をィ を ァ の 化 

9 •ィ け 巧 ァおフ ドルの 

8, ァ 巧 スフ スト _ ブル 

M フル パトレ クモ _ イ 

•[ボリ クド レズ テァ 

8 レン ラエ アイ I ルフ 

2! / シボ ジス ダボ ポプ 

t '， 大ンブ r ノ I ンッ 

が；^* テオべ ィバ シマ 
i フ 
r 
y 

PI 
如 チ 

0 ッ S 

0 イ e 
•ィ here 
2 ス 1 1 d 1 
V n a i d i 
[ n pf a f 
r 

ekmtobivx 
n L 
•1 
し 


////// 


p 

/ 


ホ 


^ 用 

6 tec 
X 任 
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> : おぶ が么 嬰で ある ことを ぶします。 

1 : がぶ が 巧 お。 J ■能で ある ことを ポ します。 


S リンカの スイッチ 


リンカの スイッチは、 リンク エディットが のが パ 1-: を 制御したり、 リンク エ テ‘' 
イツ ト にお •楚な t 占 •報を リ •える ためじ 使 Hj します。 


リ ン カには じ I ドの よ うな スイ ツチが あり ます。 


1 

! スイッチ 

巧 能 

1 

! /b 

ベー スア ドレスの おぶ 

1 / i 

イン ダイレク トフ アイ ルの 巧ぶ 

/ m 

シンボルの ム之人 個 おの おぶ 

/ 0 

ぶけ" r 能 プロ グラ ムのフ アイ ル/ベの おぶ 

/ P 

マップ フ アイ ルの 化乃 

/ t 

テンポラリ フ アイ ルの パス おぶ 

/V 

バ ー ホ ー ズモ ー ド 

/X 

シンボル テー ブルの け い) 巧 止. 


次 ペー ジじ [降で、 み スイッチ ごとに 说 H パ します。 

なわ、 北ぶ の说 W にあたって はじ I ドの ぶ 記を 使！ リし ます。 
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ベース アドレスの 指定 


書 ま / b く ベース ア ドレス > 


後 能 ベース アドレス を おを し i す。 


解 説」 ぶ 行 可能 プログラムを メモリ 上に 口ー デ イング するとき のべー ス アドレス、 すな 

わ も 口ー ド阱 1 始の甚 点 となる アドレス を 指を します。 

ベース アドレスは 16 進な で 指を します。 


饼 / b スイッチの 化 用例を じ I ドに 巧し ます。 



LK /b 60000 0 が ectl object 2 objects 
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イン ダイレク トフ アイ ルの 指定 



害 ま / i < ファイル お > 


機 能イ ン ダイ レクト フ アイ ルを 巧を します。 


解 _JBi J リ ンク げのイ ン ダイレク トフ ァイ ルを 梢ぶ します。 

イン ダイレク トフ ァイ ルには、 リン ク がに 使用す るス イッチと オブジェ クト ファ 
イル 名を 記述し ます。 

この おぶ は、 スイッチ や オブジェクト ファイルの なが 多く、 コマンド ライン. 1 •.で 
おく なる 媒 かや I け] じ 巧ぶ を 何 1"] ら 巧 うよう な 場合に タカ 采の です。 

イン ダイレク トフ ァイ ルが おぶされ ると、 リ ン カは をの 内 巧を 壑 照して リンクを 
巧 います。 

一惟 イ ン ダイ レク トフ ァイ ルを 作ぶ; して わけば、 リン ク のたびに スイ ッチ やオブ 
ジェク トフ ァ イ ルを 巧ぶ する 必裝 がない ので、 リ ンクの 作ぶ 効率を 向 _卜 .させる こ 
とがで き ます。 

なわ、 イ ン ダイ レクト フ アイ ルの 作ぶ; は エディ タ ( ED . X ) によって 巧 います。 


例 / i スイ ツチの 化 川 例を じ [下に 承し ます。 


む とえば、 


LK /m 4000 / 1 b:tempp が h /〇 Idmdl ot) お ctl 〇 が ect2 〇 が ect3 
ob が ct4 objects 風 


と入乂 I すると ころを、 

イン ダイレク トフ アイ ル iruJirect を が 化し、 これに、 1:お の スイ ッ チと オブジ 
ェク トフ アイ ル をな がして わけば、 


LK /i indirect @) 


と 入み する だけで 巧みます。 
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シ ン ボルの 最大 個数の 指定 


書 

ま 


後 

お 


解 

が 


/m<nn> 

シンボルの 貼大 個を を 指を します。 

を藉 uf 能な シンボルの 姑 人 -個な を おを します。 
おを 可能な シンボルの 個な はじ I 下の 範 聞です。 

201 く nn くが 536 


なわ、 デフ オルトは 2000 侧 です。 


例 /m スイ ツチの 使用例を じ I 下に 巧し ます。 


LK /m 4000 〇 が ectl ot)ject:2 


ぶぶ uf 能な シンボルは が 00 f 闽 です。 

シンボル 1 個 あたりの おお 域の サイズは、 約 16 バイ ト 必要です。 
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ま 5 章 リンカ 



実 巧 可能 プログラムの ファイル 名の 指を 


書 


ま /〇< フ アイ ル 名 > 


m 能 类巧 可能 プ ログ ラムの ファイル お を 指を します。 


解 tst ] リンクが じけ', 力す る 菜 斤 可能 プログラムの ファイル 名を 指定し ます。 

おを した 夹巧口 r 能 プログラムの フ ァイ ル 名に 拡張 子が かいていれば、 をの お 張子 
となり、 拡張 子がなければ X となります。 

この スイ ッ チの おを がなければ、 巧 斤 可能 プログラムの フ ァイ ルは 1 お H のオブ 
ジュク ト ファイル おの お 張す 〇 を X じ- 巧 きがえた ものと なります。 


例 /〇 スイ ツチの 使用例を じ I 下に 示します。 


LK /〇 1 dm が obje な 1 ot > ject 2 


ぶ 巧 可能 プログラムの フ アイ ル 名は IdnKll . X となります。 
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イ ルの 出力 


マップ ファイルを 化 如します。 


•尖: け" け & プログラム 内の シンボルの オフセット 做、 セグメント タイプ、 シン ボバ 
おを フ アイ ルに 化 如 します。 

マップ ファイル ィぺ はぶむ" f 能 フ アイ ルの お张 /.を map で お きおえむ ものと む り 
ます。 


/ p スイ ツチの 化 W 例を じ I ドに パ； します 


/P sample. 


、 sample , map という ファイル おの マップ ファイルが リ Wj され ま 


ルの 内が を W ドに ぶし ます。 


ADDRESS TYPE 
00001E36 text 


00001FD0 text 
000024 A£ data 


SYMBOL NAME 
getc 


read 

cellmax 


000024 BA data temppath 
00003 C5A bss f i lei 


00004 A84 bss stack top 




TKXT セグメントの シ 


DATA セグメントの シ 


BSS セグメントの シン ボ, 


シン 术ル 

セグメント タイプ 
プロ グラ ム のた 如からの 才 
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テンポラリ ファイルの パス 指定 



お 能： 

J 



/ t < パス ノ六 > 

テンポ ラ リファイ ルが かられる パスを おぶ します。 

リン クげ じがぶ; される テンポ ラ リファイ ルが 作られる パスを 巧 お します。 
む わ テンポ ラ リファイ ルは リ ン カの' 巧: 邱 .終 J •後に t ' l が# J に 消ぶ されます。 


本 スイ ツナは、 巧 礎ぶな temp にぶぶ された デイ レクト リや カレント デイ レクト 
リに テンポラリ ファイル がかぶ; できない よみな （ファイルが 诚イ; 化に よって） おぶ 


する ことができます。 



/ t スイ ツチの 化! り 例を じ I ドに ぶします。 



テンポラリ ファイルは ドライ ブ b :、 パス お tempp が h でア ク七ス されます。 
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書 ま ] /v 

« 能 I バ ーボー ズモー ドを おを します。 

バ ーボー ズモー ドでは、 リ ン クじ閲 する が 報が 順み 晒が に 表示され ます。 
例 / V スイッチの 使 巧} なと、 裘 示される 内容を に1 ドに 巧し ます。 
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シンボル テーブルの 出力 禁止 



/x 


お 能 ぶ 巧"]* 能フ アイ ル じ シンボル テー ブル 及び ソー スコー ド デバ ツ グの ための 把张シ 

ン ボルが 報を 化かしません。 


解 説 この スイ ッ チを おぶ す ると、 オブ ジユク トフ アイ ルの の シンボル テー ブル 仗び 把 

张 シンボルが 報を ぶ 巧"]* 能フ アイ ルに け Wj し ません。 

をのた め 作ぶ したぶ 巧-" r 能フ アイ ルの サイ ズは 小さ くな り ま すが、 シンボルを 利 
H 1 した デバッグが できな く なる ので、 卜 分に デバッグした プログラムに がしての 
み、 この スイッチを おを してく ださい。 

この スイ ッ チを 巧ぶ しない 場な は、 シンボル テー ブル 及び 把张 シンボルが 報が 化 
如され、 シン ボリ ッ ク デバッグな ら びに ソース コー ド デバ ツグが" n 抬と むり ま 

す。 


例 / X スイ ッ チの 化バ J 例を じ I ドに ぶし ます。 


LK /x sample 迎 
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エラー メッセー ジ 

• — • — — » — 

1 

意 巧 

Illea が option く おぶ オプシ ヨン > 

オプション スイ ッ チが 不正です。 

Abort : file open が ror く ファイル 本ー ム > 

ファイルが オープン でき ません。 

Abort ! desUnauon iile open error 

< フ アイ ル 木 ー ム〉 

オブジェクト ファイルが 才 ープン でき ません。 

Abort ! No enough space 

イ ン ダイ レクト フ アイ ル 解が 中に メモリ が 化り な 

くな りました。 

Abort I Internal file open error 

テンポラリ ファ イ ルが 才 ープン でき ません。 

Abort : Indirect mode error 

イン グイ レクト フ ァイ ル お 去が 巧な [,,1 巧ぶ されて 
います。 

Abort : Indirect file not found 

イン グイ レクト フ アイ ルが 化つ かり 圭 せん。 

Abo け： cliskfull 

デイ スクの 巧き 領域が あ 0 ません。 

Abort : System error 

オブジェ ク トフ ァイ ルを がが 中に 不 1 にな オブジェ 
クト コードを が 化し ま した。 

Abort : 111 が al む le が ror 

オ ブジユ ク トフ ァイ ルが 不 化 です。 

Abort : map む le error 

マ ップフ ァイ ルが 作ぶ でき ま せん。 

Abort I file read error 

ファ イ ルが 说み iA めません。 

Abort : む le write error 

デイ スクじ 巧き ぶめ ません。 

Abort : not enough memory 

メモリが 化 0 ません。 

Abort : Temporary file open error 

テンポラリ フ ァイ ルが 才ー プン でき ません。 


し ki の エラーがが 牛: した 場 介は 化 巧? を 中断し ます。 
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5.5 LK エラー メ ツセー ジ ー K 


エラ ー メ ッセ ー ジ 

B ホ 

く シンポ ル 木ー ム > Duplicate de む nition 

外部ぶ ぶ シンボル がを 巧して います。 

in く ファイル 木ー ム > 


Relative addresing overflow in 

かが ァ ドレスの がけ ホ 侦がお 人が; をな えま した。 

くフ アイ ル 本ー ム > to く シン ボル 本ー ム > 


Over How error in く ファイル 木 ー ム > 

外部 壑 照を をむ •ぶ 中 で オーバーフロー しま した。 

Division by z が 〇 in くフ アイ ル 木 ー ム > 

外部 壑 照を をシぶ 中 で 0 除な しま した。 

Illegal Relocation error 

リ ロケー シヨ ンが 報が 不 ぶです。 

くシ ン ボル 本ー ム > 


Illegal が prssion in く ファイル 木ー ム > 

外が 娶照 をな シ ぶが 小ぶ です。 

Illegal control command 

オブジェクト コード ||| の コント ロー ル コマン ドの 

がかが 不 北です。 

Unde む ned symbol(s) 

ホが 娶照 シンボルが ぶぶ されて いません。 

Relative address in odd address 

リ ロケー シ ヨンすべき アド レ ス がか 巧 ア ドレスに 

なりました。 
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デバッガ 


使用 書式と 起動 方法 
デバッガの スイ ッチ 
コマン ドの 書 ま 
デバッガの コマンド 
D 巨 エラ ー メ ッセ ー ジ ー 覧 



デバッガ XD み ug が r は、 MPU 6800 0 川 シン おリ ック デバ ッ がで あり、 ソー 
ス プログラムの イ メージ で デバッグ、 其が: のには ソース プログラムの' 变 なお 
やア ドレスな どを 巧ぶ して デバッグを 巧う こ とがで き ます。 

XDebug が r の わら な槐 能は、 次の 姐 りです。 

•1 む アセンブル、 述 アセンブル 槐能 
♦ブ レー ク ポイント 揀作 

♦ メモリ 化 作 
•レ ジス タ巧か 
♦ト レー ス钱能 
•コマン ド揀か 
♦システム 巧な お 作 
♦計 持 巧 能 

♦フ アイ ル アクセス 

♦ メモリ チェック ポイント お 作 

♦ DOS コマン ドぶ 巧 



第 6 巧 デバッガ 


巧 用 書式と 起動 方 ま —— I 


起動 前に 確認す る こと 

♦デバッガが 化) りする ファイルが ディ スクし わよ びが; 邱を 巧 う パス 1 •.にあ 
り 主す 力 >? 

♦パスの 中に ファイル や I ) K が テンポ ラ リファイ ルを かぶす るのに 十分む •午: 
き 領域が あり ます 力 >? 

デバッガの 起動 方法と 書式 


コマンド ライ ンで 次の よう ながぶ で 入 します。 
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デバッガの スイ ッチには、 次 のらの が あり ます。 

/ r デバ ッ ガの入 化 如を じ ON から AUX じ 明 りかえ てから デバッガ をぶ 
け します。 

コン ソール との 人 MWj をけ う プログラムを デバッグす るょ おな、 デバ ッボの お 
パ; •と デバッグ 中の プログラム のぶ パ; •がを なって しま い 非; おに 姑に く くなる こ 
とが あり ます。 

圭 む 、 ネ をに グラフ イ ッ クやス プライ トを化 W する プログラムでは、 テキスト 
I が II がを ぶバ； しないよう にぶぶ される こと が あるので、 をのと き デバッガの お 
ボ はまった く コン ソー ルに おれません。 

このように、 デバッガの 入 ||| Wj 装; 巧が コン ソー ルでは がかが 忠 いとき、 補助 
入 化乃 （ AUX ) を コン ソール （じ ON ) の 化 わりと する ことができます。 

この スイ ッナを がり! する 場な、 KS -232 C イ ンター フエー スを 通じて 伯! の 端 
木に お 絞す る必 おが あり ます。 

また、 X が 000 とを れ に巧統 する 端ぶ の I ! りで わ 送 速 おや 姐ん ミホ 版を 1"-] じに し 
なければ なり よせん。 

X (3800() と 端 木の リリで il :. 巧に 姐 U がけえ るが 態で、 X 68000 の コン ソー ルよ 
り / r スイ ッチを f ホけ て デバ ッボ をぶ けす ると、 端ぶ に デバッガの プロ ンプ 
卜 がぶ パ； さむ、 コマン ドが 入 刀り f 能に なり ます。 

じ I 後、 テ'’ バッ ダからの 化如 データは すべて 端ぶ にがして, •じ 如され、 また、 端 
木 かじ J 人 Al した コマンドし か デバ ッ ボ は' 夏 けがけ ま せん。 

デバッガを 終 f する 力‘、 デバ ッボ .1 •.で V コマンドを •尖け すると、 入 化 知 お 
ぶが コン ソー ルに お ります。 

/c く メモリ サイ グ> OS コマン ド •尖 けげ のた めの 巧き メモリ の サイ ズを 
おぶ する 

デバッガの！ コマン ドに より OS の コマン ドを ぶ； すする ためにが iW する メモ 
リサイズ、 を キロバイト が 化で おぶ します。 

巧がす る l :/ cl 28 が衍ぶさ れた こ と にな ゥ 、 じ 8 キロ バイ ト 々 f 確 化され ま 
す。 
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ン ドの 書式 


デバ ッ ボの コマン ドの ,1! ぶは 次の 诚り です。 

く コマン ド お> く パラ メータ > 

く コマンド/ベ > は、 次 ぺージ にお 贼 されて いる 1 义 •ド、 または 2 文ぶ の ァル 
ファべ ッ ト による コマンド おです。 

く パラメー タ〉 は、 コマンドが 化け j する侦 、 アドレスを ぶすな 値、 シン ボ 
ル、 ぶな どです。 

く コマンド ゾべ > やく パラメー タ > じ 化り J できる シンボルの 一 おを 次に ぶし ま 
す。 

巧» 子 

r 加な 

- が巧 

* ぉ巧 

/ 除な 
& 論 巧 W 

I I 冷 巧が 

! I 苗 巧? 巧ぶ 

A 排他の 論 巧 か 

% 利 糸 

数 

16 逃 な 飢 をを のま ま 人 します。 

10 遂 な 値の 光如に ¥ を おぶ します。 

2 進 を 俯の 光朗に _ を おぶ します。 

シンボル （システム ぶな、 レジスタ など） 

シンボルの 化 姐に. を おぶ します。 

サイズ 

S バイト 

W ワード 

し ロング ワード 
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デバッガの コマン ドには 次の ものが あ ります。 


コマンド 

一 — — • 

機 負 良 

1 A [< address >] 

♦ ■ » j 

, ア セン ブル i 

AN [く address >] 

ア セン ブル （二ー モッ ク ぶ/ J ; なし） 

B 

ブ レー クポ イン ト のぶ, J ;- 

B 〔く bp 〉 ] く adciress > [ < 
count > ] 

ブレーク ポ イン ト のぶぶ 

, I ! C < bp > 

ブ レー クポ イン トの 削除 

BI ) く l ) p > 

ブ レー クポ イン トの無 幼 化 

I 化く b ぃ 

ブ レー クポ イン ト のが 础化 

BK 

ブ レー ク カウン トの か朗化 

C < が rinK > 

コマンド ライ ン のぶぶ 

I ) [く size 〉〕 〔く range 〉] 

メモリ 内み の ダンプ 

F 〔< si ； ie >] < raii ^ e > < 
data > 

フイ ル メモリ 1 

j 

1 

G [=< address >] [ < 

• address >] 

デ バッグ 1 1 1 の プログラム のぶり- 

II 

オン ライ ン ヘルプ メ ッ 七ージ 

u じ 

ト レー ス Ifti 肺の ‘ i 円ぶ 

,111 

トレー ス W 倘 のぶ パ； 

L [く range 〉] 

アセンブリ リスト おぶ 

•\IK [< size >] [< address > ] 
[< ciala >] i 

メモリ 内み の 編 化 

MEN [く si が > ] [く address > ] , 

メモリ 1 ム恪の おお （ぶ パ; •なし） 

1 

MM く ran が > く acldre が > 

メモリ のみの が 動 

MS [ < size > ] < ran ^>< 
data > 

メモリ 內 がの 検お 

N 

メモリ チェック ポイント の おみ 

N [ < size > ] [ < cp > ] [ < 
adciress > ] 〔く cd >] [< 
data >] 

メモリ チェック ポ イン ト のぶぶ 

•\’C [く c い] j 

メモリ チェック ポ イン トの消 よ 
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6.4 デバッガの コマンド 


コマンド 


ND [<cp>] 

NE [<cp>] 

0 

P 

PS 

PS くが mbol> 

Q 

R くむ lename> しく address〉] 

R @ < address > <drive〉 < 
record > く count > 

S [ く count〉] 

T [ = く address〉] [く 
count〉] 

U [=<address>] [< 
count〉] 

V 

W く fn 州 ame>, く range 〉 

W @ < address > <drive〉 < 
record > く count 〉 

X 

XCre い 

Y/N 

Z 

Z<num> = <exp> 

?<exp> 

??<exp> 

■¥ 

> filename 

> > filename 

> ©filename 
くむ lename 

! [ く os— command〉] 


m 能 

メモリ チェック ポイント の無劝 
メモリ チェック ポイント のが 幼 
1 叫が おぶ 帖 のがが 

システム ステー タ スのお 小 
シ ン ボル テー ブ ルの ぶ ホ 
シンボルの 検 おお 
デバッガの 終 （ 

フ アイ ルの 説み 込み 
デ イス クの物 巧. リード 

ステップぶ 巧 
ト レー スぶ巧 

ぶぶな し トレース 

コン ソー ルの が り 巧え 
フ アイ ルの がきと み 
デイ スクの 物 巧 ライト 

レジスタ 内が の获巧 
レジスタ のがの がが 
ポース’‘ 

シス テ ム '隻; むの 衣 示 
システム 变 なのぶ を 
16 進 お 水 
10 進ぶ ホ 

コマンド ライン の嫉 り 返し 

出九リ ダイレクト 

i 4 Wj リ ダイレクト （アペンド） 

入 如 コマン ドを フ アイ ル じがが 

入如リ ダイレクト 

OS コマンドの 菜 巧 
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A [< アド レ ス>〕 
AN 〔< アドレス >] 


機 能 



MPU 68000 二ーモニックの 1 け アセンブル 

MPU が 000 の 二ー モニ ックを アセンブル して メモリ にぶぶ します。 

くア ドレス〉 は アセンブル I が抗ア ドレスを がぶ し ます。 

. P じ のように レジスタ ？"|を巧ぶす ると その レジス タの 内な が 採バ! されます。 

む わ、 他の コマンド でら、 レジスタ おによ る アドレスの 析 ぶは" J ■能です。 

まむ、 シンボル おで アドレスを おぶ する 場な、 ピリオド （.） の 後に シンボル お 
をす ちぶして く ださい。 


デバッガの コマン ド 巧 もに おる ときは ピリオド （ . ） を 入ん して リ ターン キ—迎 
を 押してく た^さし、。 


AN コマン ドの 慷 化は 1-.;!ピ A コマンドと レリが です が、 A コマン ドでは、 をのと 
き メモリ に 格納され て いる コー ドの 二ー モニツ クがお パ； される のにが し、 AN •コ 
マン ドでは を むが お/ J ; され ま せん。 

また、 リ ターン キー迎 のみで デバッガの コマン ドけ もに おり ます。 


例 


-A 四 

- A お JA0 画 
- ん PC 迎 
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第 6 章 デバッガ 


シわ DOS コール ニー モニックと FK フアン クシ ヨン コー ルの 二ー モニック とし 
て じ [ドの ものが HJ なされて わり、 通常の ニー モニッ クと lii け莱 にお 記が できます。 
詳細は 別酣の プログラマー ズ マニュアル をを 照して く ださい。 

♦ DOS コール ニー モニック 


-EXIT 

— GKTCUAR 

J，UTCHAK 

-COMINI》 

_COMOUT 

J)KNOUT 

—INTOUT 

JNKEY 

— GKTC 

J)KINT 

_GETS 

_KKYSNS 

_KF し USII 

_FF し USH 

—じ H(;DKV 

_CHDKV 

~OKVCTR し 

-CONSNS 

PKNSNS 

_ じ INSNS 

-COUTSNS 

_FATaiK 

-CURDRV 

— GETSS 

_FG に r じ 

^FGETS 

_FPUT じ 

_FPUTS 

_A しし じし OSE 

_SUPKR 

_FNCKEY 

_KNJC：TK し 

_ じ ONCTK し 

_KKY じ TK し 

— INTVCS 

_PSPSET 

_(；ETTIM2 

_SETTIM2 

_NAMESTS 

_GETDATE 

_S の' DATE 

_( ぶ TTIMK 

_SETTIME 

_\'KKIP、Y 

— DUPO 

_VERNUM 

_KEEPPR 

-GETDPB 

_BREAKCK 

_DK\’X じ IIG 

JNTVCG 

_DSKFRE 

_NAiMECK 

JVIKDIK 

_RMDIR 

_CMDIR 

— CREAT 

-OPEN 

-CLOSE 

_READ 

JVKITK 

^DELETE 

_S ピピ K 

_CHMOD 

JOCTRL 

JXJP 

_DUP2 

— CURDIK 

_M ALLOC 

JVIFREE 

_SETI;LOCK 

>EX 巨 C 

— EXIT2 

_WAIT 

_FI し 巨 S 

し ES 

-SETPDB 

— GETPDK 

_S 巨 TENV 

— GETENV 

_V 巨 民 IFYG 

-COMMON 

_RENAME 

_のし 巨 DATE 

_MALLOC2 

_MAKETMP 

_NEWFILE 

_ し 0 じ K 

-ASSIGN 

_S_MALLOC 

_S_MFKEE 

_S_PKOCESS 

_EXITVC 

-CTKLVC 

_ERRJVC 

_DISKRED 

— DISKWRT 

_INDOSF し G 

_SUI)EK_JSR 

_BUS— ERK 

_OPEN_PR 

_KILL_PR 

_GET_PR 

_SUSI ) 巨 NDJ)K 

S し EEP P 民 

SEND PR 

TIME PR 

CHANGE PR 
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♦ FE ファンク シヨ ンコー ルの 二ー モニック 


_LMUL _ 

JJDIV 

_ _LMOD 

_ _UMUL 

JJDIV _ 

_UMOD 

_ JMUL 

_ JDIV 

-RANDOM に E_ 

_SRAND 

_ _ 民 AND 

_ _STOL 

— LTOS 一 

_STOH 

— _HTOS 

— — STOO 

_OTOS _ 

STOB 

- _BTOS 

_ — lUSING 

— LTOD _ 

_DTOL 

_ _LTOF 

_ _FTOL 

_FTOI) _ 

_DTOF 

_ _VAL 

—USING 

— STOD _ 

_DTOS 

_ _ECVT 

_ _FCVT 

_GCVT _ 

J)TST 

— _DCMP 

— ~DNEG 

DADD _ 

_DSUB 

— _DMUL 

— — DDIV 

_DMOD _ 

_DABS 

__D じ El し 

- _D の X 

_DFLOOR _ 

_DFRAC 

_ _DSGN 

—SIN 

-COS — 

—TAN 

_ _ATAN 

— —LOG 

_EXP _ 

-SQR 

PI 

NPI 

_POWER _ 

_RND 

_ -DFKEXP 

— DLDEXP 

_DADDONE _ 

J)SUBON 巨 

_ _DDIVTWO 

— _DI 巨 ECNV 

JEEDCNV _ 

_FVAL 

_ ^FUSING 

_ _STOF 

_FTOS _ 

_FECVT 

一 ~FFCVT 

_ _FGCVT 

_FTST _ 

_FGMP 

— _FNEG 

_ _FADD 

-FSUB _ 

— FMUL 

— — FDIV 

— ~FMOD 

JFABS _ 

-FGEIL 

_ _FFIX 

_ _FFLOOR 

_FFRAC _ 

_FSGN 

_ — FSIN 

_ _FCOS 

— FTAN _ 

_FATAN 

— —FLOG 

— _FEXP 

— FSQ 民 — 

_FPI 

—FNPI 

_ _FPOWER 

_FRND ~ 

_FF 民 EXP 

_ _FLDEXP 

— _F ADDON 巨 

~FSUBONE _ 

_FDIVTWO 

一 FI 巨 ECNV 

— JEEFCNV 

_C し MU し _ 

-CLDIV 

_ -CLMOD 

_ -CUMUL 

-CUDIV _ 

-CUMOD 

_ -CLTOD 

— — CDTOL 

-CLTOF _ 

— CFTOL 

— _CFTOD 

_ — CDTOF 

-CDCMP _ 

-CDADD 

_ _CDSU 艮 

_ -CDMUL 

-CDDIV _ 

-CDMOD 

— — CFCMP 

— -CFADD 

-CFSUB _ 

-CFMUL 

_ _CFDIV 

_ -CFMOD 

-CDTST _ 

-CFTST 

_ -CDINC 

CFINC 

CODEC 

CFDEC 

FEVARG 

FEVECS 


110 





第 6 章 デバッガ 




フ レー クポ イン ト のぶが 

B (S が Breakpoi が） コマンドで 作ぶ したを ブ レー ク ポイント のが 化の が 報を 获 
ホ します。 


このと き ぶぶ される 巧 報は じ I ドの 姐り でず。 


①ブ レー クポ イン トが号 
③お 幼/お 幼の 刖 

③ ブ レー クポイ ントの アドレス 

④ ブ レー ク ポイント の 姐 過 [リ1 お 

⑤ ["1 なのぶ 志が. 


ブ レー ク ポイント がぶ ぶ されて いないと "no break が》 inter" と おぶ されます。 
例 IB コマン ドの 化) iJ 例を じ I ドに パ； し ます。 
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B [くブ レー ク ポイント お‘，; •>] [く アドレス >] [く |,|| な >] 

お 能] ブ レー ク ポイント のぶぶ 

解 KI B (Set Breakpoint ) コマンドは、 入 乃され た アドレスに ブ レー ク ポイントを 鼓 

ぶします。 

プログラム 乂巧 時に ブ レー ク ポイントに 违 すると、 プログラムは がんし、 レジス 
夕と フラグの み!々:. 飢 がすべ てぶ ぶ さむます。 

この ブ レー クポイ ント は、 G コマン ドで か 化する ブ レー ク ポイント と ぶって、 
Clear Breakpoint コマンドを 化 HJ しなぃ かぎり、 刖 除され ません。 

く ブレーク ポイント 眾 VJ -> には 設ぶ する ブレーク ポ イン トのホち^^を巧ぶし ます。 
ブ レー ク ポイントは 1 (M 的まで ぶぶ でき、 ブ レー ク ポイント が VJ •は 〇〜 9 です。 

’I ぐと ブ レー ク ポイント ホ •'少 の I! りに •午: いを 人れ てはぃけ ません。 

巧が すると、 み! か. 化 Ml されて ぃなぃ ブ レー ク ポイント 眾 I'; •の 中で 扣{> 小さ ぃもな の 
が’ •を 削り' レ I てます。 

く アドレス > は、 が劝 ななな の アドレス （すむ む も 命令 コー ドの 把 かの バイ ト） で 
す。 

钉むア ドレスは おぶ でき ません。 

く 1り1 む > は、 その ブレーク ポイント をぶ ぶした アドレスを 何 1"1 姐 過 （ぶな） され 
むらが || •.する々‘、 をの 1り1 むを おぶ します。 

巧 化する t 1 とむ ります。 


例 K コマン ドの 化 Hj 例を W ドに ぶし ます。 



I 
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Clear Breakpoint 


7 レ ー クポ イン トホ V 〉 [くブ レ ー クポ イン ト飛 V > くブレ ー クポ イン 



クポ イン トの 削除 



マンドは、 ブ レー ク ポイントを 刖除 します。 

—クポ イン トあ |，>> じは 削除す るブ レー ク ポイント ホ を 4 ちぶし ます。 

ク ポイント お V は、 おな 個が ぶす る こ とがで きます。 

アスタリスク （*) を 巧ぶ すると、 をブ レー ク ポイントが 刖 除され ます。 



マン ドの 化け J 例を W ドに 小し ます 


• B 压 

0 e 000654 AO(OOOO ； O0O5) 

1 d 0006600 0(0OOA ； 0007 ) 

2 e 00070000 (0O0O;OOO1 ) 


クポ イン ト のぶ 小 


ー クポイ 
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Disable Breakpoint 


書 ま BD くブ レー ク ポイント 恭 号〉 〔くブ レー ク ポイント ホ 号 > くブ レー ク ポイント 

ホ 皆 > …… ] 


樣 能 ブレーク ポイント の 一が のな 無 幼 化 


解 説 1 BD コマンドは、 ブ レー ク ポイントを 一が 的に 無 幼と します。 このと き、 ブレー 

ク ポイントは 削除され る わけでは ない ので 、 Enable Breakpoint コマンド じより 
いつでも 有 幼に でき ます。 

くブ レー ク ポイント ホ 巧 > じは 無 タカと する ブ レー ク ポイント あ 号を 巧ぶ します。 
ブ レー クポ イン トホ 号は、 おな 個お定 する こと がで き ます。 

また、 アスタリスク （*) を おぶ すると、 をブ レー クポ イン ト が 無 幼 となり ま 
す。 


例 

BD コマンドの 化 W 例を じ 1 ドに みします。 

•B 边 

クレー クポ イン トの ムイく 

0 e 000654 AO (0000 ； 0005) 

1 e 00066000 (000A ； O007) 

2 e 00070000 (O0O0 ； O0O1 ) 

- ■ 




-BD 拿な 


ブ レー ク ポイント をす ベて 無 幼と する 



-巨边 ブ レー ク ポイント のぶぶ 

0 d 000654 AO(0eO0 ； 0O05) 

1 d 00066000 ( O0OA ； 0007 ) 

2 d 00070000 (000O;00O1 ) 
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Enable Breakpoint 


さ ^ BE くブ レー ク ポイントを‘,;. > [くブ レー ク ポイント 恭 くブ レー ク ポイント 

很 •む …… ] 



ブ レー クポ イン ト のが 幼 化 

BK コマンドは、 KD コマンド じより 一げ のに 無 幼 となった ブ レー ク ポイントを 
が 幼に します。 

くブ レー クポ イン トが |,少> にはが 幼}: する ブ レー クポ イン トあ I バ •を おぶ し ます。 
ブ レー クポ イン トが は、 设 巧 個析 ぶす る こ とがで きます。 

まむ、 アスタリスク （*) を おぶ るすと、 をブ レー ク ポイント がが 効 となり ま 


す。 


例 I 化 コマン ドの 化 川 例を rji ドに パ; •し ます。 


f 

1 

n rr 

« >» A i • 1 /.\ !•. 

•u lA 

C e 000654 AO ( OO 00; 000 5) 

1 e 0006600 0(0 OOA ；0007 ) 

2 d 00070000 (0000; 000 1 ) 

/レ グで 1 / h レ y か 小 

i 

♦ 

. OP クロ r 

I 

つ, ■ 一山/* . 1 •、 /;、/•• ••ん /レ 

• DC ム化 

/レ グ ； r i ✓ h 之 レバ 1 ぶ パ じ 

1 

1 


B 曲 —— 


0 e 000654 AO ( 0000 ； 0005 ) 

1 e 00066000 (0 O 0 A ； 0007) 

2 e 00070000 (0000; O 001 ) 

■ フレークでの/ h レ^ か 小 
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第 6 章 デバッガ 


Break count Reset 


書 ま BR 


機 能 を ブレーク ポ イン トの姐 過 I 口 1 を クリア 


解 _ 脱 J BK コマンドを 英巧 すると、 をれ までに 姐 過した をブ レー ク ポイントの 姐 過间な 

を クリアし ます。 


例 BR コマン ドの 使用例を じ I ドに 示します。 



n nr 

• A 一 / * 

卜のお '，三 

u 姐 

0 e 000654 A 0(0 OO 0;0005) 

1 e 0006600 0(0 e 0 A ; 0007 ) 

2 e 000700 0 C (00 OO ;0001 ) 

- ■ 

/レ / で 1 ン 

i 

nn nr 

一*， *• 1 な/ 

ン トの油 巧 1"1 巧 クリア 

DA WLl 

フレ クボ 1 , 

i 

. n rr 

， Pw ^ i « 

‘ 卜 のぶ 小 

0 e 000654 A 0( 0000 ； 0005 ) 

1 e 00066000 (0000; 0007 ) 

2 e 00070000 (0000;0 O 01 ) 

/レ 7 •で 1 ✓ 


117 








Command line set 


ま i c 〔く 义ぶ列 >] 

— — j 


お 肖 g デバ ッ ク 中の プロ グラ ムの コマンド ライ ン にく 义夕列 > を セツ ト します。 


m 説 I デバッグ がみと なる プログラム じリ .える パラメー タ にく 文ぶ 列 > を セットし ま 

す。 


例 G コマン ドの 化 H ] 例を じ I ドに づミ します。 


-C ABCDKF 迎 


118 






第 6 章 デバッガ 


Dump memory 


書 ま！ I ) 〔く サイ ザ >] 〔く レンジ >] 

戀一 


機 能 メモリ 内が の ダンプ 


解 税 J メモリ 内が を 16 辿と、 ASCII コードで ダンプし ます。 

く サイ グ> は 16 巡の ダンプ 巧 t 位を おぶ します （S = バイト、 W = ワー ド、 L = ロン 
グヮー ド)。 

がぶ しない 媒 なには 、 W (ヮー ド） となります。 

く レン ジ> は ダンプの 閒始ア ドレスと 終 f アドレス を おぶ します。 

主た、 が 1 始 アドレスと L 於 さとい うおを？ > できます。 

例 DS . r ) 000 0 L 100 


例 D コマン ドの 化 H ] 例と ダンプの フォーマット を じ I ド じぶ します。 


(7 ドレスが 0000 〜 S 500 FF を バイト が 化で ダンプ) 


- DS 50000 500FF な 

00050000 C3 FC 00 1A D2 BC 00 04 37 A4 22 い 12 29 00 0D 
00050010 48 81 B0 41 67 00 00 8E 52 6E FF F4 30 6E FF FE 
00050020 22 1C 00 04 C4 72 10 30 98 00 48 80 3D 40 FF F6 
00050030 70 01 22 7C 00 04 C4 72 34 6E FF FE D3 CA 12 11 
00050040 48 81 C3 FC 00 1A D2 BC 00 04 37 A4 22 41 32 29 
00050050 00 06 E3 A0 32 2E FF F6 C3 FC 00 1A D2 BC 00 04 
00050060 37 A4 22 41 23 40 00 02 70 01 22 7C 00 04 C4 72 
00050070 34 6E FF FE D3 CA 12 11 48 81 C3 FC 00 1A D2 BC 
00050080 00 04 37 A4 22 41 32 29 00 08 E3 60 32 2E FF F6 
00050090 C3 FC 00 1A D2 BC 00 04 37 A4 22 41 33 40 00 08 
000500 A0 60 00 00 CA 30 6E FF FE 22 7C 00 04 C4 72 1C 30 
000500 B0 98 00 48 80 C1 FC 00 1A 20 40 22 7C 00 04 37 A4 
000500 C0 3E B0 98 0A 4E B9 00 03 39 46 20 40 30 28 00 0A 
00050 OD0 30 6E FF FE 22 7C 00 04 C4 72 10 30 98 00 48 80 
000500 E0 C1 FC 00 1A 20 40 22 7C 00 04 37 A4 3E B0 98 0A 
000500 F0 4£ 白 9 00 03 39 46 22 40 53 69 00 0A 70 01 22 7C 


ここには 
アスキー 
义夕 がぶ 
示され ま 


(アド レ スが 0000 〜が 00 FF をワー ドが 化で ダンプ) 


1 

-DW 60000 

600FF 边 








00060000 

C3FC 

001A 

D2BC 

0004 

37A4 

2241 

1229 

0O0D 



00060010 

4881 

B041 

6700 

008E 

526E 

FFF4 

306E 

FFFE 



00060020 

227C 

0004 

C472 

1030 

9800 

4880 

3D40 

FFF6 



00060030 

7001 

227C 

0004 

C472 

346E 

FFFE 

D3CA 

1211 



1 00060040 

4881 

C3FC 

00 lA 

D2BC 

0004 

37A4 

224 1 

3229 



00060050 

0006 

E3A0 

322E 

FFF6 

C3FC 

001A 

D2BC 

0004 

ここには 


00060060 

37A4 

2241 

2340 

0002 

7001 

227C 

0004 

C472 

アスキー 


0006007 0 

346E 

FFFE 

D3CA 

1211 

4881 

C3FC 

001A 

D2BC 

ケ •ン w お 


: 00060080 

0004 

37A4 

2241 

3229 

0008 

E36C 

322E 

FFF6 

乂 r でか 


00060090 

C3FC 

001A 

D2BC 

0004 

37A4 

224 1 

3340 

0008 

ぶされ よ 


000600 A0 

6000 

00CA 

306E 

FFFE 

227C 

0004 

C472 

1030 

卞 A 


000600 B0 

9800 

4880 

CIFC 

O01A 

2040 

227C 

0004 

37A4 



1 00060000 

3EB0 

9d0A 

4EB9 

0003 

3946 

2040 

3028 

OO0A 



000600 DO 

306E 

FFFE 

227C 

0004 

C472 

1030 

9800 

4880 



1 000600 E0 

C1FC 

001A 

2040 

227C 

0004 

37A4 

3EB0 

980A 



000600 F0 

1 

4EB9 

0003 

3946 

2240 

5369 

O00A 

7001 

227C 
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(ア ドレスが 0000 〜が OOFF を ロング ワー ドが 化で ダンプ) 


-DL 60000 

600FF 远 





00060000 

C3FC001A 

D2BC0004 

37A 42241 

1229000 D 


00060010 

4881B041 

6700008 E 

526EFFF4 

306EFFFE 


00060020 

227C0004 

C 4721030 

98004880 

3D40FFF6 


00060030 

7001227 C 

O004C472 

346EFFFE 

D3CA1211 


00060040 

4881C3FC 

001AD2BC 

000437 A4 

22413229 

ここ じは 

00060050 

O006E3AO 

322EFFF6 

C3FCO01A 

D2BC00O4 

00060060 

37A 42241 

23400002 

7001227 C 

0OO4C472 

ア スキー 

00060070 

346EFFFE 

D3CA1211 

4881C3FC 

0C1AD2BC 

文ィ がわ 

00060080 

000437 A4 

22413229 

O0O8E36O 

322EFFF6 

00060090 

C3FCC01A 

D2BC0O04 

37A 42241 

33400008 

おされよ 

000600 A0 

600000 CA 

306EFFFE 

227C0004 

C 4721030 

す。 

000600 B0 

98004880 

C1FC001A 

2040227 C 

000437 A4 


000600 C0 

3EB098OA 

4EB 90003 

39462040 

3028000 A 


00060 OD0 

306EFFFE 

227C0004 

C 4721030 

98004880 


000600 E0 

C1FC001A 

2040227 C 

000437 A4 

3 巨 B0980A 


000600 F0 

4EB 90003 

39462240 

5369000 A 

7001227 C 



なわ、 く レンジ > を 巧 略した 場合には、 前 叫の D コマンドで ぶぶ された 相 後の 
データの 次の ア ドレスの デー タ から 128 バイ ト かぶ 示されます。 

たと え ば」-. 記の D コマン ド类巧 後に く レンジ〉 の おを な しで D コマン ドを 起動 
すると、 ア ドレス $60100 からが 017 F の メモリ の 巧を が裘 示されます。 


-D 迅 


00060100 

0004 

C472 

346E 

FFFE 

D3CA 

1211 

4881 

C3FC 


00060110 

001A 

D2BC 

0004 

37A4 

2241 

3229 

0006 

E3A0 

ここには 

00060120 

322E 

FFF6 

C3FC 

O01A 

D2BC 

0004 

37A4 

2241 

ア スキー 

00060130 

81A9 

0002 

7001 

227C 

0004 

C472 

346E 

FFFE 

00060140 

D3CA 

1211 

4881 

C3FC 

001A 

D2BC 

0004 

37A4 

义 7 : が 衣 

00060150 

2241 

3229 

0008 

E360 

322E 

FFF6 

C3FC 

001A 

ボ され ま 

00060160 

D2BC 

0004 

37A4 

2241 

8169 

0008 

526E 

FFFE 

す。 

00060170 

302E 

FFFE 

B079 

0003 

E14C 

6D00 

FDE8 

302E 
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第 6 章 デバッガ 


Fill memory 


書 ま F [く サイズ’〉] く レンジ > く デー タ> 


巧 能 く レン ジ> のの メモリ をく デー タ > で滿た します 


解 化! F コマンドは、 おおされ たく レンジ > ののア ドレスの メモリ をく デー タ> の 値で 

ぶ i た しまず。 

く サイ グ> じは デー タの 梢を がれ-だ ニ バイト、 W ニヮー ド、 L = ロング ヮー ド） 
をが r ぶします。 

く サイ グ〉 の 梢ぶ を 巧が する と W となり ます。 


例 」 F コマンドの 化け i 例を じ I ドに 巧し ます。 

(メモリ 内が を ダンプ） 


- DS 60000 60O4F 边 

00060000 0C 00 00 0C 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0006001 0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0006002 0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0006003 0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
0006004 0 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 


I 


-FS 60000 6002F FF 边 


I 

(メモリ I 勺容を ダンプ) 


F 〇 〇 
F 〇 〇 

F 0 〇 
F 0 0 


F F 
F F 

F F 
F F 

F F F 〇 0 
F F F 0 C 

F F F 0 〇 
F F F 0 〇 

F F F 0 〇 
F F F 0 〇 

F F F 〇 0 
F F F 〇 0 

F F F 〇 0 
F F F 〇 0 

F F F 0 〇 
F F F 0 0 

F F F 0 0 
F F F 〇 0 

F F F 0 0 
F F F 0 〇 

F F F 〇 〇 
F F F 〇 0 

F F F 0 0 
F F F 〇 0 

F F F 0 0 
F F F 0 0 

F F F 〇 0 
可 F F F 0 0 

F F F F 〇 〇 
4 F F 


〇 


OFF 
6 F F 


F 0 〇 

F 〇 〇 
F 〇 〇 


〇 

0 0 12 3 4 
0 0 0 0 0 0 
6 0 0 0 0 0 
6 6 6 6 6 
s 0 0 0 o 0 
p o 0 0 0 0 
- 0 0 0 0 0 
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が 能 


解 化！ 

， J 


G L = く 間が; ア ドレス >〕 〔く ブ レー ク ポイントの アドレス >] 

デバ、、 J グ ||， の プロ グラ ム のぶけ 

G コマン ドは、 明か デバッグ 中 の プログラムを •夫: むし ます。 

く刚始 アドレス > を おぶ した 場な は、 おぶ しむ 刚 始 アドレスから、 I 削が ，’アドレス 
を 巧 化した 邸な は プログラム カウンタの おか 侦が ポすア ドレス かじ/火: けが I 制始さ 


むます。 


ぶけは、 プログラムが 粹 r する まで、 またはく ブ レー ク ポイントの アドレス > で 
巧ぶ した ブ レー クポ イン ト でがん する まで 統き ます。 

む わ、 ブ レー ク ポイントは B コマン ドの 化に、 。コマン ドで おぶ す る ことが 
できます。 


また、 。コマンドで おぶ した ブ レー ク ポイント はおぶ 時の みが 劾で あり、 I けがげ 
ir •させむ ぃ喊 かには 次の G コマン ドで || り隻 おぶ する 必 巧が あります。 

プロ グラムの ぶけ 中に ブ レー クポ イン ト に; 至す ると、 レジスタと フラ グの おか 
W しわよ び 次に' 火: けす る 命令が ぶ さむます。 

おぶ おぶ は、 X コマンドの 場な と W じです。 


例 


。コマン ドの 化) リ 例を じ1 ドに ボ します 



アド レ スが 443 じ にブ レー ク ポイント を設 ぶし た 後、 アド レ ス S 5432 A より プロ 
グラムを ぶ 巧し ます。 
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广 Hel 

害 ま H 

後 能 1 デバッガ コマン ドの ぶぶ 

解 が 1 II コマン ドは、 デバッガ コマン ドの リスト を矣 示し ます。 

例 I U コマン ドの 化 H 1 例を U ドに ぶします 


ヒヒヒ 

& m 

で 示を おのの 期 

K ま 巧 W 無な 巧を ラツ 示い ンン ンンン 
ク のの のの のの 巧 ブ グメま 示を け イイ イイ イ 
トト トト トトの ン ロ プ巧ホ ト藥第 ポポポ ポポ更 
T ンン ンンン ンンダ プルの の ス賴編 巧 横 ククク ククタ 
U イイ イイ イ ウイの リ のへ KK リ のの のの ツツツ ツツの 
ルル ボボ ボボ ポカラを モ中ン 1818 リ 容を容 巧エエ ユエ エ權 
ブブク ククク ククド 巧 メグ イス スブ内 巧 內內チ チ チ チ チ 示 
ンン- _____ ンリ ルツ ラ-- ンリ リリ リリ リリ リリを g 
セ セレ レレ レレ レ マ モイ バン レレ セ モモ モモ モモ モモ モ面 5 
ア アブ ブブ ブブブ コ メ フデ オト トアメ メメ メメ メメ メメ 


巧 

まジ 
の _ 
ムセ 


示を 去な 巧 
巧む 消 無 巧 
のの のの の 


示 

巧 示 

の* ド 
スの示 み I 
タル* 么リ 
ーブ巧 了み 理 


丈卜 
巧み イ 示* 
スり込 ラ 巧 巧 
一切き 理 のの 


示を 
ま •巧 
のの 

巧 数 


操 

の卜 
ンク 
V レ 


テ _ M が M 巧 巧 行 レの 書 巧を 容 巧數 イレ 
ステの のの の卖実 トルの の 巧 巧 変* 示 示 ライ 
ム ルル ガル クプス し _ ルク タタ ムム 表る ド ダ 
テ ボボ ツイ ス ツーな ソ イス ス スズ テテ 進 道ンリ 
スン ンバ アイ テ レ示ン アイ ジジ _ スス 6 〇 マ カ 
シシ シデ フデ スト 巧 コ フデ レレ ポシシ 11 コ 出 


S 

S 

U e 

Is r 
s s d 
s e d 
e r a 


r d 

d i ) p p p 
置 d a pb b b 
艮 a I b 


s 

s 

e 

a r 
t d 
ad 

J d な 

dj 

g e 
n gj 
a n s 
r <0 s 
な I r e 

n u u r 
i © 0 d 
r z 之 d 
t i i ft 
s s s -I 


J Gj s 
) s t e 
s 3 3 a r 
s e s d d 
ere d 
r d r e a 
d d d g 
d a d n J 
a [ A & p 
mj r c 

G G f% 

6 e z g e ) 

g 之 i n 之 e 

nisai 之 ppp 

a s ( r s iccc 

r I N ( s 


y > 
b 9 < 9 

< - I ク - 

s 0 0 0 


) y 
n ( 
0 


^ h SSSI7 n(N ( s 公い！ f cllll f r N ne 
I ベ ICD£R ( ( ( CIIEEMS ICDE ipdpi s s ® ( [ [ d / つ . 
aabbbbbbcdfghhh し MMMMNNNNNO sb c c _ PPPQRRSTUVWWXXY 之 z??¥ 


d e 
n r 
0 0 
c M 


0 

1 c 
s e 
Sr 
e 

re 

d V 
d i 
a r 

•d 

e s 
m 8 
a e 


t t 
n n 
u u 
o 0 
c c 

s s 
s s 
e e 


b n r t r r 
m e d n d d 
y 1 d u d d 
s i a 0 a a 

f c II II 


e e 

g V 

n i 
a r 
r d 
• 

e s 
ms 
a e 
nr 
e d 


Id s 
•la e 


II p e 

m p X 1 
u X e i 
n e f 
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>> filename 
>9 f i lename 
< f ilename 
! ( os_comm8tnd 】 
symbol シ ン ボル 名の ホ 西に 

drive 
reg 

oper&tors 
number 


: 化 カリ ダイレクト （アペンド） 

: 入カ コマン ドを ファイル じな 巧 
:乂 カリ ダイレクト 
: 0S コ マン ドの 実 巧 
( period ) 


0 : current ，ぃ，， 

d0-d7 a0- a7 ssp usp sr ccr pc 

+ - * / & (&nd) I (or) ミ （ not) % ( residue ) へ ( exor ) 
?? け ex ，》 ，？？（ 8ymbol) ¥??(dec ，》 _??(bin ，） 




害 ま HC 


機 能 ト レース 怕賦の 消去 


解 が トレースげ おを 消 まします。 


の HC コマンドの 使 W 例を じ I 下に 示 •します。 


-HI 迅 

Trace history from older 
00000000 
000654 A0 
000654 A6 
000654 AE 
00065406 
0006540 C 
00065412 
00065418 

- HC 画 
•HI 迎 

Trace history f rom older 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 
00000000 








History か ac 


書 ま I 川 


トレ ー ス化?^^^のぶ小 


解 説 J この コマンドを ぶけす るまでに トレースした 巧械 ，消の アドレスを、 8 個まで ぶ ホ 

します。 



HI コマンドの 化 Hj 例を じ I ドに ぶします。 


Tr&ce history f rom oider 
00000000 
000654 A0 
000654 A6 
000654 AE 
00065406 
0006540 C 
00065412 
00065418 
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第 6 章 デバッガ 






し [< レンジ >] 

メモリ 内が のぶ ア セン ブルリ スト 

L コマンドは、 おぶされ たく レンジ > のの、 デバッグ ||| の プログラムの ソ ースコ 
ー ドを お/ J ; します。 

く レンジ > には、 逆 アセンブルの 刚始ア ドレス と 終 f アドレスを おぶ し ます。 

く レンジ > のがぶ がむ むれない 場な、 かの ぶ アセンブル ア ドレスの 命令を ぶ/ J ; 
します。 


み! かの ぶ ア七ン ブルア ドレスとは、 削 M の L コマン ドぶ けげ にぶぶ さむた 把 終 
バイ ト りり の 次の バイ ト （り-) のこ とです。 

なわ、 MPU 68000 二ー モニツ クコー ドの おぶ のみが Ilf 能です。 


例 


二！ ブ 


ン ドの 化り J 例を じ I ドに 小し ます。 


- し 60400 6040F 强 
00060400 
00060402 
00060406 
00060408 
000604 0A 
000604 OC 


movea • 1 D6 , AO 

move-1 S20(A1 ,D2) ,-( A6) 

sub • w ( A6 ) , DC 

suba， 1 ( A2 ) , A2 

or . w D 7 ♦ ( A 7 ) 

movep ，w $5348(A2),D6 
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Memory Edit 


書 ま I ME [く サイズ >] 〔く アドレス >] [く デー タ >•••] 

MEN 〔く サイ ザ >] [く アドレス >] 


m 化 メモリ 内が の おお 


解 化 I メモリの がを エディット します。 

く サイ ズ’> は エディット がれ-を おを します。 

だ = バイト、 W ニワー ド、 L = ロング ワー ド） 

く アドレス > は エディツ ト閒始 アドレスを おぶ します。 

なわ、 く データ > には ’A 区 CD ’ のよう に 文ぶ 列を 巧ぶ す る ことら できます 力 f 、 
をの 巧な には、 どの サイ ズを おぶ してら バイト が 化と なり ます。 

く データ > を 梢を しない 媒 なには、 エディッ トが態 じなり ます。 

抜ける とき には、 ピ リオ ドを 入 刀して 迎を 押してく ださい。 

MEN コマンドは ME コマン ドと 巧 能は 问が です が、 ME コマン ドでは エディッ 
卜げ 明かの メモリ のの •ながぶ ボ され ま す 力 f 、 MEN コマン ドでは ぶ 巧 さ れ ませ 
ん。 

MEF [く アドレス >] 〔く デー タ>] 

MENP 〔< アドレス >] 

- I •.北の ようじ、 サイズに P を おおした 媒 なには、 バイト アクセスで アドレス カ f 2 
W 加し ます。 

わらに、 I / O ポ ートバ J に 化い ます。 


例 _ I ME コマンド および MEN コマンド のがけ j 例を じ I 下に 巧し ます。 

データ を おぶ しないと がか メモリに 設 をされ ている のな がぶ 示さ れ デー タの 入)) 
をれ! します。 
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•MES 60500 庙 


一 > ♦ • ~ つ 

1 

1 

00060500 

FF :00 曲 

1 

00060501 

FF :00 な 


00060502 

FF : . な 


一 ■ 

1 

- NEW 60502 曲 ! 

00060502 

FFFF :0000 迈 

1 

00060504 

FFFF : ，狂 


-■ 

-MEL 60504 迈 

00060504 

FFFFFFFF :00000000 边 


00060508 

FFFFFFFF ： •迈 


- ■ 

1 

1 

1 

、 




ア ドレスを おぶ しないと、 前い I の M の MEN ) コマン ドで エディツ ト 巧みの デー 


夕 のみの アド レ スの デー タ より エディ ット します。 

すな わ も、 し 山の 例で いうと、 - l ‘ J じの コマンドぶ む 後に、 アドレス 巧ぶな しで 
MI ;( MEN ) コマン ドを が 度 起動す ると、 アド レ スが 0508 の デー タ より エディツ 
卜 します。 



また、 上 北 コマンド のように サイ グの 相ぶ を 巧 おする と、 ワー ドが •化で エディツ 
卜が巧 われます。 


ME コマン ドで デー タ を おぶ したと き、 または MEN コマン ドを 菜け したと き 
には、 がが-の メモリ 内' がの ぶ 示は 巧 われません。 


r 

1 

1 

•MEL 60508 00000000 边 

- ■ 


-MEN 扭 

' 00060500 

:0000 边 

0006050 E 

: .な 

- ■ 


- MENW 6050E 迎 
0006050 E 

1 

1 

1 
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0000 


9056 


9 D 52 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


8 F 57 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


ODOA 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


5348 

0000 

0000 

0000 

0000 

0000 


2 D 31 2020 
0000 0000 
0000 0000 
0000 0000 
0000 0000 
0000 0000 


00060400 

00060410 

00060420 

00060430 

00060440 

00060450 


0000 


0 D 0 A 

0000 

0000 


•MM 60400 6040 F 60430 狂 

アド レ ス S 60400 — S 604 OF の デー タを アド レ スが 0430 じ [が じが 動 

I 


00060400 
000604 10 
00060420 
00060430 
00060440 
00060450 


2046 

0000 

0000 

2046 

0000 

0000 


2 D 31 

0000 

0000 

2 D 31 

0000 

0000 


2020 

0000 

0000 

2020 

0000 

0000 


9056 

0000 

0000 

9056 

0000 

0000 


9 D 52 

0000 

0000 

9 D 52 

0000 

0000 


8 F 57 

0000 

0000 

8 F 57 

0000 

0000 


(MM コマンド ぶれ 後) 


Memory Move 



MM く レンジ > く アドレス > 



m 化 


メモリ 内 おのが 卽 


MM コマンドは、 く レンジ > の おぶ する メモリ ブロックを、 く アドレス〉 でよ} t 
ぶした 化 おへがが J します。 

く レンジ > で 巧ぶ したが 動ぶ ァ ドレスの メモリの 内 おは、 本 コマン ドぶ 巧 後ら を 
のま ま 巧つ ています。 

わぶ 亢 ブロック とわぶ 化 ブロ ッ ク が一が 巧; なって いる 場 かにら おしく おぶされ ま 
す。 


例 


MM コマン ドの 使 HJ 例を じ I 下にぶ し ます。 


0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 
0 0 0 0 


6 0 0 
4 0 0 
0 0 0 
2 0 0 


0 0 0 
0 0 0 
0 0 0 
0 0 0 


A 


8 0 0 8 0 

4 0 0 4 0 
3 0 0 3 0 

5 0 0 5 0 


A 0 〇 
〇 0 0 
D 0 〇 
0 0 0 
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第 6 章 デバッガ 




MS [く サイ ザ >J く レンジ > く データ > 
後 能 メモリ 内が の檢お 


保 が： MS コマンドは、 く レンジ > で おぶ した メモリ 内を 検 おし、 く デー タ> で おぶ し 

I 

む fi なを 探します。 

く サイ グ> は S 、 W 、 しだ= バイト、 W = ヮー ド、 L = ロング ヮー ド） のどれ か 
で、 巧が しむょ おた には \\’ となります。 

< デー タ > に はおむ の デー タ を おぶ で きます。 

ま た’ AR じの よう に义 •ド 列を おぶ する こ t もで きます。 

むだし、 この 巧な サイ ズお をは。 卽 的に S となります。 

側 I MS コマン ドの 化り H 列を W ドに パ •くし ます。 


-MS 64000 64100 ’ equ •翅 


と 入 すると、 ’ equ •という デー タが がか-す るが がの 化如ア ドレスが すべて おぶ 
されます。 


00064012 00064050 0006408 E 000640 CC 
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000060 20) 
000000 72) 
60FFFFFE) 


N 狂 

e 000024 A0(w 
d 000543 21(8 
e 00068000(1 


000024 A0(6020) 
00054321(72) 
0006800 0(2F3C0007) 


メモリ チェ ッ ク ポイント のぶが 


N (Set Memory Check Poi が） コマン ドで 鼓を した 全ての メモリ チェック ポイ 
ント の おかの が 報を お 示- します。 

こ のがぶ がされる が 報を じ1 ドに 示 します。 

① メモリ チェック ポ イン トホ号 

② が 幼/お 劝の别 

③ メモリ チ エツ クポイ ントの アドレス 
® メモリ チェック ポ イン トの サイ グ 

⑤ チェ ッ ク萊件 

⑥ 比お侦 

の メモリ チェック ポイント のが かの のな 


メモリ チェック ポ イン トカミ 1 つも なぶ されて いないと 、’’ no memory check 
pointer " と 炎す くされ ます。 



N コマン ドの 化 )リ 例を]; i ドに 承 •します 






D 帥 lay Memory Che か Point 一 


0 10 
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ま 6 章 デバッガ 


Set Memory なが k Point 


書 

ま 


機 

お 


解 

化 


N 〔< サイズ' >〕 [くを 号 >] く アドレス > [くを 件 >] 「く 比較 化 >] 


メモリ チェック ポ イン トの設 を 


N ( S が Memory check point ) コマン ドは、 指を された ア ドレスの メモリ 内容 
がを 化した ときに プログラムを 止める ためじ、 メモリ チェック ポイント を 設定す 
る コマン ドです。 

プログラムの ト レー スを 実け 中に、 この コマン ドで 指を された チェ ック ポイント 
の メモリの なが、 指定され たを 件に なった 場合、 プログラムは 停止し ます。 

くず イ グ> じは、 メモリ チェック ポイントの サイ ザを 梢を します。 

(S = バイト、 W = ワー ド、 L = ロング） 

巧 略す ると、 サイズは ワー ドになります。 

くが v > じは、 設 をす る メモリ チ ユック ポイント の恭 V を おを します。 

メモリ チェック ポイントは 10 個まで 鼓ぶ でき、 メモリ チェック ホ 号は 〇〜 9 で 


す。 

• N ’ と メモリ チェック ホ 号の 問 じを 0 を 入れて はいけ ま せん。 

巧が すると、 現を 化 用され ていない メモリ チェック ポイント を 号の 中で 政ら 小さ 
い あ 号を 削り 当てます。 

く アドレス > は、 チェックしたい メモリ 領域の 先頭 ア ドレス を 指を します。 

く 策 件 > は、 0 か 1 を おを します。 

0 を 指を すると、 チ ユック ポイントの メモリ 巧を が 比較が i と 溢う 化に 巧 化した が 
(Not Equal , く >) 、ト レー スが巧 止 します。 

1 を 指を すると、 メモリの をが 比牵交 値と 等しい 値に 《化した 時 （ Equal, ニニ）、 

ト レー スが 停止 します。 

巧が すると 〇が設 をされ ます。 

く 比 お イ诉> には、 メモリ 内容を チェック すると きに 比較す る 化を おを します。 
巧が す ると 現を の メモリ [勺容 の 値が をの まま 鼓を されまず。 



no memory check pointer 
- N 68000 1 边 
-NL8 8100 0 60FFFFFE 迎 
- N 边 

0 e 00068000 (w 1 000060 20) ； 0006800 0 ( 6020 ) 

8 e 0000810 0(1 0 60FFFFFE) ; 0000810 0 ( 2F3C0007 ) 
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書 

ま 


機 

能 


解 

IS ^ 


NC くを 号 1〉 [く ホ 号 2>く を 可 3> …… ] 

メモリ チェ ッ クポ イン トの刖 除 

NC コマンドは、 がを された 眾 巧の メモリ チェック ポイント を 削除し ます。 

く あ 皆 > じは 削除す る メモリ チェック ポ イン トあ 号を 抬を します。 

く ホ 巧 > はがな 個 おぶ でき ます。 

まむ、 アスタリスク （*) を 指を すると、 をての メモリ チェック ポイントを 削除 


します。 


例 NC コマンドの 化 Hj 例を じ I ドに ぶします。 


•N 迈 

0 e 00068000 (W 1 000060 20) 
8 e 0000810 0(1 み 60FFFFFE) 
-NC 0 曲 
- N 边 

8 e 00008100 <1 0 60FFFFFB) 
-NC * 庙 
-N 边 

no memory check pointer 


; 00068000 (6020) 

; 00008100 <2F3C0007> 

; 0000810 0(2F3C0007) 




第 6 章 デバッガ 


Disable Memory な e か Point 


書 

ま 


'機 

お 


解 

化 


ND <?& 号 1> [< を 号 2>< ホ 号 3〉 …… 〕 

メモリ チェック ポイント の 一が 的な 無 劾 化 

ND コマンドは、 メモリ チェック ポ イン トを 一時のに 無 劾 じします。 

削除され る わけでは ない ので、 NE コマンド じより、 いつでも 巧 タカ 化で きます。 

く ホみ > には 無 幼 化する メモリ チェック ポイント あ 号を 指を します。 く 幕 号 > は 
おを 側 指を でき ます。 

また、 アスタリスク （*) を 梢を すると、 をての メモリ チェック ポイントを 無 幼 


イヒし ます。 


例 ND コマン ドの 使 所 例を じ I 下に 巧し ます。 


-N 逆 

0 e 00068000 <w 1 00006020 
8 e 00008100 <1 0 60FFFFFE) 
- ND 0 涵 
- N 扭 

0 d 00068000 (w 1 000060 20) 
8 e 0000810 0(1 0 60FFFFFE) 
-ND » 狂 
-N 曲 

0 d 00068000 (w 1 000060 20) 
8 d 0000810 0(1 0 60FFFFFE) 


; 0006800 0(6020) 

; 0000810 0(2F3C0007) 


; 00068000 (6020) 

; 0000810 0(2F3C0007) 


； 000680 00(6020) 

; 0000810 0(2F3C0007) 
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Enable Memory なが k Point 


m ま N 巨く お 号 > [くを 号 2>く お 号 3> …… ] 


m 能 メモリ チェック ポ イン トの 有効 化 


解 説」 NE コマンドは、 メモリ チェック ポイント をな タカ じします。 

く あ 号 > には 有効 化する メモリ チェック ポ イン ト ホ 号を 指を します。 

く お 号 > は 巧な 個 おを でき ます。 

また、 アスタリスク （*) を 指を すると、 全ての メモリ チェック ポイント をな 効 
イヒ します。 


巧 


NE コマンドの 使 W 例を じ [ドに ホし ます。 


-N 边 

0 d 00068000 (W 1 
8 d 0000810 0(1 0 
- NE 0 远 
- N 边 

0 e 00068000 (W 1 
8 d 0000810 0(1 0 
- NE * 迈 
- N 狂 

0 e 00068000 (w 1 
8 e 0000810 0(1 0 


000060 20) 
60FFFFFE) 


000060 20) 
60FFFFFE 》 


000060 20) 
60FFFFFE) 


00068000 (6020) 
0000810 0(2F3C0007) 


00068000 (6020) 
0000810 0(2F3C0007 ) 


00068000 (6020) 
0000810 0(2F3C0007 ) 
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第 6 章 デバッガ 


- D 000000 L40 迈 

00000000 00FF 0540 01FF 0540 0007 5032 0007 5040 
00000010 0007 5052 0007 506C 0007 507C 0007 5090 
00000020 0007 50A6 0007 50BE 0007 50C8 0005 A9A4 
00000030 0CFF 0540 0DFF 0540 0EFF 0540 0FFF 0540 
-0 边 


— D 000000 
00000000 

L40 通 
00FF 

0540 

01FF 

0540 

•ぃ d • , , 6 

00000008 

0007 

5032 

0007 

5040 

， - P2 ， ， 

00000010 

0007 

5052 

0007 

506C 

， ， PR ， ， P1 

00000018 

0007 

507C 

0007 

5090 

• .PI . .P- 

00000020 

0007 

50A6 

0007 

50BE 

• ， P ヲ ，， Pt 

0000002 S 

0007 

50C8 

0005 

A9A4 

. ， P ネ， ，ウ、 

00000030 

0CFF 

0540 

0DFF 

0540 

ぃ， d ぃ， d 

00000038 

0EFF 

0540 

0FFF 

0540 

ぃ ，んぃ d 


0 

脚が お 小 fc おを 菜' がする 

み コマンドを おれした と きに 闽 がに お示される メ ッ 七ー ジ を、 半 約义字 64 が 分 
の おじ 収まる よう 义更 します。 

デバッガ 起動が 後に 0 コマン ドを 英巧 すると、 表示 幅が 96 がから 64 がに 切り 
巧 わ ります。 

らう 1 MO コマンドを 棄 巧す ると、 裘巧 幅が 96 がに 巧) り 巧 わり ます。 

この コマンドは、 闕曲 モー ドを 64 おモー ドに がり 《えてし まうよう なプ ログ ラ 
ムを デバ ッ グす る 際に 使 明し ます。 

例 1 0 コマンドの 使 W 例を じ I ドに 巧し ます。 






Change D 帥 lay Width 
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Print がが us 


書 ま p 


m 能 I デバッガ わよ び デバ ッ グ 中 のプ ログ ラ ムのア ドレス 炭 示 


解 脱」 デバッガと デバッグ 中の プログラムの' 尤姐 アドレス、 お f アドレス、 荣巧 アド レ 

ス等 をぶ ぶします。 


例 P コマン ドの 化り J 例を U — ドに ぶします。 


- P 涵 

debug progr&m f rom 
user program f rom 

end 

exec 

symbol table from 


$OO05E9BO 
$O00671E0 
$00O68BA8 
が 00671 E0 
$O00653B0 


デバッガの 义如ア ドレス 

ユーザー プロ グラムの 义如ア ドレス 

ユーザー プロ グラ ム のか f アドレス 

ユー ザー プロ グラムの ぶい ア ドレス 

シン 米 ル テーブル かむ い か; よ お パ;: され ま ザん 
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第 6 章 デバッガ 


Print Symbol 


式 PS 


後 お シン ボル テー ブルの ぶ / J ミ 


お 説 シンボル テーブルに 巧 結 さている シンボル^"!の一むをぶパ三し ま す。 


例 」 



f 

1 

-PS 迈 



$00000000 

: ABCD 


$00000000 

: FUNC S 

% 

$00000000 

♦ 

1 

♦ 

i 

1 •一 1 ■■ — ■ • 

: MAIN 
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F •’で 始ま るを シンボルを サーチ 


FALSE 
FUNC S 
FLOAT 


r^earch Print Symbol _ 


書 ま PS く シンボル > 


接 能 おぶ された シンボルを サー チし お ホす る。 


解 化く シンボル > で よもを した、 シンボル 名を シンボル テー ブル か らサー チして、 みつ 

かった 巧 合ぶ 示します。 

なわく シンボル > には、 シンボル おの 化 頭 何 文字 かを おを し、 をの 义 字が 含まれ 
る シンボル おを サー チで きます。 


例 FALSE という おの シンボルを サーチ 


-PS FA し S 巨迈 ] 
$00000000 : FALSE 


0 0 2 
000 
10 0 0 
G 0 0 0 
P 0 0 0 
0 0 0 
S 0 0 0 
P 0 0 0 
- $ $ $ 
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ッボ のが 了 

マンドは、 デバッガを お 了 させ、 が プロセスに 制御を おします。 


マンドは 引な なしで 使け! します。 







Read file 


ま K く ファイル > しく アドレス >] 


後 能 ファイルを 说み込 L 、 


保 お 4 J く ファイル お〉 で おぶ した ファイル をく アドレス > から 说み 込みます。 

くア ドレス > をが ぶしない 喊 た、 じ I ドの よう に 説み 込む、 ファイルの 柿な (により 如 
作が おなり ます。 

♦ X がぶ ま たは K がぶ のぶけ。 けち ファイル 

G コマン ド 巧で ぶむ でき るよう に变 おして ユー ザー プログラムが 城に 口ー ドし 
ます。 

ユー ザーブロ グラム 領域は P コマンド をぶ 巧し たげ の，， U が r pro が am from 
が?????’’ というぶ パ; で 知る こ とがで き ます。 

• Z が A のぶり •【イ 能 ファイル 

フ ァイ ルの ヘッダに 化納 されて い る 口ー ドア ドレ ス がユー ザー プロ グラ ム領が 
内で あれば、 ロード アドレスより 口ー ドし ます。 

この 媒介を のま ま G コマン ド 巧で ぶけす る こ とがで き ます。 

口ー ドア ドレ ス がユー ザー プロ グラ ム缺巧 外で あれば、 フ ァイ ルの のがを をの 
ま まユー ザー ブロ グラムが がに 口ードし ます。 

この 場な、 G コマン ド 背で' 尖: 巧す る こと はでき ません。 

♦ぶけで きない ファイル 

フ ァイ ルの 内な をを のま ま ユーザー プロ グラ ム缺 がに 口ー ド します。 

も もろん、 G コマンド 巧で ぶけす る こと はでき ません。 

く アドレス > を おぶ し た喊 なは、 指ぶ した フ ァイ ルの 純 城に 悄 ななく、 ファイル 
の 内が を そのまま 加 じしないで、 巧ぶ された ァ ドレスより 口ードし ます。 

このょ 接た、 K おぶ の •火: け *イ お ファ イ ルを 口ードし た 巧を のみ G コマン ド 巧; でぶ 巧 
する ことができます。 

0 S や デバ ッ が 常が 化) H している アドレス を おぶ しては いけ ま せん。 


例 I K コマンドの 化り J 例を じ I ドに おします。 


— R sample ♦ X 边 
No symble file 

PC = 00098B00 USP=00077244 SSP=000067F2 SR=0000 X ミ 0 N：0 Z：0 V：0 C：0 
D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 00098 AOO 00098802 00077 BD4 0006F1D0 00098 BO0 00000000 00000000 C 0077244 
bra • 8 $00098800 
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第 6 ま デバッガ 


• ， 【 14 ;35HHuman- 
sys が 巧つ かりま 
ワ せん ♦•【14;38 H デ 




• •Hudson soft 2 • 

00, • • • • • •夕 •ミ ♦ ，〇, 

• *••<&• •0$< •… 

< • • • 晒 0, •瓣 •く .P 

し ♦ • • z 、， ♦ • •一 • • • 

a ••ヤ J ••麵 •••くく 

- • f • Q マ • 拿 ミ • • ♦ • 

Q ホ • ••し/ • C ♦ • • 

•ネ" a •♦ツ 2: • 卜 pONO 
p > NO 0》， が I • • 
4 •卜 I • • R •巧 d • ji • • 
HB 4< … 柄 . C . 
•<•••• aLL * • • C ♦ 
• YHUf . T - h ， 

が ヨシ • • 

J , A , • . h •厶ツ S • • 
B * ♦ • N ム H か pF/，NO 
••一 f .B • • •Nu 

C • • X • • • BC • ♦ヒ • ♦ ♦ • 

C ••雜 • •2 p ! N 0 Nui 
, • • 【47 m , 113;26 H 


K @ く アドレス > く ドライブ 眾 |'>> く レコードが |, J *> < レコー ドな〉 

ディ スク の物邱 の说み 込み 

K @ コマンドは、 梢を された パラメー タに 従って ディ ス クの內 がを メモリ に说み 
込みます。 

く アドレス〉 には、 ディスクから 論み 込む データ をが 納す る メモリ 如 嫂の 化如ア 
ドレスを おぶ します。 

く ドライ ブホ吁 > じは、 じ I ドに ぶす ドライ ブ あみを がぶ します。 

0 : カレント ドライブ 
1 : A ドライブ 
2 : B ドライブ 

なわ、 化が ドライ ブや 化が ディ レクト リ に训 り、 ぃ1 てられて ぃるぶ ドライ ブ はアク 
七 スで きま せん。 

< レコー ド ホ;;. > は说 み 込 L > 化 如の レコー ドの あ I'J •を 16 逍なで 巧を します。 

く レコードな〉 は 说み込 レ レコー ドな を 16 巡な で おおし ます。 


機 能 






Disk Physical Read 


EA60B こ 000FB0AA00F4F5A 0000400 w でぶ ぶ 
2F 0713220400 FF 005047372223222286 

2F 002 C001B 01338025 eef 08001000 E5S^ 
3i000^0064o044602644f 942232226 K8 


tB 3232000004000243 F20B200B000D 9^ 
7 巧 01408007 D 8700225206432212226 a3 

60c10^aca4047f99f26fbfb0000005 。。 
6d が 40F1FFC40ED911C4DC 43222222783 


2 2 2 7 8 3 






E19FC094C2A 20009007222 B 000 而 巧 
600430 FF4C1 0006940 E 0431222222385 

F01E551F1 00244660086 FFD 000000 化 0B 
u 065260 F 0005106 D0046FF 6222222321 

32CE10AFA 097005909 IE 0070000004 
703888 FCF 02000510 FDl 0032222223 A0 


sssss 八；？； SUISS 5 SS い！？ 


曲 b439104bf2e446cf660800b000600b3 2j 
0 巧 40400026 F24C3202D 66000122232217 E 


0000000000000000000111111 けけ パ*^ け！^ 


000000000000 

000012345678 


M 如 5 心^ 心 心 心 心 心 心 心 

s@s 000000000000000000000000000 

FRO00090000000000000000000000W 
- - -000000000000000000000000000 


A A A A A 
0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 
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step 


書 ま s 〔く カウン ト>] 


m 能 プログラムの ステップぶ 巧 


解 悦 J S コマンドは、 プログラムを 1 ステップ づつ类 巧し、 をのつ ど レジスタと フラグ 

のが か 値を すべてぶ/]; します。 

T コマンド と 速う 点は、 S コマン ドでは JSR や BSR 命令を 1 命令と して お 巧 
し、 サブ ルー チンに かがしません。 

< カウント > を 巧を すると、 をのな の 命々 だけ ステップ します。 


例 S コマン ドの 化り J 例を u — ドに ホし ます。 


-S 迈 

PC=00070B70 USP=00076D58 SSP=O00O67F2 SR=8000 X;0 N：0 Z：0 V:0 C：0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 0005FB00 00076 D58 0003ECD8 000362 D0 00070 BSE 00000000 00000000 00076 D58 

bsw , w が 0070DE6 

-迈 

bsw ， w $00070DE6 

PC = 00070B74 USP=00076D58 SSP=000067F2 SRs0000 X:0 N：0 Z:0 V：0 C こ 0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 0005FB00 00076 D58 O003ECD8 000362 D0 00070 B5B 00000000 00000000 00076 D58 

lea $0100(A0) ,A5 ； 0005FC00 ( 66 ) 

- S 迈 

PC=00070B78 USP=00076D58 SSP ： 000067 F2 SR=8000 X:0 N：0 Z;0 V：0 C:0 

D 00000001 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 0005FB00 00076 D58 0003ECD8 000362 D0 00070 BSE 0005FC00 00000000 00076 D58 

move>l A5, $ 000768 BC ; 000768 EC ( 00000000 ) 

— S な 
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ま I T [= く アドレス >〕 〔く カウント >] 

お プログラム のぶ 巧 と トレー ス 

解 化 ] T コマンドは、 プログラムを 1 命令ず つ类 巧し、 そのつど レジスタと フラグの 

おかが; を すべてぶ おし ます。 

くア ドレス > を おを した 場な は、 をの ア ドレスから ト レー ス をが] 始し ます。 

おぶ しむい 場な には、 プログラム カウンタの 示す ア ドレスから ト レー スを 閒始し 
ます。 

く アドレス〉 を おを する 巧な は、 イコール お 号 （=) が おおと なります。 

く ヵウン ト > を おぶ すると、 をのな の 命令を 巧 巧 する までが 止しません。 

例 ] T コマン ドの 使 H 1 例と ト レー ス のぶ ボ おぶ をに I 下に 示し ます。 

-T=99FD2 3 曲 

PCS00099FD2 USP=00078B18 SSPs 000067 F2 SR ご 8000 X：0 N : 0 Z： 0 V : C C：0 

D 00000061 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 00099 ED0 00099 FE A 00079428 00070 FB0 00099 FD0 00000000 00000000 00078 B 18 

and，b #$DF,D0 

P む 00099 FD6 USP=00078B18 SSP=000067F2 SR=8000 X：0 N： 0 Z：0 V：0 C：0 

D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 00099 EDO 00099 FEA 00079428 00070 FB0 00099 FD0 00000000 00000000 00078 B 18 

cmp • b 参 > 1 A , DQ 

PC=00099FDA USP=00078B18 SSP=0C0067F2 SR=8000 X；0 N：0 Z：0 V:0 C：0 

D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 

A 00099 EDO 00099 FEA 00079428 00070 FB0 00099 FD0 00000000 00000000 00078 B18 

beq ，s $00099FE8 
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書 式 I u [= く アドレス >] 


〔く カウント >' 


I お 能！ お/ J ; •なし トレース 

] 


巧 献 I U コマンドの 槐 能は T コマンドと はば レリ じです 力 f 、 プログラムの ぶむ‘- がげ ih す 

る 主で ト レースの おがは けいま せん。 

すなむ も、 ’ r コマンド のように 1 な 令ぶ 巧す る たびに ト レー スお ぶす ると いう 
ことは し ません。 

く カウント > を おぶ して おむ の 命令を トレー ス すろ 際、 ト レー ス お/ J ; •が 必髮 ない 
巧な に、 この U コマンドを f 也 W します。 


例 U コマンドの 化) H 例と トレー ス のぶ/ J ;- がぶ をに [ドに みします。 


- U=99FD2 3 思 I 

PC=00099FDA USP=00078B18 SSP=000067F2 SR=8000 X:0 N：0 Z:0 V:0 C:0 

D 00000041 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 | 


A 00099 EDO 00099 FEA 00079428 00070 FB0 00099 FD0 00000000 00000000 00078818 
beq ， 8 が 0099FE8 
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第 6 章 デバッガ 




m 能 


保 悦！ 



コンソールより 巧え （じ ON 一 AUX ) 

コマンドの 入 i 【 IWj お; 巧を じ ON と AUX の llil でが りが えます。 

AUX に yj り 巧 わると、 をれ じ I 後 デバッガ じえ、 t する 人 化 乃は、 RS -‘2：?‘2 C ポート を 


かして。- むれる よう になり ます。 

コン ソー ルとの 入 MWj をけ う プロ グラ ムを デバ ッ グす るげ に、 プログラムと デバ 
ッガの おぶ が ホ むって しま い 非 おじ にく くなる ことがあ ります。 

また、 ^をにグラ フ ィ ッ クやスプラ イ ト を 化) りする プロ グラ ム では、 テキスト が |’1 邮 
を ぶぶ しむい ように なぶす る ことがある ので、 をのと き デバ ッ ボの お パ； はまつ む 
く コン ソー ルに よ 乂れま せん。 

このように、 デバ ッ ボ との インター フエー スが コン ソー ルでは 巧; かが 池い とき、 
.わ li 助 人 化幻 （ AUX ) を コン ソー ルの 化 わりにす る ことができます。 

この コマン ドを が H 1 する 場 か、 KS - の 2 C イ ンター フエー スを述 じて 他の 端ぶ に 
巧が じする 必 巧が あり ます。 

まむ、 X 680()0 と をれ に巧統 する 端 木の I ! りで わぶ 速が や 通ん;; す顺を レリ じに し なけ 
むは' むり ません。 

X 68()()() と 端 木の が] で il :. 伴; に 通ん;; がけえ るが 態で、 V コマン ドを ぶけす ると、 端 
木に デバッガの プロンプトが おぶされ、 コマン ドが 入 如" r 能に な ります。 

じ I お、 デバッガからの ||| Wj デー タ はすべ て 端 木に え、 t して, IIWJ され、 まむ、 端 朱 か 
ら入 知した コマン ドし か デバ ッボ は' 受けが けません。 

たの コンソール 入 , liWj におる 場た は、 端本よ り V コマン ドを ぶけし ます。 


例 I y コマンドの 化 MJ 例を じ I ドに パ； します。 

X 68000 がの ぶ/ 1; 一 堪木 抑の ぶ イミ 

一 V 狂 -■ 
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Wiite file 


書 

ま 


樣 

化 


解 



w く ファイル 名 > ，く レンジ > 

メモリ [人] をの ファイルへの 霄き 化し 
メモリ の 巧容を フ アイ ルに！! F き 化 します。 

く レンジ > で 指を した メモリ ブロ ックの 内を をく ファイルち〉 で 指を した フ アイ 
ルに 巧き 込みます。 

メモリ 上に 口ー ドした 実行可能 プログラム （ X 形ぶ または Z お 巧） を、 この コ 
マン ドで ファイルに 带き 化し てら、 をの ファイルは 菜け でき ません。 

なせ' なら、 X 形す や Z 形式の 实巧 可能 ファイル じは、 メモリ 上に プログラムを 
口ー ド するとき の 巧 fi とおが 報が が 成 して ゎり、 メモリ 上に 口ー ド さ れた とき の 内 
がと フ アイ ルの 内容が 溢う ためです。 


例 ^ W コマンドの 使用例を じ I 下に 巧し ます。 

アドレスが 0000 〜が 03 FF の メモリの 巧容を ファイル 名 ’ USERFIL 目’ じ 蒂き化 
します。 


-W USERFILE, 60000,603 FF 迎 


注； デバッグ 中の X ファイルを この コマン ドで 專き 込んで はいけ ません。 なが 
なら、 X 形ぶ のフ アイ ルには 口ー デイ ング がに メモリ じ 再が おす るた めの 
が 報が 含まれて わり、 ぶ 際に メモリ 上に 茜 かれた 内を とは 进っ ている からで 
す。 
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第 6 章 デバッガ 


Disk Phys わ al Write 


書 

ま 


m 

能 


解 

化 


W @ く アドレス > く ドライブ ホ 号 > く レコー ド 覆: 号 > く レコー ドな > 

ディ スクの 物理的 带き 込み 

w @ コマン ドは、 梢を された パラ メータに 従って メモリ の 巧を を デイ ス クじ蒂 
き 込みます。 

く アドレス > には、 デイ スクじ 带き么 L 、 デー タを 格納して ある 領巧の 先頭 アド レ 


スを 巧を します。 


く ドライ ブホ号 > じは、 じ r ドに 示す ドライ ブ を 号を 指を します。 


0 : カレント ドライブ 
1 : ドライブ A 
2 : ドライブ B 

なわ、 がが ドライ ブや がが ディ レクト リ じ 削り 当てられ ている 尖 ドライ ブ はアク 
七 スで きま せん。 

< レコード 恭巧> は 巧き とみ 先頭 レコー ドの ホ 号を 16 進 巧で おを します。 

く レコー ド お > は带 き 込 レレ コードな を 16 進な で 指を します。 



7 ドレス $ A 0000 からの メモリ の 内を を ドライブ A の レコー ド ホ 号が 0 か ら $10 
レコード 分 巧き 化し ます。 
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^Display Register 


[ 害… 

ま 



m 

能 



解 

が 


X 

を レジスタの 内が のぶ 巧 

X コマンドは、 レジスタと フラグの 内が をす ベて お ホし 表す。 


巧 X コマンドの 使片! 例と お 示 おぶ を じ 1— ドに 示しまず。 


- X な① の ® ® ⑤⑥ の ⑩③ 

PC=0009A000 USP=O0078B18 SSP=00O067F2 SR=00O0 X:0 N：0 Z：0 V:0 C：0 

⑩ D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
⑩ A 00099 F00 CC09A05C 000700 B2 00070 FB0 0009AOO0 00000000 00000000 00078 B18 
pea ( A5 ) ; 00000000 ( 00 ) 


① プログラム カウンタ 
③ユー ザー ス タック ポイ ンタ 

③ システム スタック ポイ ンタ 

④ ステー タス レ ジ スタ 

⑤ エ クス テン ド フラグ （ステー タス レジスタの ビット 4) 

® オボテ イブ フラグ （ステー タス レジスタの ビット 3) 
⑩ ゼロ フラグ （ステータス レジスタの ビット 2) 

⑧才ー バフ ロー フラグ （ステー タス レジスタの ビット 1) 
③ キヤ リー フラグ （ステー タス レジスタの ビットの 

⑩ デー タ レジスタ （dO 〜 が） 

⑩ アドレス レジスタ （ aO 〜 a 7) 
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第 6 章 デバッガ 


Register Change 


書 

ま 


機 

能 


解 

が 


X < レジスタ > 

レジスタの 內 がの 义が 

X コマンドは、 おを された レジスタの 巧 容を巧 おします。 
巧を 可能な レジスタ おはじ I 下の 姐り です。 


do 〜 d7 aO 〜 a7 ssp usp sr ccr pc 


レジスタの 的 巧を 《おする ときは、 コマンドと レジスタ おを 入 九して く ださい。 
人知す ると、 レジスタ^",、 をの おが •侦、 プロンプトが ぶみ されます ので、 がしい 
化を おぶ し、 リターン キーを 押してく ださい。 


例 X コマン ドの 化 用例を じ I ドに 巧し ます。 


レジスタの 内が をぶ ぶ 


- X 迈 

PC = 00C8A8B6 USP=O0089E1E SSP=00O757CA SR = 800O X: 0 N:0 之： 0 V:0 C:0 

D 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 00000000 
A 00000000 0008A8CA 0008A72E 000838 B0 0008A8BO 00000000 00000000 00089 ElE 
crop， b #$ 1 A , DO 



-X A0 曲 
A0： 00000000 


レジスタ AO の义化 巧ぶ 

レジスタ AO の 夕乂 か 化を ぶぶ し、 人ん を 化 しょす 



AO; 00000000 0008A7B0 迈 レジスタ A0 じ 化を 巧ぶ し、 リターン キーを 巧し 4 す 
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i 


レ ジ スタの のがを 裘ホ 
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第 6 章 デバッガ 


Yes No ask 


書 ま Y が 


お _ m \ Y / N ポーズ、 

Y か N の 入 刀 を 促 して、 コマンド を一畔 中断 します。 


解 K I デバッガの コマンドを 一時 中断し ます。 

解統 する 媒 合には Y を、 中 I 卜 .する 場な じは N をキー インして く ださい。 
コマンド ラインの ループ （¥) と 併 川し ます。 

なわ、 迎 だけ 神す と Y を 入 九す る こと と间 じじな り ます。 



ダンプぶ け 

I 

ぶ アセンブル 灾 巧 

A 


Y/N ? ■ 化 巧が おの 問いな む 甘 

Y/N ? Y Y を 人む すると 化 巧を がけす る 


4 

ダンプぶ 巧 

i 

ぶ アセンブル 業け 

i 


Y/N ? が 巧 巧 巧が 巧の 閒 いかわせ 

Y/N ? N N ’ を 人 わする と 化 巧を が ものる 
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Display System Variables 


書 式 z 


m ち g システム 《なのぶ 巧 


解 _ 税 I Z コマンドは、 を システム 《なのみ! か 化を ぶ/ j ; します。 

システム 《なとは、 锐軟 にが リ j する 値を Z 0 〜 Z 9 のがな で 化 W させて、 いもい 
も、 お 雑な 値を 入 如しなくても、 デバッグを スムース じ 巧 える ようじし たらので 
す。 

化 川ぶ ぶに ついては 次 ページの システム 义 なのな をを 参照して く ださい。 


例 Z コマンドの 化闲 例を じ I ドに ボ します。 


- Z 画 

20:00000000 
Z1 ： 00000000 
22:00000000 
23:00060500 
24:00000000 
之 5;0 〇 0000 〇〇 
26 : 00000000 
Z7 : 00000000 
ZS; 00000000 
之 9; 00000000 


•D .Z3 边 
00060500 
00060510 
00060520 
00060530 
00060540 
00060550 
00060560 
C 0060570 


FF0O 0000 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 


0000 0000 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 


0000 0000 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 


FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 
FFFF FFFF 


D . Z 3 と 梢ぶ すると、 システム 《な 3 のが か 値 S 60500 から ダンプが 間始 され ま 
す。 
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が Sy が em VariabI 



Z < ホ V >>= ぶ 


システムが むの なぶ 



システムぶ むの f 机を 設ぶ しまず。 

く あ ■，>> は システムぶ なの 眾 V で、 0 から 9 まで 巧ぶ でき ます。 

支た、 システム 《なは、. （ピリオド） をつ けて コマンド ライ ンで晏 照す 
がで きます。 

Z コマン ドの 化) り 例を じ I ドに ぶし ます。 


•Z 曲 

20:00000000 
21:00000000 
之 2 : 00000000 

之 3:0 0000000 
24:00000000 
Z5 : 00000000 
26:00000000 
27:00000000 
28:00000000 
之 9; 00000000 


-之 3=00060500 狂 


• Z 狂 

Z0 ; 00000000 
Z1 : 00000000 
Z2：000000OO 
23:00060500 
Z4 : 〇 0000000 
25:00000000 
ぴ ： 00000000 
Z7 : 00000000 
Z8; 00000000 
Z9 ：0 0000000 


シ ステ ム义れ のぶ/ J；: 


システム 巧れ 3 に 化を ぶぶ 


シ ス テム 巧れ のぶ /J •く 








Print expres お on 







ま 6 を 


「Print expression (dec 

?? くぶ〉 

がな ぶの おおの 10 逍お巧 


解 化| くぶ〉 で おを したぶ の おおを 10 進 もで 表バ； します。 

ぶ 中に スペース や タブを 入れて はいけ ません。 

例 I ?? コマンドの 使 巧! 例を ia ドに 示します。 
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Loop command lin も 

書 ホ ¥ 

お 能] コマンド をく りおし 义 りしまず。 

巧 説 1 入 した コマンド ライ ンの械 りおし ぶ 巧を むぃます。 

械 りおし ぶけを 中断 するとき は、 に了な百 + に! をが ドして く ださぃ。 

例 ] Y コマンドの 化り j 例を じ I ドに/ J ; •します。 

- : I ) : し： ¥ 

(おむ コマン ドを 述統 してぶ けす るょ おた にはみ コマンドを： でい; yj ります) 
ダンプと ぶ ア七ン ブルを、 にで 巧 日 十 ◎じより ||, 断され るまで 殺り おし ます。 
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第 6 章 デバッガ 


[Output Redirect 

害 式 I >[< フアイ ルィ/, >] 

>> [< フ アイ ルィ <>] 

お 能] MWj リダイレクト 

供 >> コマンドは、 デバッガ、 が コン ソ— ルに 化が る メッセ— ジを ファイルに 

リダイレクト します。 

> コマン ドは、 がぶ された フ ァイ ルを がが がぶ; して リ ダイレク ト / IWj します。 

まむ、 >> コマンドは、 おぶされた ファイルが すでにが か. している 場 か、 也, 

き 込みを けいます。 

く ファ イ ルィべ > には、 メ ッセー ジを 化が したい フ ァイ ルを がぶ します。 

く ファ イ ル户; > が 巧 おされる と、 がか けってい る リダイレクト flWj を 11111 •.しま 
す。 


例 >, > > コマンド の 化り 1 例を じ I ドに/ します。 


S • 

- > debug ， 

prn 狂 




i 

-DL 00000 

0 し 20 迈 





00000000 

00FF0538 

01FF0538 0003C136 0003C144 

♦ ♦ • 8 • ♦ 

• 8 • • チ 6 •• チ D 

00000010 

0003C156 

0003C17O 0003C180 0003C194 

• ，チ V ， ， 

チ P, • チ ♦チ 

- > な 






-> > debug 

. prn 五 





•D 000080 

00009 F 





00000080 

20FF 0538 

21FF 0538 22FF 0538 

23FF 0538 

• .8! • 

•8". .8#. .8 

00000090 

24FF 0538 

25FF 0538 26FF 0538 

27FF 0538 

$. . 8 %. 

• 8&> .8, • ，8 

-> 迈 






dcbuK. prn じ； よ、 

次の のがが 化 的され ます。 




00000000 

00FF0538 

01FF0538 0003C136 0003C144 

♦ ♦ 1 8 ♦ ♦ 

•8. • チ 6, • チ D 

00000010 

0O03C156 

0003C170 0003C180 0003C194 

， * チ V ， ， 

チ P. • チ •チ 

00000080 

20FF 0538 

21FF 0538 22FF 0538 

23FF 0538 

， ， 8 ! • 

.8" . .8#. .8 

00000090 

24FF 0538 

25FF 0538 26FF 0538 

27FF 0538 

$ ， ， 8 ん 

• .S ， • ，8 
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Command Logging 


書 

ま 


機 

能 


解 

説 


>@ 〔くフ アイ ル お >] 

入カ コマン ドの フ ァイ ルへの がが 

〉@ コマンドは、 キ ーボー ドより デバ ッボ にがして 入 如した コマンドを、 ファ イ 
ルに リ ダイレク ト化 力して 化が します。 

くフ アイ ル お〉 じは、 リ ダイレク ト化 力す る ファイル 名を おを します。 


く ファイル 名 > を 巧が すると、 現な 巧って いる コマン ドの ファイルが がを 中止し 
ます。 

> @ コマンドで リダイレクト 化 力され た ファ イル はく コマン ドで が 巧! す る ことが 
でき ます。 


例 > @ コマン ドの 化 巧 J 例を の I ドに 示します。 


- > 6 dbcom ， prn 迈 
一 D し 000000 し 20 曲 

00000000 00FF0538 01FF0538 00030136 0O03C144 ， • ， 8 ， ， ， 8 ， ， チ 6 ， ， チ D 

00000010 0003C156 0003C170 0003C180 0003C194 ，，ホ V ， .♦p ， ， ホ ， ♦ 

-L 6800 逐 


00006800 

br& ♦ w 

$00007170 

00006804 

moveq 

♦$8F,D0 

00006806 

trap 

#$0F 

00006808 

cmD » 1 

♦♦10870305, D0 

0000680 E 

bcs • w 

$00006FC4 

00006812 

moveq 

♦♦AF,D0 

00006814 

trap 

#$0F 

00006816 

move # 1 

け 000073 04, D0 


— ® 曲 



の 例では、 dbcom . prn にはに I 下 •のよう じ 入カ コマンドが 化な されます。 
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第 6 章 デバッガ 


「Input Redirect 

< くフ アイ ル お > 

入力の リ ダイ レクト 

解 悦 I く コマンドは、 コマンドの 巧 入を ファイルから 巧い ます。 

フ ァイ ルが EOF じ 速す る ま で辦統 します。 

< フ ァイ ル お > には、 デバッガの コマン ドを 記述した フ ァイ ルの お刖を 指を しま 
す。 

く コマン ドで 梢を す る ファイルは、 姐 常 > @ コマン ドで 化ブ J された ファイルを 使 
川し ます。 


例 _ I く コマンドの 化讯 例を じ 1— ドに 示します。 

ファイル dbcom . prn の 内が がに I ドの 姐 り だと します。 



をして、 デバ ッボを 起動して、 く コマンドを 类巧 すると じ I ドの ようじな ります。 



-< dbcom， prn な 




•DL 000000 L 20 边 




00000000 00 FF 0538 01 FF 0538 0003 C 136 0003 C 144 

ぃ • 8 • • • 8 ••チ 6 ••チ D 

00000010 0003 C 156 0003 C 170 0003 C 180 0003 C 194 

• ，チ V ， ，ホ p , •争， ♦ 

-L 6800 迈 
00006800 

bra > W 

$00007170 


00006804 

moveq 

«$8 F , D 0 


00006806 

traip 

♦ $0 F 


00006808 

cmp， 1 

#$10870305, D 0 


0000680 E 

bcs ♦ w 

$00006 FC 4 


00006812 

moveq 

«$ AFtD 0 


00006814 

trap 

#$0 F 


00006816 

move • 1 

♦$00007304, D 0 
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OS Command 



! 〔 < コマンド お > ] 

OS の コマン ドを ぶけし ます。 

OS ( lluman が k ) の コマンドを ぶけし ます。 

く コマン ド' ベ > には、 ぶむ する 0 S の コマン ドを よ 行ぶ しまず。 

巧が すると、 じ OMMAND . X をぶ け します。 


じ 0\ I \1 AXD . X かご, テ、、 バッボ に るには、 exit コマン ドを ぶ 巧 してく ださい。 
巧ょ を义む path を 葵 照して、 巧ぶ された コマンドを 検 おする ので、 カレント ディ 
レクト リ にむ し、 コマン ドで も、 コマン ド おを おぶ する だけで ぶ 巧で き ます。 

し、 檢躬に 尖! なし た 巧 かは コマンド •プロセッサ （ Ca \ hMANI ). X ) を 呼び出 
してぶ りさせます。 


! コマン ドに よって OS の コマン ドを ぶけす るむ めには、 を のた めの •午: き メモリ 
が必 がです。 


この •午: き メモリ の サイ グは デフ ォル トで 128 K バイ ト筛 化されます。 

OS コマンドの ぶけの むめの メモリ々 M が K バイ ト では 化り ないか、 または r 28 K 
より 小さく し たいょ おな は、 デバッガの お ホ 加を に / c スイッチ により •午: き メモリの 
サイ グを おぶ する こ とがで き ます。 

また、 ’尖: けしむ コマンド カで、 デバッグえ 4 み プログラム やを の 巧 巧に W して 何 かが 
销をリ える " r 能け-が あ る こと にけ. なして く ださい。 


例 


! コマン ドの 化) り 例を じ I ドに 小し ます。 


X68k Debugger v2，00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 
- ! DIR A ： 迈 


XC システム # 1 



A:¥ 



16 ファ 

イク レ 

1066K Byte 巧 用 中 

155K B パ e 巧 用 巧が 

ファイル 巧 用量 

177K か te 巧 用 


CONFIG 


SYS 

469 

90-05-05 

12:00:00 

KEY 


SYS 

712 

87-05-15 

12:00:00 

USKCG 


SYS 

S300 

90-05-05 

12:00:00 

STARTUP 


ENV 

48 

90-05-05 

12:00:00 

AUTOEXEC 


BAT 

678 

90一05一05 

12:00:00 

COMMAND 


X 

28026 

90 - 05- 05 

12 こ 00100 

VS 


X 

97540 

87-05-15 

12:00:00 

ICONDATA 


VS 

39168 

89-02-10 

12:00:00 

CLIP 


vs 

0 

87-05-15 

12:00:00 

CONFIG 



<dir> 

90-05-05 

12:00:00 

SHE しし 



<di r > 

90-05 - 05 

12:00:00 

SYS 



<dir> 

90 - 05-05 

12:00:00 

BIN 



<dir> 

90-05-05 

12:00:00 

ASK 



<dir> 

90- 05 - 05 

12:00:00 

HIS 



<di r> 

90-05-05 

12:00:00 

ETC 



<dir> 

90-05-05 

12:00:00 

デバ ッガじ 房 

ります， 

! 何 か 

キーを 巧して 

ください 
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第 6 章 デバッガ 


DB エラーメッセージー 費 


エラー メ ッ セージ 

ホ 巧 

i 

1 Bad breakpoint number (0-9) 

ブ レー ク ポイントの あ •が 賄い H 外' 
です ' 

Breakpoint list or ' 本 ’ expected 

ブ レー ク ポイント リスト または* 
をが ぶして ぃません ！ 

no brcjik pointer 

ブ レー ク ポイントが ありません 

break pointer over 

1 

すでに ブレーク ポ イン ト がぃつ は 
ぃです 

Undefined が ml)ol く シン ボル > 

人ぶ ぶ シンボルです 

Expression error 

ぶぶ み i にぶり が あ ります ） 

unde む ned in が ruc:ti()n く コード > 

未ぶ ぶな なをぶ りしよ うとし まし 
た 

zero divide 

0 で 除な しました 

chk ios け uctiun 

chk 命令で ぶけし ました 

trapv instruction 

trapv 命令で ぶけし ました 

1 privilege violation 

すがお 述 レ: をし ました 

1 

Kxccptiorml Abort By bus error 
By Memory Acce が of く アド 

レス〉 

バス エラー です 1 

» 

» 

Kxceptional Abo け Ky address 
error By Xlemory Access of 

< アドレス > 

アド レ スエラー です 

1 

double eixeeption in sy が em 
status display 

例外が: 巧!. 中に エラーが 巧/ 1; しまし 
た 1 

offset oyers 

オフ セッ トが範 1 哨 外です i 

fatal error 

なな 的 エラー です 1 

File create error 

フ ァイ ルが つく れ主 せん 

1 

Device write error 

デ バイ ス ， 1!: き 込み エラー です 

No symbol file 

ファイルに シ ン ボルが ありま せん 

File read error 

ファ イルカ;, ぶみ 込めません 

Device error 

1 

デ バイ スエラー です j 

, Command error < コマン ド > 

1 

1 

コマン ドエラ ー です 
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B • 5 〇已ェ ラー メッ セー ジ ー K 


エラ ー メ ツセ ー ジ 

意が 

Bad parameter 

パラメーター じ 戴 りが あり ます 

data too long 

データが おすぎます 

size over 

サイ ズが k きすぎ ます 

no memory check pointer 

メモリ チェック ポイントが いっぱ 
いです 

memory check pointer over 

すでに メモリ チェック ポイントの 
あ が範開 外です 

Bad checkpoint number (0-9) 

メモリ チェ ッ クポ イン トのホ 号 が 
範 1 哨 外です 

Checkpoint list or ’ 半 > expected 

メモリ チェック ポイント リスト ま 
たは* を 巧ぶ していません 
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アーカイバ 


アーカイバとは 

ア ーカ イバが 使用 する ファイル 

使用 害 式と 起動 方法 

アーカイバの スイ ツチ 
アーカイバの 使用例 
AR エラー メ ツ セー ジ ー ち 


ァー カイ パと いう 名前は、 带 がを 患 ホし ます。 

つまり、 多くの ファ イ ルを 普 嘶で 巧うよう にを 理 する わけです。 

巧 雌の 中、 すな わ も、 1 つの アーカ イブ ファイルの 中に、 閱述 した ファイル 
をい く つらなな する こ とがで き ます。 

アー カイ バ XArchiv がの 楼 能は、 次の 通りです。 

•ファイルの 赏敍 
•フ アイ ルの お 新 
•ファイルの 削除 
•フ ァイ ルの 抽化 
♦フ ァイ ルの 袭示 



第 7 章 アーカイバ 



アーカイバ' とは 


プロ グラ ムの閒 巧の 過程で、 おな 個の 义がフ ァイ ルが 作 化される 場合が あり 
ます。 

このよう なおな 個の ファイルを、 ファイルの 神が ごとに、 ひとまとめ にして 
巧邱 したいよう な 場な にアー カイ バを使 w する こ とがで き ます。 


たとえば、 


t が tl. txt 
化が 2. txt 
te が义化 t 

t が t9. txt 

という 9 個の テ キス トフ アイ ルが あった とき、 これらを ひとまとめ にして 1 
倘のフ アイ ル （これを アーカ イブ ファイルと いいます） でな •巧す る ことが で 
きます。 


おなし txt 
test2. txt 

t が。. txt ィ X が k. a(「aj はアー カイ ブフ アイ ルの お张 子です) 

test9. txt 


このように、 ファイルを ひとまとめ にして わくこと により、 dir の 装 示は 
兄 やすくな り、 ファイルが 牧 巧-され るので、 巧 巧し やすくなります。 

このよう な 倦 巧-や 巧 埋をー ホに 引き 巧け るの がアー カイ バ です。 
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ア—カ イバ がな 用 する ファイル 1 


アー カイ バは 次の 稗. 烦の ファイルを 使け！ します。 


♦アー カ イブ ファイル 

がむ のフ ァイ ルの が 巧 (の おが だと ご 巧が く ださぃ。 

つまり、 1 つの アーカ イブ ファイル とぃう 入れ物の 中に、 おな の ファイルを 
たむ むけです。 

アーカイブ ファイルは、 ディレクトリから みると、 1 つの ファイル としてみ 
シクれ ます。 

を こで、 オペ レー ティング システムからは、 1 つの ファイル として 化 われ ま 
す。 

コ ピー や'; けム などら i 近 おの ファ イ ルと || リ じよう にむ えます。 

アー カイ ブフ アイ ルの 抵般户 は、 P がのに a となります。 


♦テキスト ファイル 

ソース プログラム など、 テキスト ファイルを アーカ イブ ファイルに まとめて 
ゎくこ とがで き ます。 

テキス トフ ァイ ルを よ 戊う と きは、 必ず / a スイッチに よって、 ア スキー モー 
ド にぶ: ぶして く ださい。 

お 巧!. される ファイル' ベの 抱张 子を 巧 おした とき、 / a スイ ッチを つける と拡 
张 H よ S とみな されます。 
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第 7 章 アー カイ バ 


巧 用 書式と 起動 方法 


起 かする 前に 巧! 認 する こと 

♦アー カイ バが 巧う フ ァイ ルの パス おはぶ しいです か？ 

がしく アー カイ ブフ ァイ ルを 作 化する ときは、 コマンド ライ ンで おがを おぶ 
する だけで けつ こ うです。 

しかし、 すでに アーカ イブ ファイルが あるときは、 / I スイッチで をの 中の 
が 態を て わき ましよう。 


AR /a /v /I ascii 迎 


とすると、 ascii , a の 中の が 態が ぶ 巧され ます。 


X 68 k Archiver vl.OO Copyright 1987 SHARP/Hudson 
2333 1987-04-08 13 : 48 : 30 a け est . s 
2333 1987-04-08 13 : 48 : 30 aa ん s 
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7.3 使用 書式と 哲» 方法 


♦パス h にアー カイ バの 起# 知に 必 紫な 辛: きがあ ります 力‘？ 

巧に、 斩 しく アーカ イブ ファイルを 作ぶ するとき は、 これから アーカ イブし 
ようとし てぃる フ ァイ ルの コピー を かるので すから、 もよう どコ ピー がで き 
る鞋 惟の 唯き 領域が 必 がです。 

• I り] ー コマンド ライ ン 上で テキスト ファイルと オ ブジェ ク トフ ァイ ルを いけ 去 
におを してぃません 力‘？ 

1 つの アー カイ ブフ ァイ ルの 中で、 テキスト ファイルと オブジェクト ファ イ 
ルな どの バイナリ ファイルを 混 化して 巧う こ とはで き ません。 

また、 テキス トフ ァイ ルの 拟张 / •は S とし、 オブジ ユクト ファイルの お 般イ- 
は 〇 としてく ださぃ。 

なわ、 オブジェ ク トフ ァイ ルを まとめて 1 つの ファ イル （ライブラリ ファ イ 
ル） にす るた め のらのに ライブラリアン （ LIB . X ) がりし な; されて ぃますの 
で、 オブジェ ク トフ ァイ ルを 巧う 場な は ライ ブラ 、) アンを 化 川して く ださ 

ぃ 0 

ライ ブラ 、) アンに つぃては 巧 8 巧で 说 I 則して ぃますので、 そちらを ご货 くだ 
さぃ。 

ァーカイバの おお 方法と 書式 

コマン ドライ ンで みのよう ながぶ で 入 如 します。 


AR [く スイ ツチ >] く アーカ イブ ファイル お > く ファイル お > 
[くフ アイ ル お > …〕 


ファイル お はおな f 间抬 をで きます。 

アーカ イブ ファイルの お 称は、 スイ ッチに 引き 統 いて おを します。 

アー カイブファイルおの拡娘1^を巧がする と a とみな されます。 

また、 テキス トフ ァイ ルを 巧う ときは、 必ず / a スイ ッ チを 巧を し ます。 
がが にアー カイ ブフ ァイ ルを 作ぶ; す ると きは、 ここでを の アーカ イブ ファ イ 
ルの お 称を 指を する だけで けっこ うです。 
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ま 7 章 アー カイ バ 


热〇 てが かしない アー カイ ブ ファイルを 指を して （新が 作ぶ じ I 外) 媒 作を 巧う 


archive me not found 

とぶ 巧され ます。 

アーカ イブされ るフ ァイ ルが なを しないと きは、 

む le not found く ファイル お > 

とを 示されます。 

ディレクトリ、 ま たはが みとなる ファイルを 確 班して く ださい。 


7.3 巧 用 書 まと 方法 


止しく コマンド ライ ンが 入力され ると、 ただちに アー カイ バが 起動し ます。 

も し 煎った スイ ツ チを おを する と 次の よ うな ヘルプ メ ツセー ジが 炭ぶ され ま 
す。 

コマンド ライン を確泌 しがして く ださい。 


n 

0 

8 

d 




t f 
§ アド 作 ル 
洲フ I ミ 
7 t モルフ 
W リル イデし 


を 

巧 

の 

ル 


フ F 


ラづっ tt 
^ ブァフ 新り 卜一 
U 广フプ e 巧 M クモ 
^ ラ I ッの のの カ レズ 
が I アルル ル 曲 ィ_ 
5] c クイ イイ ト ダボ 

0 ナ S ツア アア スン _ 
ツ A バフ フフ リイ バ 


0 


ス 


e 


f 


A 


rabuxdliv 
^//////// 

♦ ♦ 

巧 
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アー カイ パの スイ ッ 


ツチ じは、 次の ものが あ ります。 


化 


/a 

テキスト ファイルの おを i 

/ b 

バッ ク アップ フ ァイ ルの 作ぶ j 

/ d 

ファイルの 削除 ' 

/ i 

イ ン ダイ レクト フ ァイ ルの おを 1 

/I 

アー カイ ブフ ァイ ルの 内を ぶボ 1 

/ u 

ファイルの 巧 姑. が 新 巧ぶ 

/ V 

バ ーボー ズモー ドの 指を 

/ X 

フ ァイ ルの 袖 化 




第 7 ま アーカイバ 



テキスト ファイルの 指定 


推 能 テキス トフ アイ ルの 化 Ml をな 音し ます。 


保 脱 I ソース プログラム などの テキスト ファイルの 使) りを ち诗 します。 

1 つの アー カイ ブフ ァイ ルでは、 テキスト ファイルと オブ ジェ ク トフ ァイ ルを お 
か. して 城う ことは できません ので、 後統 のく お 巧. される ファイル お > に、 ォブジ 
ェク トフ ァイ ルを 巧ぶ する こと はでき ません。 

テキスト ファイルを アーカイブ するとき は、 化の スイッチと とらに、 必ず この ス 
イ ッ チを お r ぶして く ださい。 


例 / a スイ ッ チの 使 川 例を じ I ド じぶ しまず。 


AR / a /u archive sourcel source 2 source 3 画 


アーカ イブ ファイル archive に 巧 . H される ファイル sourcel 〜 source 3 はすべ て 
テキス トフ アイ ルです。 
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バックアップ ファイルの 巧 成 


書 ま /b 


m 能 バッ ク アップ フ アイ ルを 作ぶ します。 


解 が I アーヵ イブ ファイルを お 新した ときに、 更斩 前の 内を の バックアップ ファイルを 

作 化し ます。 

なわ、 パ、 ック アップ ファイル のが 張子は bak となります。 


例 / b スイ ツチの 使用例を じ [下に 示します。 


AR / a /b archive filel fil ぶ 


アーカ イブ ファイル archive を 吏 新す る 前に、 パ、 ック アップ ファイルら 作ぶ しま 
す。 

バックアップ フ ァイ ル おは 次の よう にな ります。 
archive ， a — ► archive , bak 
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ファイルの 削除 



例 


/d 

おぶされた ファ イ ルを、 アーカ イブ ファイルから 削除し ます。 
おぶされた ファ イ ルを、 アー カイ ブフ ァイ ルから 削除し ます。 
/ d スイ ツチの 化 用例を じ I ドに 巧し ます。 


AR /d archive む le し s 圓 


アーカ イブ ファイル archive の 中に む lei . s がが かし た 媒介、 こ れを 削除 します。 
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\ 7 \ 

1 インダイレクト ファイルの 指定 

1 1 

書 ま 

/i 


機 能イ ン ダイレク トフ アイ ルを おを します。 


解 肤 i アー カイ バ 操作 時に 使用す るイ ン ダイ レクト フ アイ ルを お定 します。 

イン ダイレク トフ アイ ルには、 スイッチ、 アーカ イブ ファイル 名、 テキスト ファ 
イル おまた は オブジェクト ファイル 名な ど をな 結 します。 

このが をは、 入 九す る スイッチ、 ファイル おな どが 技い 場な や、 入力す る パラメ 
—夕が 巧 じで、 こ れ を何废 も 操り 返し て 使 川す る 場な など じ 幼 お 的です。 

イン ダイレク トフ アイ ルが 指を される と、 アーカ イブは をのの がを 参照して ろが: 
塊を 巧い ます。 

一惟 イ ン ダイ レクト フ アイ ルを かぶ して わけば、 アー カイ バ揀 作が ご とじ スイ ッ 
チ や ファイル おを おぶ する 必髮 がない ので、 アーカ イブの 作 策 幼が を 向 k させる 
こ とがで き ます。 

なわ、 イン ダイレク トフ アイ ルは、 エディタを 使 して 作ぶ します。 


例 / i スイ ツチの 使バ 1 例を la ドに ぶします。 


AR /\ indir が t 迎 


インダイレクト ファイル indir が t の 内容 


/ a / U 
archive 

source 1 source 2 sources source 4 


アー カイ ブをお 動す ると、 テキスト ファイル sourcel 〜 source 4 カ ミ、 アーカ イブ 
ファイル にな 録、 お斩 されます。 
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第 7 き アーカイバ 


■ m アーカイブ ファイルの 内を 表示 



書 ま/ 1 


巧 化 アー カイ ブフ アイ ルの のをを 表ぶ します。 


解 お i アーカ イブ ファ イ ルに 巧 姑され てい るを フ ァイ ル おを ぶみ し ます。 

また、 / I スイッチを おを する 巧な、 /V スイッチに I 外の 他の スイッチ や 粒 巧 I す 
るフ アイ ルを おを しては いけません。 


例 / I スイ ッ チの 化け! 例 とを フ アイ ル おの 炭 示 形ぶ をに I ドに パ ミ しまず。 


AR /I archive 延 


アーカ イブ ファイル archive にな 姑ぶ みのを フ アイ ル をぶ が します。 


X が K Archiver vl.OO Copyright 1987 SHARP/Hudson 
む le し s 
む 1 が . s 
む 1 が . s 


/ v スイ ッ チと 併リ 1 する とフ アイ ル 内容が くわしく ぶ 示されます。 
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ファイルの 登録 •更新 指定 


書 ま /u 


が お I フ アイ ルを アー カイ ブフ アイ ルに 巧が にがおす る 力 •、ま たは おがす る こと をな- H . 

します。 


解 W この スイ ツチが おぶされ ると、 み ファイルが アーカ イブ ファイル にな 録 される 

力 > 、ま たは アー カイ ブフ ァイ ルに 巧 姑ぶ みの レリーフ ァイ ルを が? 斤す る こと をぶ し 
ます。 

この スイ ツチは すち ぶしな く てらぶ しつ かえ あり ません。 


例 / u スイ ツチの 化バ 1 例を じ I ドに 巧し ます。 



AR / a / U archive source 1 sourceZ source 3 迎 


テキス トフ アイ ル sourcel 〜 sources は、 アーカ イブ ファイル archive に 巧妙 さ 
れ ます。 
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ー ボ ー スモ ー ドの 指定 


書 ま /V 


が 化 バ ーボー ズモー ドを 指を します。 


解 が バ ーボー ズモー ド を 指を す ると、 アー カイ バ 操作 時の 悄 報が 表示され ます。 


例 / v スイ ッ チの 使用例と、 お示される 情報の 巧容 をに I 下に 示します。 


AR /a /v /u archive 化 xtl 四 



テキスト ファイル te が 1 を アーカ イブ ファイル archive じな なす ると とらに、 巧 
姑が: 理中 のが 報を を 示します。 


X が K Archiver vl.OO C 叩 yright 1987 SHARP / Hu<json 
include textl 
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ファイルの 抽出 



/x 

巧ぶ された フア イ ルを、 アーカイブ フ アイ ルから がし 中, します。 
巧 おされた フア イ ルを、 アー カイ ブフ アイ ルから 袖 化 します。 
/ X スイ ツチの 化! り 例を じ I ドに ぶします。 


AR / a /x archive む le し s 岛 


アー カイ ブフ ァイ ル archive から む lei . s を 抽出し、 テキスト ファイル む lei . s を 

かぶし ます。 
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第 7 章 アー カイ 


アー カイ/ 《の 使用例 


AR /a test temp , s 迎 


te が • a と し 、 う 的.、 の アーカ イブ ファイルに temp , s という テキス トフ ァイ ル 
をび J よし ます。 

このと き、 次のように 3 つの 場た があります。 

1. te が . a がが が フ ァイ ル 

がしく 化 S し a という アー カイ ブフ ァイ ルを が 化 してを こに temp . S を 
巧 結し ます。 

2. test - a が蜗 がの アー カイ ブフ ァイ ルで temp . S はを 斤が フ ァイ ルです。 
temp . S をが 姑に 巧 ミよ し ます。 

义 te が . a が 1 课 がの アーカ イブ フ ァイ ルで かつ temp . S はすで に 一が アーカ 
イブされ ています。 

化 mp . S を がを 斤 します。 

k 扣 2 の投か 例を 次に パ;- します。 


A > AK /a test , a temp , s 迎 


temp , s が はんとう に 巧 ミよ さ れ たか どうか、 施, 沿 してみ ましよう。 


A > AR /a / I 化 St . a 国 
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X が k Archiver vl.OO Copyright 1987 SHARP/Hudson 

tempi. s 

temp2. s 

temp3, s 

temp4. s 


temp, s 






第 7 章 アーカイバ 

AR エラー メツ七 ー ジー監 一 


エラー メ ッセー ジ 

麵 

意 巧 

Abort こ Indirect mode error 

イ ン ダイ レクト ファイル 梢を のエ 
ラー です。 

Abo け ： Indirect nle not found 

イン ダ レクト フ アイ ルが あ り ませ 
ん。 

can not create file 

テンポラリー フ ァイ ルが 作れ ませ 
ん。 

archive file not found 

アーカ イブ ファイルが あり ませ 
ん。 

no file name 

フ ァイ ル おが 巧を されて いませ 
ん。 

not archive nle 

アー カイ ブフ ァイ ルでは あ り ませ 
ん。 

can not delete く ファイル お > 

フ ァイ ルを 削除で き ません。 

む le not た und く ファイル お > 

ファ イ ルが あり ません。 

not 0 が ect file く ファイル お > 

オブジェクト ファイルでは ありま 
せん。 

Abo け Device full 

デ ィス クが いっぱいです。 
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ライブラリアン 


ライブ ラ リア ン が’ 使用 する ファイル 

使用 書式と 起が 方法 

ライブラリアンの スイッチ 
ライブ ラ リアンの 使用例 
LIB エラー メ ッセー ジ ー ち 


プログラムの 脚 発は、 機能 ごとの モジ ュー ルに 分割して 斤う ことが 多い の 
で、 1 つの 尖 巧 可能 プログラムを 作ぶ する 過程で な 多く の オブジェクト ファ 
イ ルが 作 化されます。 

このよう な 巧な 個の オブジェ ク トフ ァイ ルを ライブラリアンに よって、 機能 
ご とに オ ブジェ クトを まとめた ファイルを ライブラリ ファイル （拡 张丫 •は 
1) といい ます。 

ライブラリ アンは アー カイ バと槐 能が よく 似て います 力す、 じ I 下の おがぶ いま 
す。 

♦ライブラリ ファイルは アーカ イブ ファイルより な 速に！； ンク できます。 
•オブ ジュク トフ ァイ ルの みなが でき ます。 

アー カイ バ のように テキス トフ ァイ ルは 巧錄 でき ません。 

♦ライブラリ フ ァイ ルの え 如に、 ななされ ている オブジェ ク トフ ァイ ル ごと 
の シン ボルが 報 や み モジ ュー ルの 巧理巧 報を 格納した へッ ダが 加 えられ ま 
す。 


つまり、 ライブラリァンは、 リンクす る おな の オブジェクトを 巧理 する のが 
ぶな 川途 といえ ます。 

をれ にがして ァー カイ バ は、 ソース プログラム をを 巧?- する のがを な片 j 途 とな 
り ます。 

ライ ブラ リアンの 槐 おはじ I •ドの 姐り です。 

♦ファイル のな 録 
•ファ イ ルの 史新 
•ファイルの 刖除 
•フ ァイ ルの 抽 ,4', 

參フ ァイ ルの お 示 



a 第 8 章 ライブラリアン 

ライブラリアンが 使用す る ファイル」 


ライ ブ ラリ アンは 次の 棟 類の フ アイ ルを 使闲 します。 


♦ライブラリ ファイル 

巧な のオ ブジェク トフ ァイ ルを ま とめた ファイルです。 

オブジェ ク トフ ァイ ルし か恪 おでき ません。 

また、 ライブラリ ファイルは 麻铭 リンクで きます。 

ライブラリアンは、 オブジェクト ファイルを まとめる ときに、 をの シンボル 
が 報と み モジュールの 巧 巧が 報を ライ ブラ リファイ ルの 化 頭に 恪納 します。 
をのた め、 アーカ イブ ファイル と比べてな 速に リ ンク でき ます。 

ライブラリ フ ァイ ル 白 体は、 姐 常 ファ イ ルと 同じ 化い がで きます。 

つまり、 オペ レー ティング システムからは 1 つの ファイル として 巧 われ ま 
す。 コ ピー や 消去な ど ら姐 巧の ファイルと 閒 じよう に 巧 えます。 

ライブ ラ リファイ ルの 拡張 千は、 自朗 のに 1 になります。 


•オブジェクト ファイル 

アセンブラが ソース プログラムを アセンブルして 作ぶ される フ アイ ルです。 
この ファイルを ライブラリアン がま とめて ライブラリ フ アイ ルを 作ぶ; しま 
す。 
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使用 書式と 起動 方法 


起動す る 前に 確認す る こと 

♦ライブラリアンが 执うフ アイ ルの パス おは I にしいで すか？ 

排 しく ライブラリ フ ァイ ルを か 化する がは、 コマンド ライ ンで おがを がぶ す 
る だけで けつ こ うです。 

しかし、 すでに ライブ ラ リファイ ルが あ ると きは、 / I スイ ッ チで をの 中 の 
れ 態を W て ゎき ましょう。 

♦パス 1 •.に ライブラリ アンの 起が J に 必髮な •个: きがあり ます か？ 

れ: に、 妍 しく ライブラリ ファイルを か 化する がは、 これから 巧 結し ようとし 
ている ファイルの コ ピー をが るので すから、 もよう どコ ピー がで き る 稍 惟の 
’个; き郎 がが 必 おです。 

ライブ ラ リア ンの 起動 方法と さま 

コマンド ライ ンで 次の ような ,1!- •ぶで 入 刀 します。 


LIB [< スイ ッチ？"|>] 〈ラ イブ ラ リファイ ル お > 
< フア ィル？"|> [〈ファ イル六 > …] 
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第 8 き ライブラリアン 


8.2 巧 用 書 まと 起 巧 方法 


ファ イ ル// I はおむ 個 おぶ でき ます。 

がが に ライブ ラ リファイ ルを 作 化す ると きは、 ここでを の ライブラリ フ ァイ 
ルの おがを おぶ する だけです。 

I にしく コマンド ライ ンが人 さむる と、 ただ もに ライブラリ アンが お 削し ま 
す。 

tj し识っ む スイ ツ チを おぶ する と 次の よ うな ヘルプ メ ツセー ジ がぶ パ； され ま 
す。 コマンド ラインを 贿 ぶして がして ください。 


X68k Librarian ， 

vl.00 Copyri か t 1990 SHARP/Hudson 

巧 用 ま： lib [ス 

イッチ] フ T イル 【ファイル • • • ] 

/m nn 

最大 シン ボル ft (201<nn<65536) 

/b 

バッ ク アップ ファイルの 作 巧 

/u 

ファイルの 更巧 （デフ オルト》 

/X 

ファイルの 巧り 化し 

/d 

ファイルの 的 巧 

/I 

リスト 出力 

/i file 

イン ダイ レク トフ ァイ ルの 巧を 

/V 

バー ボー ズモー ド 

国 、 • — 一 - ■ — 


また、 ，於 〇 てが かし シぃ ライブ ラ リファイ ルを がぶ してけ 斤が 作ぶ じ I 外) おが 
を けった 時ら い] がです。 

巧 M なれ る ファ イ ルが が々: •し ない ときは、 じ I ドの よう シメ ッ セージを ぶ 小し 
ます。 


source む le open error く フ ァ ィ ル > 


ディレクトリ、 ま たはえ よみとなる フ アイ ルを 雜茲 してく ださい。 
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rS ライブラリ アンの スイッチ n 


ライブラリアンの スイッチ じは. 次 のらの があります 


スイッチ 

機 能 

/b 

バッ ク アップ フ アイ ルの 作ぶ 

/d 

ファイルの 削除 

/i 

イ ン ダイ レクト フ アイ ルの おぶ 

/I 

ライブラリ フ ァイ ルの 内が 表示 

/m 

シン ボルの もも 乂侧 なの 巧を 

/u 

フ ァイ ルの 巧 結- お 新 指を 

/v 

パー ボー ズモー ド の梢定 

/x 

フ ァイ ルの 袖 か 1 


190 



ま 8 ち ライブラリアン 


バックアップ ファイル のか 成 


害 ま /b 


が お バッ ク アップ フ アイ ルを 作ぶ します。 


解 お i ライブラリ ファ イ ルの 中の フ ァイ ル じがし て修 化 をむ った とき、 ライブラリ ファ 

イ ルの バッ ク アップ ファ イ ルを 作ぶ; し、 ここ にお 新 前の のがを がが し ます。 

なわ、 バックアップ ファイルの お张 子は、 bak となります。 


例 / b スイ ッ チの 使 Hj 例を じ I — ドに ボ します。 



LIB /b te がが cl 迎 


ライブラリ ファイル te が. 1 の 中の が cl . o をが 巧し が 新 後の ラ イブ ラリ フ ァイ ルを 
t が t . l 、 が新削 の バックアップ ファイルを 化 St . bak とする。 


191 







ファイルの 削除 


/d 

おぶされた ファ イ ルを、 ライブラリ ファイルより 削除し ます。 
おぶされた ファ イ ルを、 ライブラリ ファイルよ り 削除し ます。 
/ d スイ ツナの 化り! 例を じ I ドに ぶします。 


L 1 B /d userdef fund 迎 


ライ ブラ リファイ ル userdef . 1 の 中 にオ ブジエ クト ファイル fund . 〇 がが かした 
場 か、 これを 削除し ます。 






第 8 章 ライブラリアン 


ぶ 


イン ダイレク トフ アイ ルの 指定 



/i く ファイル お > 

インダイレクト ファイル をが ぶ します。 

ライ ブラ リア ン巧 作に が iW する イ ン ダイ レクト フ アイ ルを 巧ぶ します。 
インダイレクト ファイル じは、 スイッチ、 ライブラリ ファイル お、 オブジェクト 


ファイル 'ベな どを 巧 結し ます。 

この おぶ は、 入 Jj する スイッチ、 ファイル' ベな どが お: ぃ峨 かや、 入 乃 する パラメ 
—夕 がい] じで、 こ れを 何が I 繰り返 して 化) りす る 場な など に 幼 来 的です。 
インダイレクト ファ イ ルを おぶされ ると、 ライブラリ アンは その内' がを 参照して 


みが: 巧. を 巧い ます。 

一が イ ン ダイレク トフ アイ ルを が 化 して わけば、 ライ ブ ラリ アン 悚 作げ ご とに ス 
イ ッチや ファイル' をが ぶす る必髮 がない ので、 作ぶ 幼 ホを 向 r . させる こ とがで 


きます。 

なわ、 インダイレクト ファイルは、 エディタを 使 W してが 化して ください。 


例 / i スイ ッ チの 化 例を じ I ドに ぶし ます。 


LIB /i indirect 理 


インダイレクト ファイル iruiir が: t の 内が 


/U 

化が 

srcl src 2 stc 、5 src 4 srco srco 


ライ ブラ リアン を おが J すると、 オブジェ ク トフ アイ ル srcl . 〇〜 src ん 〇 が ライブ 
ラリ ファイル test . 1 に 巧 結、 がが されます。 
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ライブラリ ファイルの 内を 表示 



害 ま I /I 


ライブラリ フ ァイ ルの のな をぶ 示します。 

解 K I ライブラリ フ ァイ ルに 巧 結され ている を ファ イ ル おを ぶ 示します。 

また、 / I スイ ツチを おぶ する 巧な、 / v スイ ツチに I 外の スイ ツチ やお 塊す るフ 
ァイ ルを 梢ぶ しては いけません。 

例 ] / I スイ ツチの イ史川 例と をフ アイ ル おの 表示 おぶ をに I ドに 示し ます。 



ライブラリ ファイル tst . I にが 結 巧みのを フ アイ ル おを 裝示 します。 
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第 8 章 ライブラリアン 



シ ン ボルの 最大 個数の 指定 


m 

ま 


機 

能 


解 

説 


/m く nn> 

シンボルの 貼大 個を を 指を します。 

を お 叫 能な シンボルの 貼 火 個な を おを します。 
をぶ 可能な シンボルの 個な は、 じ I ドの 範 開です。 


201 く nn くが 536 

なわ、 /m スイッチを おを しない 端な は、 2000 個になります。 

例 I /m スイッチの 使 W 例を W ドに ぶします。 

し IB /m 4000 化 t.l src.o 

をぶ uf 能な シンボルは、 が 00 側です。 

シンボル 1 個 当たりの 記が 域の サイズは、 約 16 バイ ト必 嬰です。 
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ファイルの 登録、 更新 指定 



後 能 



ファイルを ライブラリ フ アイ ルに 轨規 じな おする 力 > 、ま たはが 斩 する こと をな 封 
します。 


解 _JK J この スイ ッチが 巧ぶ される と、 みオ ブジェク トフ ァイ ルが ラ イブ ラ リファイ ルに 

巧 結され る々 •、ま たは ラ イブ ラ リファイ ルに 巧 結ぶ みのい リーフ ァイ ルを がが する 
ことを がします。 

この スイ ツナは すけぶ しなく てらぶ しつ かえ あり ません。 


例 / u スイ ツチの 化 MH 列を じ [ドに ぶします。 



LIB / U te が srcl src 2 が c 3 迎 


オ ブジ ェク トフ アイ ル src し 〇〜 src 3. 〇 を、 ライ ブラ リファイ ル te が. 1 にな ミよ し 
ます。 
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第 8 ま ライブラリアン 


バ ー ボ ー ズモ ー ドの 指定 

/V 

バ ー ボ ー ズ ー モ ー ド を おぶ し ます。 

バー ボーズ ’モー ドを おぶ すると、 ライブラリ アン 悚 作げ のが 報が ぶぶ されます。 

/ V スイ ッ チの 化 川 例と、 お/ J ; される が 報の 内が をに I ドに パ； します。 

f _ 

I 

LIB /\ /u test object 1 


オ ブジェ クト ファイル objectl . 0 を ライブラリ ファイル 化が. 1 にが 結す ると と 
に、 が ミよ 化 巧. I いのが •報を ぶぶ し ます。 


X68k Librarian vl • 00 Copyright 1990 SHARP/Hudson 
include obj ect 1 
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フ アイ ルの 抽 出 


害 ホ /X 


機 能 がを された フ アイ ルを、 ライ ブラ リファイ ルから 袖 化しまず。 


解 説 おを された フ アイ ルを、 ライ ブラ リファイ ルから 袖 化します。 


の / X スイッチの 使 W 例を じ r ドに 示します。 


LIB /x te が が cl 岛 


ライブラリ ファイル te が， 1 から が cl を 袖 化し、 オ ブジエ ク トフ ァイ ル src し 0 を 
がぶ; します。 
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第 8 章 ライブラリアン 

B ライブラリ アンの 巧 用例] 


ライ ブラ リファイ ル 化 が. 1 にオブ ジェ ク トフ アイ ル temp . 0 をな 結す るに 
は、 


LIB /u te が temp 国 


をぶ むします。 

この コマンド ライ ン のぶ 味は、 化 S し I のが 態に よ りじ [•ドの 3 つの 媒 なじ 分け 
られ ます。 

1. te が. 1 が 新が フ アイ ルの 巧 合 

巧し く ライブラリ フ アイ ル te が. 1 を 作 化し、 をれ に オブジェクト フ アイ 
ル temp . 〇 をな 録 します。 

2. te が. け: だ 丈が のフ アイ ルで、 temp . 〇 が 木な 結の 場な test . 1 に temp . 〇 を巧 
結し ます。 

3. te が. けす 既がフ アイ ルで temp . 0 も な 姑 して あ る 場な test . 1 にな-おさ れ てい 
る temp . 0 を が斩 します。 

ライブラリ ファイルに 巧 結され ている オブジェ ク トを 知りたい と きは、 じ I ド 
の コマンド ラインを ぶけし ます。 


! UB /I t が t 迎 

I 
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エラー メ ッセ ー ジー巧 

巧 巧 

Abort : Indirect mode error 

イ ン ダイレク トの 巧ぶ の 拱り 

Abort : Illegal option error 

スイ ツチの 热り 

Abo け： Not library む le 

ライブラリ ファイルの おぶ の热り ’ 

Abort : Indirect file not found 

イン ダイレク トフ アイ ルが つか りません ！ 

Abort : System error 

システム エラー が错 化し ま した ！ 

Abort : Illegal file error 

フ ァイ ルの おぶ の热り 

Abort : file read error 

フ ァイ ルの 说み 込みに 失 故した 

Abort : file wr け e error 

ファイルの おき 込みに 失敗した 

source iile open が ror く フ アイ ル 木ー ム > 

巧が •がが r される ファ イ ルが 才 ープン でき ま 

せん 

destination file open error < フ アイ ル 不一 

ム〉 

袖 化される フ ァイ ルが 才ー プン でき ません 

LIB: Internal File Open Error 

ライ ブ ラリ アンが の 部で 使け 1 する フ ァイ ルカす 

才 ープン でき ません 

Not enough memory 

メモリ 不 化です 

illea が option く おを スイ ッチ > 

スイ ツチの おを が谨 います 
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コンバータ 


コ ン バー タが 扱う プロ グラム 形式 
使用 書式と 起動 方法 

コン バータ の スイ ツチ 
コ ンバー タの 巧 用例 
CV エラー メ ツ セージ ー ち 


コ ン バータ XConve けがは、 リン カが/ 卜诚し たぶ 巧" ]* 能 プロ グラム （ x お A 、 
お般丫 •が X である ら の） を 化の ぶ 巧 可能 プログラムの おぶ に 《がします。 

义 がされる おぶ には、 次の 2 つがあります。 

r ぉ ま 

フ ルリ ロケー タブ ルの 尖む 叫 •能 プログラム 
Z ぉ ま 

抱えよ ア ドレス 巧を の 尖 巧 可能 プログラム 

リ ン カが 化 化した X 形ぶ のぶ 巧 I がを プロ グラムは、 Human 68 k がぶ けす る 
ための 巧 巧が 報を がっ ています。 

U 化 的には、 ぶ 巧 可能 プログラムは、 Human が k によって 口ー ドクれ ると 
きに メモリ のへ 迪 明に がが お されます。 

つまり、 そのまま メモリに 口ー ドされ るので はあり ま せん。 

このため、 がが 巧の ための 化 巧!- のげ I ! りが わずかで すがお 髮で すし、 がみ! おの 
むめの が 媒がフ ァイ ル h に 巧 かれて い るた め、 サイ 丈ら 人 •きく なって いま 
す。 




ま 9 章 コンバータ 


コン バーが 扱け ログ ラム 形式一 


Human が k には、 次の 3 つのぶ 巧 プログラムが ぶが あ ります。 

X 形 ま 

X おぶ は、 リ ン カが hwj する ぶ rr " r 能 プログラムが ぶです。 

ぶ 巧に 化かって、 ローディ ング 時に メモリ にが 配 おされます。 

X がぶ の プロ グラム ファイル じは、 こ のた めが が おのが 報が を まれて いま 
す。 


r 形式 

r おぶ は、 フ ルリ ロケー タブ ルぶ rrW 能 プログラム おぶ です。 

フ ルリ ロケー タブ ル というのは、 メモリ 内の どの 化 おじ 口ー ドして ら I ! 巧 山 巧 
なしにぶ 巧が 口 r 能で ある という こ とです。 

r がぶ のぶけ 可能 プログラムでは、 このように、 メモリの どの 化 おじ 口ード 
して もぶ けが"] ■能です。 

(ただし、 シ ステ ムや 他の アプリ ケーシ ヨンが 【* i がして いる メモリ 領域に 
は、 口ー ドで き ません。） 

分化 命令 や サブ ルー チン コール 命令で が iW する ぶ 位- (デイ ス プレイ スメント） 
は プログラムの がが が 叫* おとなって いるので、 MPU 68000 では、 プロ グラ 
ムを 作を どの位 おに 口ー ドして も 次: 巧で き るよう な プログラムを 作 化する こ 
とがで きます。 

このよう なおぶ でが かれむ フ アイ ルが r がぶ のフ アイ ルです。 

Z 形式 

I がぶ あ 地に ロード さ れな いと ぶむ でき ない おぶ の フ アイ ルです。 
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起動す る 前 じ 確認す る こと 

• をげ する が] •の X がぶ の フ アイ ルが がか してます 力 >? 

コ ンバ ータの 起動 方法と 書式 

コマンド ライン か ら 次の ような 北ぶ で 入 人 します。 


I じしく コン バータ が 起 則され ると、 ただ もに コン バート を I 刺始 します。 
もし、 狀っ てが W する と 次の よう な ヘルプ メ ッ セー ジ がぶ ぶされ ます。 


じ \' [く スイッチ >] くぶ おが i の X がぶ ファイル > [くぶが 後の r また 
は Z がぶ の ファ イルお >] 


巧 用 書式と 起動 方法 


n 

〇 

S 

d ] 
：? ル 


^7 

州フ ）） 
3 トトな 
9 クル 無 
9 H ホ- 
^ジ フラ 

8 f ブ L 


H / ) 
^:ィ かる 
^ァ 3 け 
州フ ）） ルみ 
0 トトな ホイ じ 
9 クル 無 作 アル 
9 H * _ の フイ 
^ ジフラ ル R ア 
ブデエ 成イ （フ 
7, 才 （（ 作 アを投 
^ [巧 巧 巧の フ指 《 
1 / 作 かが ル トスと 
^ク のの の イツ レ ル 
ル ルルア マド イ 

で フイ イイ フー アア 
P フ アアア X す S フ 

如^ フフ フ E フ S な 

0 一 RRZHSB 巧 

0 ソ 


r チ J 

0； ツ S 
t 、 S 

r V e 

e づ f 

; w 

n d 
0 [ a 
c n ( 
y r r z 

其/// 


u 1 # u u 

8 8 s 8 
s 8 8 s 
e e e e 
f f r r 
d d d d 
d d d d 
A <d & & 
fl fl fl 


h m b 0 
/ / / / 


藤 制 
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第 9 章 コンバータ 


9.2 巧 用 書 まと 起動 方法 


ぶ^て がが. しむい ファイル を おぶ すると 


说み 込み エラー 


がぶ 小され ます。 

ディレクトリ を雕泌 してく ださい。 


コ ン バー タ じ 使用 する ファイル 


コンバータに 化 川す る フ アイ ルは、 

♦人 >/ j に、 X お A の' 尖け" r 能 プログラム ファイル 
♦ル に、 r おぶ ま たは Z おぶ の プロ グラ ム ファイル 


です。 


これ じ, のけ,, Jj フ アイ ルの おぶ は、 コンバータ お 如の ときの スイ ツチで けいま 
す。 
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コ ン バータ XConve けが には 次の スイ ッ チが あ ります 


ク • ♦ < 

スイッチ 

卜 — — ^ — ■ 誦 》 • ， 

ぉ 能 

/ b 

BSS 七 クシ ヨン 化 如 アドレス の おぶ 

/ h 

イ ン テル HKX フ ォー マツ トの 作ぶ； 

1 / m 

1 モト ロー ラ S フォー マット のかぶ； 

/ぃ 

なむ ア ドレスと 偶な ア ドレス にか' 削 

/ r 

フ ルリ ロケー タブ ルぶ け おぶ へのを; お 

/ rn 

! フ ルリ ロケータ ブルぶ 巧 おぶ へのぶ が 


! 絶 > よ アドレス おぶ ぶけが ぶへの 义げ 

1 

— - _ _ _ • 
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第 9 章 コ ン バー タ 



BSS 七 クシ ョ ン 先頭 アド レスの 指定 


書 


ま /b< address > 


が お BSS 七 クシ ョ ン の-化 姐ア ドレス を おを します。 


解 が] 本 スイッチを おぶ するとぶ 巧 可能 プログラム （拋张 f . x ) を、 絶タ ホア ドレス おを 

ぶむ" r おおぶ へ' 变 おする 際に BSS セク シヨ ン の化頗 アドレス を おぶ す る ことが 
できます。 


妍 / b スイ ツチの 他 W 例を じ I ドに 示します。 


じ V / が 0000 / b 68000 sample 画 


X がぶ のぶ 巧 リバを プログラム （フ アイ ル お sam が e. X) は 絶が アド レ ス おぶ ぶむ 
がぶ （口ー ドア ドレスが 0000 ホ 地） へと 义 おします。 

をのが BSS セクション カ 巧が 000 ホ 地から 始ま るよう じ、 設定され ます。 

/b スイ ッチ をが ぶしない と、 BSS セクションは DATA 七 クシ ョンに 述統 して 
がぶ されます。 

/b スイ ッ チを おを する 媒 た、 BSS セク ショ ン カて！) ATA セクションと あなる よ 
う にがを す る こと はでき ま せん。 

この 巧 能は、 ROM 1 •.で 勤 作させる ためじ コード 領 がと ワーク 領域を 分離し なけ 
れ ばなら ない プロ グラム を 作 化する 場な におぶ します。 
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インテル HEX フ オー マツ ト のか 成 


/ h < address > 

インテル HEX 杉ぶ のフ ァイ ルを か 化 します。 

/ h スイ ッチを おぶ すると、 ぶけが 能 ファ イ ルを インテル HEX フォー マットが 
ぶに フ ァイ ルタ 巧して, || り J します。 

く address > には、 口ー ドされ る 絶が あ 地 を おぶ します。 

イ ン テル HEX フォー マッ ト は" f 说な义 ぶで 蹤 化されて いて、 制 紳义 字を をみ ま 
せん。 

また、 チェック のが 報ら なまれて います。 


じ V / h 7000 samplel 迎 


address が 報の ド 4 ケタは ファイル 中 じ 、 k 2 ケタは 1 つ 口の フ ァイ ルの お 船 子 
にむ ります。 

たと え ば、 $8600 り〜 SA 5000 までをぶ むする と、 

sam が e し h 08 — > 6000 〜 f f f f 

sample し h ()9 一 0000 〜 fff f 
sample 1 . hOA 一 0000 〜 5000 


し k !3 つの フ アイ ルカ f かられます。 

なわ 抱张 Y •の 2 ケタは、 アドレスと は無悄 がに 1 づつ 加な されて い きよす。 

ill : 1 つの インテル HEX フォー マツ トの 人き さ には 限が が あ りまず。 

も i 人で 64 K バイト までです。 

を こで、 64 K バイト U 1 ••を 姑え ると 粗む のフ アイ ルに か 削して 化 力され ま 
す。 

samplel. hOO 
samplel. hOl 






第 9 章 コン バータ 



モ トロー ラ S フ オー マツ ト のが 成 



/ m < address 户 


モト ロー ラ S フオー マツ ト がぶ のフ アイ ルを が 化 します。 


解 脱 J 本 スイッチを おぶ すると、 ぶけ。] ■能 ファイルを モト ロー ラ S フォー マットが ぶ 

に ファイルを 'あがして, |じ乃 し ます。 

< address > には、 ロード される 絶え f 恭 化を おぶ します。 


モトローラ S フォーマット は" n ぶな 义 •ドで 怖ぶ されて いて、 制师义 'ドを なみま 
せん。 

また、 チェック のが 報 なまれて います。 


例 I 

じ V / m 6000 samplel 国 


X がぶ の •尖: むけ] ■能 プログラム （ファイル お sample し x ) は、 6000 あ 地へ 口ー ドす 
る お/ が 報を なんだ モ トロー ラ S フォー マットの フ ァイ ル （フ ァイ ル お 
sam が el . m ) にぶが されます。 
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奇数 ア ドレスと 偶数 ア ドレスに 分割 




インテル HEX フォー マツ トや モト ロー ラ S フォ ーマツ トを M ' Jj する 際にな む 
アドレスと 偶数 ア ドレスと に 分けて, |||, 人 します。 


解 脱 / h スイッチ （インテル HKX フォー マット 化/ J ) や/ m スイッチ （モト ロー ラ 

S フォー マッ ト化 力） を おぶ す ると きじ、 こ の/ 0 スイ ッチを 一端に おおす る 
と、 おぶされた ぶけ。 r 能フ ァイ ルを がむ ア ドレスと 偶软ア ドレスに 分けて ファ イ 
ルを 化九 します。 

/〇 スイ ッチは 必ず / h スイ ッチ か/ m スイッチと (り] 時に 巧ぶ してく ださい。 
またが, する ファイル おは、 梢ぶ された ソー スフ ァイ ル お の拡船 子を W ドの よう 
に; 巧 きがえた ものと。 ウ ます。 



イ ン テル HEX 

モトローラ S 

ソ— スフ アイ ル お 

偶む フ アイ ル お 

なむ フ アイ ル お 

TEST ぶ 

TEST.HOO 

TEST . H 01 

TEST.X 

TEST.MO 

TEST . M 1 


例 /〇 スイ ツチの 化) り 例を じ I ドに 小し ます。 


CV / 0 /mO te が 


この 例では、 te が .x を 偶な アドレス とかな アドレスで 分 削し、 モト ローラ S フォ 
— つ、、, 卜で 化乂! します。 

化 // される ファイル は、 te が. mO と test . ml です。 
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フ ルリ ロケータ ブル 実 巧 形式への 変換 


害 ま /r 



お； フ ルリ ロケー タブ ル灾巧 形ぶ へのぶ がを します。 


解 ISt \ / r スイッチを 指を すると、 X おぶ の灾巧 可能 プログラム （拡 张イ - X ) を フル リロ 

ケー タブ ルぶ 巧 おぶ （拡 张イ •け へと 巧 巧し ます。 

ただし、 当な プログラム I 勺で 阅をホ 地を 化って いた 場な、 これを フ ルリ ロケー タ 
ブル 英巧 おぶ に 《がする こと はでき ません。 


例 / r スイ ツチの 化 W 例を じ 1— ドに ぶし ます。 


じ V / r samplel saniple 2 画 


X おぶ のぶけ 可能 プロ グラ ム （ファイル お sam か el . X ) は フル リロ ケー タブ ル' 尖: 
巧 おぶ （ sample 2. r ) へと 《おされます。 


じ V /r sam がが 迎 
コン バー ト でき ません 


sam がが では 阀ぶ眾 地が がわれ ていたた めに、 コン バート は 失敗し ま した。 
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フ ルリ ロケータ ブル 実 巧 形式への 変換 


式 


rn 



フル リロ ケー タブ ルぶ む 杉ぶ への 《がをおぶ します。 

/ rn スイ ツチを おぶ す ると、 X がぶ のぶむ i ， r 能 プログラム （お 般イ - X ) をフ ルリ 
ロケー タ ブルぶ けがぶ （拖张 户り へと 《が します。 

た だし、 コンバート '延现 時に 巧 化 しむ エラー は 無 化します。 


例 1 /rn スイッチの 化 Hj 例を じ I ドに 小し ます。 


じ \ / rn sample ! sample 2 迎 


X がぶ のぶけ。 パ柩 プロ グラ ム （ファイル samplel . x ) は フル リロ ケー タブ ルぶ 
け おぶ （ファイル お sampled . りへ と ぶが されます。 

このと き、 エラーは 能-化されます。 
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第 9 章 コン バータ 


絶対 ア ドレス 指定 実 巧 形式への 変換 


書 ま /z く ad か ess > 


が 自 6 絶が ア ドレス 巧ぶ ぶけ おぶ への 变 おを 巧ぶ します。 


解 が I 本 スイッチを おを すると、 X おぶ のぶ 巧 可能 プログラム （把 張子 X) を、 絶対 アド 

レ ス おを’ 尖す f 形ぶ （おお 子 Z ) へと 雙が します。 

く ad かが s > には、 プログラムの 口ードア ドレス を 巧ぶ します。 


例 / z スイ ツチの 使) IJ 例を じ I ドに ボ します。 



CV / が 0000 samplel sam がが 迎 


X 杉ぶ のぶ 巧"] ■能 プロ グラム （ファイル お sample し x ) は 絶 W アド レ スのネ ちぶぶ 
けがぶ （口ー ドア ドレス S 60000 あ 地、 フ ァイ ル お sam か e 2. z ) へと が おされます。 
しむ がって、 sample 2. Z はが 0000 ホ 地に I 外に 口ー ドす る こと はでき ません。 
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CV / が 000 0 pp 迎 


pp. X を $60000 か らぶ 巧す るフ アイ ル (PP. Z) に 《が しまず。 
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スイ ツチが 小 I にです 
メモリ が 小 注: です 
说 みとみ エラー 

がき 込み ファ イ ルが 才 ープン できません 
巧き 込み エラー 

な なァ ドレス を 指を しました。 even 補正し ます 
セク シヨ ンが かさな りました 
北し い X フ ァイ ルでは あ りません 
コン バー ト でき ません 
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が ジジ，^ 






ア七ン ブラ 


アセンブラ プログラムの 構成要素 

ア ドレス 形式 

リ ロケータ ブルな プロ グラム 作成 
アセンブラ 擬似 命令 


こ のがは、 MPU が 000 マクロ アセンブラの 文な じついての リ フ アレンスで 
す。 

のがは 次の;‘ ぶ 0 です。 

1.1 アセンブラ プロ グラムの 構成要素 

アセンブラ プロ グラムの 作 化で 化 用す る 义字七 ット、 ステートメ ン トの 神; が 
とがぶ、 孤 則 おな どじつ いてが 说 します。 

1.2 ア ドレス お ま 

が 令の 义巧 で必迎 となる ぶ効ア ドレスの 巧ぶ おぶ を、 例を lij いてが 说 しま 
す。 

1.3 リ ロケー タブ ルな プログラムの 作成 

リ ロケータ ブル （がが d 谋リ f 能） なオ ブジェク トモ ジュールを 作ぶ; すると きに 必 
竖な 注な がぶ について 解说 します。 

1.4 アセンブラ 擬化命 ホ 

アセンブラ 傑 似 命令の 機能 と 補 巧を、 例を 用いて が 説し ます。 



ま 1 章 アセンブラ 


ァセ バラ か グラムの 構が 要素^ 


この 節では、 アセンブラ プロ グラ ムの 職ぶ 髮 ぶを じ I ドの 巧！ I ごと に说 I リ！ しま 
す。 


•义ザ セット 

(1. 

1. 

1) 

♦ステートメント の彿城 

(1. 

1. 

2) 

♦ステート メン トの 巧ぶ 

(1. 

1. 

3) 

•施 別 お 

(1. 

1. 

4) 

•を な 

(1. 

し 

引 

♦诚 な户 

(し 

1. 

が 


文字 セッ ト 


ソース プロ グラムの コー デイ ングに 化え る 又ぶ はみ の 姐り です。 

• 'お 羊 A 〜 Z ， a 〜 z の 52 父 芋 

♦むす 0 — 9 の 10 义ぶ 

♦巧な 义ぶ （中： り）！" # S % & ’ ( ) 

*+， — • / : :く二 >? @ 

¥ 

♦巧ぶ シフト JIS コード 

ill : 巧ぶ は 引 巧の 中 か、 コメント じ 使 明して ください。 


ステ ー トメ ント の 種類 


ソース プログラムは、 ステー トメ ント で憐 化します。 
ステートメントは、 3 悚 類に 分けられます。 


1. お 巧 命令 ステー トメ ント 

2. アセンブラ お似 命令 ステー トメ ント 
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1.1 アセンブラ プログラムの 構成 要 巧 


义 コメント ステートメント 

1* 夕行 命令 ステー トメ ント 

菜 巧 命令 ステー トメ ント は、 MPU が 000 の 愧械视 命令と 一が 一に 対応し ま 
す。 

コー デ イングを 巧う 際には、 あらかじめぶ ぶされ ている 二ー モニック 
( nemonic ) と フォー マット （次 巧で 乐: すがぶ） に 化って く ださい。 

ぶ 巧 命令 ステー トメ ント は、 アセンブラ じよって、 それぞれ 2 〜 10 バイトの 
巧械能 命令に 雙 巧され ます。 

2. アセンブラ 巧 似 命令 ステー トメ ント 

ア 七 ン ブラ お似 命令 ステー トメ ント は、 アセンブラ を 制御す る ために 化 用し 
ます。 

ア七ン ブラ 铅似 命令に よる 制 削には、 デー タ のぶぶ、 デー タの確 化、 メモリ 
が 巧の 贿化 などが あり ます。 

この アセンブラ 棋似 命令の 中では、 デー タを ぶの ための お似 命令 だけが 巧械 
说 にぶおされ ます。 

3. コメン トス テー トメ ント 

コメント ステー トメ ント は、 プログラムを 説み やすくし、 プロ グラ ムの デバ 
ッグと 化 守を なおに する ため に使リ j します。 

コメント ステー トメ ント は 借が 能には 巧換 されません。 

コメン トの 巧き ぶには、 次の 2 つのぶ 法が あり ます。 

( a ) ステー トメ ント の 化郎 （萊 1 カラム） に アスタリスク （幸） をが くと、 ス 
テー トメ ント を 化が コ メント じなります。 

こ れがコ メン トス テー トメ ン ト です。 

( b ) 灾巧 命々 ステー トメ ント、 アセンブラ 擬似 命々 ステー トメ ントの オペラ 
ンド フイ ール ドの 後に、 1 文 芋に I 上の ス ぺース をを けて ア スタ リスクを 
打 も、 コメントを 巧き ます。 
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ア セン ブ 


グラムの 構 巧 巧 巧 


ぶ 巧 命令 




^ 03 ステー トメ ント の 書式 

ぶむ 命々 ステー トメ ント および 傑 似 命令 ステ— トメ ント は、 

参 ラベル フイ ー ルド 
♦オペ レ ー シヨ ン フイ ー ルド 
♦オペランド フイ— ルド 
♦コ メン ト フイー ルド 

の 4 つの フィー ルド か ら愤 化されて います。 

フィールド の 巧 成 



— トメ ント の记述 はフリ ー フオー マツ ト てす。 

イ ール ドの が 1 は 必ず 1 义 字に Lh のスぺ ースで L 乂が ります。 
ルの 後には： （コロン） をつ けます。 












1.1 アセンブラ プログラムの 構成 巧 巧 


例 


LABEL : 

move.w 

d し ( aO ) 十 

本： 3 

メント 

ラ ベル 

オペ レー シ ヨン 

オペランド 

、 一 

3 メ 

ント 

フイ ー ルド 

i 

フイ— ルド 

フイー ルド 

フ 

ィ ー ルド 


1 . ラベル フイ ー ルド 

ラ ベルフ イー ルド には、 ぶけ 命令で 参照す るか お 先 わよ び アセンブラ お似 命 
なでぶ お した シン ボルを 巧 きます。 

•な-なの カラムから 紀述 して、 コロン （：） で おわる シンボル 

む わ、 アセンブラの f •約说 である 次の シン ボルは、 ラ ベル としては イ おえません。 

•デー タレ ジ スタ DO 〜 07, do 〜 d 7, K 0 〜 K 7, i ■〇〜 r 7 

•ア ドレス レジスタ A 0 〜 A 7, が〜 a 7, K 8 〜 R 15, が 〜 rl 5 

•をの fik の レジ‘ スタ CCR ， SK ， SP ， USP ， SSP， PC 

ccr , sr , sp , usp , ssp , pc 

♦ぶけ 命令 

♦アセンブラ 侮 似 命令 

2. オペ レー シヨ ン フイー ルド 

オペ レーシヨ ン フイ ール ドには、 

♦ぶけ 命令 

♦アセンブラ 縣似 命令 
•マ クロ 呼び 化し 命令 

の 二ー モニックを がき ます。 

巧: 哪す る デー タの サイ ズ は、 オペ レー シヨ ンの 二ー モニッ クの後 じ、 ピ リオ 
ド し） じ統 けて デー タ サイ グコー ドを 併記して 梢を します。 

♦ b バイ ト デー タ 
♦ W ワード デー タ 

♦ I ロ ン グワー ド デー タ 

♦ S シヨー ト ぶ CC , BSR 命令 
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第 1 章 アセンブラ 


1.1 アセンブラ プロ グラムの 巧 成 巧 巧 


サイ グ をお定 でき る デー タの化 巧を 巧 う 命令では、 データの サイ ズを棺 をす 
る 必更が あり ます。 

巧ぶ をむ わない と、 デフォルトが して ワー ドし W け: データ サイズと してが を 
されます。 

デー タの サイ グが みまって いる 命令の 場な は、 デー タ サイ グの椅 をは 么嬰あ 
り ません。 


例 1 


(1) 

move , b 

dO . dl 

1 

1 

バイ ト データの わぶ 

(2) 

move , w 

do , dl 

ワード データの わぶ 

(3) 

move 

do . dl 

ワード データの お达 


车 

テフ オルト し w ) 

(4) 

move . 1 

do , dl 

ロング ヮード デー タの わぶ ！ 

1 

1 

1 


ホ： に)、 り) は レリ じ 化 用 I を 巧い ます。 


例 2 


lea adr , aO アドレスの わ 送 （ロング ヮー ド) 

lea . 丄 adr，aO アドレスの わを （ロング ヮー ド) 

^ おぶ しても しなく てらよ い 


化： lea では データ サイズが 決まって いるので、 おを の必 嬰は ありませ 
ん。 

3. オペ ラン ド フイー ルド 

オペランド フイ ール ドには、 オペ レー ション フイ ール ドの 命令が 必逛 とする 
オペランドを 記入し ます。 

命な によって は、 オペ ラン ドが 必髮 でない ものが あり ます。 

ま た 巧な の オペ ラン ドを 必巧 とす るら のらあります。 

4. コメント フイ ー ルド 

コメント フイー ル ドは、 命令の 化理の 説明な どの コメント を 巧く ために 使 巧 
します。 
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1.1 アセンブラ プログラムの 構ぶ 巧 巧 


岳 

谋別 おには、 ユー ザー がむ 山に ぶぶ する シンボルと、 アセンブラ にがして す 
で じな 味が みまって いる キー ワー ドの 2 つが あ ります。 

シンボル 

シンボル じは 次 のら のが あ ります。 

ラベル 

命令の ロケー シ ヨン アドレスを 化が します。 

一般に 分が 化を おおす る 場な に化バ 1 します。 

を 》 

equ が 似 命令で シンボルに 侦が なをされ ると、 じ I 後 この シンボルを をを とし 
て 化り J する こ とがで き ます。 

巧 数 

が t 铅似 命令で 値が 設をさ れた シン ボルの こと です。 

equ 裕似 命々 でぶ ぶされ た媒 なと ぶって、 化の ぶが が" f 能です。 


レジスタ リスト 

reg が 似 命令で レジスタ 群を 走ぶ した シン ボルです。 


ア スタ リスク （*) 

み1かの ロケーション アド レ スを化 待 します。 

キー ワード 

キーワードに はじ I ドの2 裸 巧が あ ります。 

命令の 二ー モニック 

み 菜 巧 命令を 二ー モニッ クで 表した も のです。 

み 命々 の 二ー モニツ クコー ド じついて は、 「かが」 を 参照して ください。 


226 





第 1 章 アセンブラ 


1.1 アセンブラ プログラムの 構成 巧* 


レジスタ 名 

レジスタ おを 二ー モニツ クコー ドで ぶしたら ので、 じ I 下の も のがあります。 


do — d 7、 rO 〜 r 7 デ、ー タ レジスタ 

aO 〜 a 7、 1 * 8 〜 r 15 アドレス レジスタ 

ssp システム スタ ッ クポイ ンタ 

usp ユー ザー スタック ポイ ンタ 

が ステー タス レジスタ 

ccr コンデ イシヨ ンコー ド レジスタ 

pc プロ グラ ム カウンタ 

a 7 、 sp カレント スタック ポイ ンタ 


なゎ、 これらの ニー モニッ クは乂 文ぶ でも 小 又ず でむ 裘記 可能です。 

BB 定 数 

ぶ 巧には、 な 値ぶな と义 字ぶな があゥ ます。 

数値を 数 

な 化ぶな には、 10 進な、 16 進な、 8 進を、 2 進な の 4 辖巧 があります。 

けぶな 

10 進な はんし 2、 …、 9 の數 字で をし ます。 

'光如に 巧な 文 ザの 指を がない をは 10 進 おとみな します。 

け 進な 

16 逝な は 0、 し 2、 … 、ん a 、 b 、 …、 f で おし、 をの 先 姐に ドル記号が) を 
つけて 16 巡を であ る ことを 巧し ます。 

8 おな 

8 進な はんし 2 …、 7 のな 字で おし、 をの 先頭に アット マーク （@) をつ 
けて 8 進な である こ とを 示します。 

2 ぶな 

2 進な はん 1 のな 字で をし、 をの/光頭に パー 七ント 記号 (％) をつ けて 2 進な 
である こ とを 示します。 
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1.1 アセンブラ プログラムの 構成 ま 巧 


例 1 


10 巡な 

4096 

16 遍 む 

$1000 

8 遍な 

@10000 

2 邀 む 

% 1000000000000 


まむ 兑 やすいよう に 七 パレー タと して’ > を 化う こ とがで き ます。 


例 2 


move #%0100 0101 1100, dO 


文字を 数 

义 ぶぶ 软は アポ スト ロ フイ （’) で义ぶ 列を I 咱ん でぶ し ます。 
义ぶ 列の み义 ぶは ASCII コードに 义 がされます。 


例 


1 

1 

1 dc * 1 

•AB’ 

ロング ヮード デー タ $00004142 を メモリ に 確 化 

dc - w 

’A ， 

つー ド デー タ $0041 を メモリ に 確が 

dc - w 

1 

1 

•Au^’ 

ヮー ド デー タ S 4120 を メモリ に傕が 


演算子 


オペ ラン ドで 似 I ける 演巧 すには、 が 巧が 巧イ •と 二巧诚 な/が あり ます。 


単項 巧 3( [子 

+ こ の说 巧户 に統く 値が 正で あ る ことを 示します。 

- こ の演筑 丫に統 く 値が むで あ る ことを ぶします。 

ぶが. 論 現 NOT 

- high . ロング ワー ドロ 2 ビッ ト） の ド 化 ワー ドの 上 化 バイ トを 分離し 
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アセンブラ プログラムの 構成 巧 巧 

ます。 

.low. ロング ワー ドり 2 ビッ ト） の ド 位ワー ドの ド 位-バイト を 分離し 

ます。 

.hi げ W. ロング ワー ドロ 2 ビット） の i •.位 ワー ドを か 離します。 

.loww. ロング ワード (32 ビッ ト） の 下 化 ワー ドを か 離します。 

二 巧 演» 子 

.mod. が 余 

ぶ hr . (>>) 梢を された ビッ トな だけを へ 論理 シフト 
.sh し （くく） お定 された ビットな だけ 左へ 論理 シフト 
ぶ sr . おを された ビッ トな だけんへ 巧 術 シフト 

劈 術 シフト にわいて は、 貼 h 化 ビット は 巧 号と みなされ るの 
で この 内 おはけ して 义 わり ません。 

これにが して 論理 シフトは、 データを なでは なく 論理的な 0 
と 1 の 染まり とみな している のです から、 巧 皆と いう のは 
ありえ ま せん。 

右へ シフトした 媒合 でら、 左へ シフトした 場な でも、 巧いた 
ビッ ト化 期には 常に 0 が 入り ます。 


move が 100. mod . 17). dO 
100 牛 17 のが お 値 15 を dO に 鼓ぶ 
move が％ 11000000 . shr . 5 )， do 

% 110000 00 を 5 ビット わへ 論理 シ フトし た 値％ 00000110 を do じ設 

♦ ♦ ♦ 

也 

move 則％ 0000001 し ホ 1. 5 )， do 

% 000000 11 を 5 ビッ ト 左へ 論 巧 シフト した 化％ 011000 00 を do に 鼓 

化 

move . 1 #( Sffff 0000. ぉ r . 5), dO 

SFFFFOOOO を 5 ビット もへ 寶術 シフトし た 値 $ FFFFF 800 を dO じ設 

化 
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1.1 アセンブラ プロ グラムの 巧 成 要 巧 


十 如な 
一 城な 
* おな 
/ 除な 

ぶ q . (二） 

•n じ （ < 〉 ） 

•1 し （く） 

.le. (< =) 

が. （>) 

ぶ e. ( > = ) 

ぶ It. 

ぶ] e . 

ぶが. 

ぶが. 

ぶ nd. 

ぶ r. 

. xor. 


オペ ラン ドが 吃い に 等しい と きな （一 りを おし ます。 

オペ ラン ドが//; いに 等しく ない と きが （一1) を 返します。 

んホ ペラン ドが わ オペランドよ り 小さい と きが （一1) を おし 
ます。 


ん オペランドがん オペランドよ り 小さい か 巧; しい t きな （一1) 
を おします。 

んオ ペラン ドがん オペ ラン ドより 乂: きいとき な （一 1) を おし 
ます。 


も オペランド がわ オペランドよ 0 火き いか 等しい と きが （一 1) 
を おします。 

巧 つき U 

巧|'; •つき le 

巧 V つきが 

巧み つきが 

論理 AND 。 

叫 オペランドの 論现が (を 返します。 

論观 OR 。 

オペ ラン ドの 論 巧 かを 返します。 

排他的 OK 。 

脚 オペランドの 排 f 也 的 論 巧 かを 返します。 
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第 1 章 アセンブラ 


( ) で I 坤ま れ たぶ （の 側を より が 化) 
ザ. 巧が 巧 （• 


おな、 除な、 が 余、 シフト 
加な、 がな 

人 小 比較が 巧 H.eq. など） 
MAND 

論 巧 0 K 、 排他的 0 K 


+ • — ， .not., .high. ， 
•low，， highw.， .low\v> 

ネ ， / 、 .mod,， .shr*， ぶ h し, 
.asr. 

+，一 

•eq.， .ne., .1 し .le り ぶし 
ぶ e,, ぶ It.， ぶ le.， .sgt., .sge 
.and. 

•or パ， xor. 


1.1 アセンブラ プロ グラムの 構ぶ 要素 


がな ィ •のが 化 触 化は 次の 姐り です。 


①② 凉 ④⑤ ⑥ © 


231 



BE 7 T レス 形式 


アセンブラの 命令の お 行に あたって は、 操作が みとなる ォペランド 奠効 アド 
レスの 指を が必愛 じな ります。 

この 尖 タカ ア ドレスの おを 方法を、 ア ドレス 形ぶ といい ます。 

ここでは、 アドレス 形ぶ をに I 下の 巧 H ご {： に、 例を 用いて 説明し ます。 

♦レジスタが 梭ア ドレッシング （1. 2 •り 

•ア ドレス レジスタ 問按ア ドレッシング （1. 2. 2) 

•抱が ア ドレッシング （1. 2. 3) 

•プログラム カウンタ がが アドレッシング （1.2.4) 

•イ ミ デ ィエー ト デー タア ドレッシング （1. 2 .引 

^ QQ [ レジスタ 直接 ア ドレッシング 

巧 作の がみが レジスタで、 おを した レジスタの のがに がして 命令が が おじ 芙 
巧され る モー ドです。 

この モー ドには、 レジスタの 神 おによりに I ド のらの があります。 

♦デー タ レジスタが おおぶ 
•ア ドレス レジスタが 巧 おぶ 

デー タ レジスタ 宙巧お ま 

巧 作の がみ t なる データ は怡 をし た デー タレ ジ スタの 内が です。 

ぶ 記法 dn , rn か は 〇〜の 


例 


clr.I do do を セ、、 ロ クリア 
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第 1 章 アセンブラ 


1.2 アドレス 形 ま 


マ ドレス レジスタ 宙巧形 ま 

巧 作の がみ となる デー タ は 指を した アドレス レジス タ ののを です。 
ぶ 記法 an かは 〇〜の rn わは 8 〜 15) 


add . 1 a し a 2 

al の ロング ヮー ドを a 2 の ロング ヮー ドに 加 巧して、 おおの 値を a 2 
へ 格納し ます。 


mmj ドレス レジスタ 間接 アド レッシング ー 

巧 作の がみは、 おを した ア ドレス レジスタの 内を でポイ ント される メモリ 內 
の データです。 

また、 类 タカ ア ドレスの 決を にあたって アドレス 修飾が 巧 われる 場合ら ありま 
す。 

この モー ドの ア ドレス 指を 形ぶ には、 みのらの が あ ります。 

♦アドレス レジスタ 閒按 形す 

♦ポスト インクリメント ア ドレス レジスタ がけ 妄 おす 
♦プ レデク リメ ントア ドレス レジスタ 閒接 形ぶ 
•デイ スプ レー スメ ン ト つきア ドレス レジスタ 閒接 形ぶ 
♦インデックス つき アドレス レ ジス タ閒接 形す 

ア ドレス レジスタ 阳巧 あま 

オペランドの アドレスは、 レジスタ フイ ール ドで 記述した ア ドレス レジスタ 
の 内を です。 

表祀法 （ a が 


233 






1.2 マ ドレス 形式 


move # し けり 

値 1 を al の 内が がポイ ント する アドレスの メモリ へ わ 送し ます。 
sub . w ( al), dl 

dl から、 al の 内が がポ イン ト する アドレスの メモリ の 化を が 巧し 
をのが 米を dl にお 納 します。 


ポス ト インクリメント アド レス レジスタ 间巧形 ま 

オペランドの アドレスは レジスタ フイ ール ドで 記述した ア ドレス レジスタの 

内' がです。 

オペランドの アドレス がを 照され た 後に、 オペランドの サイズが バイ M . b ) 
であれば 1 を 加な しまず。 

ま た ワードし W ) であれば 2 々す、 ま た ロング ワード （.1) であれば 4 が 加-巧され 
ます。 


ぶ 記ぶ （ an ) + 


例 


move , b ( a 2) + . dl 

a 2 のの がが ポ イン ト する アドレスの メモリ の ド r 各を 1 バイ トで dl へ 
わぶ します。 

わぶ 後 a 2 は 1 が 加な されます。 
move . W ( a 2) + , dl 

a 2 のの なが ポイ ント する ア ドレスの 内が を 1 ヮー ドで dl へ お 送し ま 
す。 

わぶ 後 a 2 は 2 が 加な されます。 


プ レデク リメ ントァ ドレス レジスタ 阳巧形 ま 

オペランドの アドレスは レジスタ フイ ール ドで 記述した ア ドレス レジスタの 

のがです。 

オペランドの アドレスが 参照され る 前に、 オペランドの サイズが パイ M . b ) 
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第 1 ま アセンブラ 


1.2 アドレス 形 ま 


であれば 1 を诚 なし ます。 

ワード し W ) であ れば 2 を、 また ロング ワー ドし 1) であ れば 4 を媒巧 します。 
ぶ |1 むよ 一( an ) 


例 


clr — ( al ) 

al から 2 をが なし、 をの おおが ポイこ 

— ド ゼロ クリアし ます。 

/ 卜 する アド レ スの 内が を 1 ヮ 

cnip . w — ( al). dl 

al から 2 を滅 巧し、 をのが 米が ポイ > 

のがを ワードが-化で 比仪 します。 

'卜 する アド レ スの內 お と dl の 

デイ スプ レー スメント つき アド レス レジスタ 問 接 お ま 

ホ ペラン ドの ア ドレスは、 ア ドレス レジスタの 内が t 巧 i , J •ビッ ト おおの デイ 

スプ レースメントと のか 1 な侦 とな ります。 

ぶ 北ぶ d ( an ) 


例 



I)ISP equ 3 

DISP は 次の 命令の ために 3 にぶぶ されます。 
clr . b DISI ) ( al ) 

DISP の 値と al ののを を 加 巧し た 値を ア ドレスと して、 をの アド レ 
スの 内が を 1 パ、 イ トク リアし ます。 

move # ん 10 ( a 2) 

10( 値） を a 2 の 内が に 如 巧し、 を のが: によつ て おを される 化を アド レ 
ス とする ワー ドの 領域に 4 を わぶ します。 


235 





ス形ま 

イ ンデッ クスつ きア ドレス レジスタ 間接 お ま 

オペランドの アドレスは、 アドレス レジスタの 内が、 巧 号 ビット 把般の ディ 
スプ レ— スメント、 わよ び インデックス レジスタ （インデックス レジスタと 
して、 アドレス レジスタ、 デー タ レジスタの いずれも 化) りする ことができ ま 
す） の 内が のか I な 値です。 

^ く ii じ li ; d ( an ， rn . \ v ) 

イ ンデッ クス レジスタ として rn の ド 位ヮー ドが 巧 号 ビット を拡 
船され てが 川され ます。 
d ( an ， rn . 1) 

イ ンデッ クス レジスタ として rn を 体が 侦 われます 


例 1 



al の 内が、 イ ンデッ クス レジスタ dl の ド 化ヮー ドの 巧が および ディ スプレ 
— スメント I ) ISP のかを ア ドレスと する ヮー ドの 内な を、 d 3 の ド 化 ヮード 
へ 加え、 お 朱を d 3 にが 納 します。 

例 2 



a 2 のの' が、 イ ンデッ クス レジスタ a 3 わよ び デイ スプ レー スメント 化 $20 の 
かを アドレス とする ロング ワー ドの 領域へ d 3 余 体の 値を わ 送 します。 



巧が がみで ある デー タの 恪がァ ドレスを、 絶が ァ ドレスで 晚接 おを する モー 
ドです。 

この モー ドには、 ア ドレスの デー タ挺 によって 次の 2 穗 類が あ ります。 
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♦艳が ロング ア ドレス 形ぶ 






第 1 ち アセンブラ 


1.2 アドレス 形式 


巧 巧 シヨー トア ドレス 形式 

オペ ラン ドで がを でき る アドレスは 1 ワー ド、 すな わ も 16 ビッ トで すが、 
アドレス おぶ じは 32 ビット 必髮 となる ために、 参照 刖 に、 32 ビ ッ-卜 にな 巧 
つきで お 娘され ます。 

このためが 効な アド レ スの裕 [がは 0 か ら がけ f 、 さら に $ ffff 8000 力、 ら$ がけ ff - 
が になり ます。 

例 


jmp S 600 

$600 ホ 地へ ジャンプ 


巧が ロング ア ドレス 形 ま 

オペランドの アドレスは 32 ビッ ト 化です。 

例 


jmp $14000 
$14000 あ 地へ ジャンプ 


mjy ログ ラム カウンタ 相対 ア ドレッシング 


巧 作が みとなる デ、ー タ の 恪納ア ドレスは、 プログラム カウンタ の 巧 在 値から 
のかが ア ドレスで おされます。 

この モードには、 次の 2 福 城が あります。 

♦デイ スプ レー スメ ン ト つき プログラム カウンタ がが がぶ 
参イ ンデッ クスつ き プログラム カウンタ がが おぶ 


ディ スプ レー スメントつ さ プロ グラム カウンタ 巧 巧 お ま 

オペランドの アドレスは、 プログラム カウンタ 中の アドレス おと、 巧を ビッ 
卜拡张 後の デイ スプ レー スメ ン ト のかです。 
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1.2 アドレス 形 ま 


ぶ I 貼よ < A >( pc ) 


例 


jmp TAG ( pc ) 

TAG 4 •プロ グラ ム カウンタが がす アド レ スへ 分化 


イ ンデッ クスつ き プログラム カウンタ 巧 巧 お ま 

オペランドの アドレスは、 プログラム カウンタ のの お と インデックス レジス 
夕の （アドレス レジスタ ま むは デー タ レジスタを 化バ 1 しま す） I 人 r がの 加 巧 値で 
す。 


ぶ ikl ぶ くぶ > ( pc , rn . w ) 

インデックス レジスタ として rn の ド 化ワー ドが 巧 巧 ビット を扳お 
されて 化 >り されまず。 

くぶ >( pc ， rn . l ) 

インデックス レジスタ として rn を 作が 化よ） れ ます。 


jmp 趴， a2. W) 

プログラム カウンタの アド レ ス 値と a 2 の ド 化ワー ドを 巧み 把 船され 
たア ドレス 値の がが ぶす ア ドレスへの 分 巧。 


^^0_イ ミディ I - ト デ-^ ドレッシング 


披作 村み と なる デー タを机 おおぶ する モー ドで あり、 みの 3 神; 類が ありま 
す。 


♦イ ミディ エー ト データ 形ぶ 
参 クイック イ ミディ エート おぶ 

♦ SR / CC 民 ザ 诚 

ィ ミ デ ィエー ト デー タおま 

" r の 後に 化 またはぶ をが くこ とで、 値を のらのを ホ ペラン ドと します。 
" r はイ ミ デ イエー ト义 字と 巧び ます。 
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第 1 章 アセンブラ 


1.2 ア ドレス 形式 


ぶ,! 山ぶ # くぶ〉 


move ^ん dl 

もな 3 を dl の ヮード （ド 位） へ わぶ します。 
sub . W # 3 ，dl 

dl の ワード （ド 化） から 恤 3 を滅 巧し、 おおを dl の ワード （ ド 化） にが 
納 します。 


クイック イ ミ デ ィエー ト 形 ま 

イ ミディ 王ー ト デー タお ぶと はがな り、 イミ デ ィエー ト 値が 抱 张ワー ド I ム] で 
はなく、 オペ レー ション ワード 巧に が 化する ので オブジェクトら 紐く、 な 速 
化 巧が" f 能と なり ます。 

この おぶ が サポート されて いる 命令は、 みの 3 碑烦 です。 

参 moveq 1 バイト データ のな 速 おぶ 

• addq 1 — 8 の インクリメント 命令 

參 subq 1 〜 8 の デクリ メント 命令 


addq . b #^( al ) 

al が ポイント する メモリ （バイ ト） の 内容に 3 を 加 巧し ます。 

moveq . 1 # 3 »dl 
dl に 3 を 口 ー ドす る。 

ただし わぶ される サイズは ロング ワードに 巧ち 拡般 されます。 
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ス形ま 


SR / CCR ぉ ま 

W みとなる デー タ は、 ステー タス レジスタ おけ または コン ディ ショ ンコー 
ド レジスタ ( C び ステー タス レジスタの ド 位 バイ ト です） の 内容です。 

なわ、 SR を 巧う 命令の 人 部分は 巧 帷: 命令で ず。 

このが ぶの 命令 セツ ト はじ I ドの 姐り です。 


andi 

to 

sr 

andi 

to c ぴ 

eori 

to 

sr 

eori 

to ccr 

ori 

to 

sr 

ori 

to c び 

move 

to 

sr 

move 

to ccr 

move 

from 

sr 




例 
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第 1 章 アセンブラ 


リ ロケータ ブルな プログラム か 成 一 


X 68000 で 作ぶ される プログラムは リ ロケー タブ ル （4! 巧 d 載 口け &) な 牌 造と な 
ってい ます。 

リ ロケータ ブルな プログラムとは、 ぶ 記惊卜 .のどの 城 域に おかれて む 尖む Ilf 
能な プログラム のこ とです。 

リロ ケー タブ ルな プログラム にわいて は、 プログラム 内部の デー タの 参照は 
プロ グラム [勺が がの ア ドレスに よって、 モジ ュール わよ び サブ ルー チンの 巧 
びか, しは、 プロ グラ ム のがけ よの デイ スプ レー スメ ン ト じら とづいて 巧 われる 
ため、 来 アドレス、 すな わ も プログラムの ロード アドレス をな 激しなくても 
ぶ? y よ うに なって います。 

こ れら デー タの アド レス や、 モジ ュール わよ び サブ ルー チンの 分 由 支 化 アド レ 
ス は、 灾巧 時に 灾 アドレス にがおされ ます。 

本節では、 リロ ケー タブ ルな プログラムを かぶ するとき に 知って わく べき こ 
とと、 これに 悄述 する 擬似 命令に ついて 述べます。 

シ ヨン 

リロ ケ— タブ ルな プロ グラ ムを作 化す るに あたって は、 ソース プログラムを 
セクション とげ-ばれる まとまりに かけます 力 f 、 コーデ イング 段 贈では、 メモ 
リ h のどの 領瑣に ロードす るの か 決まって いない セクションを リ ロケータ ブ 
ルな セクションと げびます。 

すな わ も、 則々 に コーデ イングし、 別々 に ア七ン ブルした プログラム であ っ 
てら、 ぶ 斤 命令の 領巧 やぶな の領 巧を 村 ー ホ 号の セ クシ ョンと して ソース プ 
ログ ラムで おぶ して わけば、 ぶ 巧 命令の 領域、 ぷ なのが 嫂と してを れぞれ 1 
つに まとめる こと がで きます。 

セク ショ ンの 柿が と、 これを ぶ おする 礙似 命令を じ I ドに 巧し ます。 

テキス トセ クシ ョン te が 擬似 命令 

デー タ セクション d が a 擬似 命令 

ブロック スト レー ジセ クシ ョ ン ... bss 擬似 命令 
スタック セクション が ack お似 命令 

ろ セクションには、 を れぞれ 独な した ロケー ション カウンタ が 削 り あてられ 
ます。 
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1.3 リ ロケー タブ ルな プロ グラム 作成 


プログラムの 中で ホ V ； •の 邊う 七 クシ ョ ンが がしく をぶ される と、 ロケー ショ 
ン カウンタは 0 となります。 

じ [前と M じ あ 皆の セ クシ ョン が冉 びを ぶ さ れ ると、 ロケー ション カウンタの 
値は じ I 前の ぶ藉 部分の 絲 きの 値と なり ます。 

なわ ロケー ショ ン カウンタの 化は、 ろ セクションの 化 頭からが がア ドレスな 
ので、 メモリの ロー ドア ドレス （策ア ドレス） と は阴が あり ません。 

[共通 デ ー タエ リア 

粗を の プログラムから お述に 使) H される 《なや データは、 共 姐 デー タエ リア 
と して 其 H しなく ては なり ません。 

お 姐 データ エリアは、 それを 養 照す る プログラム にある おおは なく、 リンカ 
によって 共が する 1 つの 領域が 削 り あてられます。 

曲 データ エリア 


ソースファイル！ ソースファイル 2 
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第 1 を ア七ン ブラ 


1.3 リ ロケー タブ ルな プログラム 作成 


わ| では プログラム を 2 つの モジ ユール （ソー スフ アイ ル 1 ) と （ソー スフ アイ 
ル 2) に 分 削して かぶし、 リンカで 1 つの プログラムに まとめて います。 
このと き 2 つの プロ グラ ム のみ セク シヨ ン はお I のよう にな ります。 


BBI 外部 参照 


それぞれ 別々 に アセンブルした オブジェ ク トモ ジュー ルを おたして 動作 させ 
るよ おな、 ある プロ グラ ム から 化の プロ グラ ム I 人] の シンボルを 晏 照す る ことが 
あります。 

このよう に f 也の プログラムの シンボル をを 照す る こと を 外部 妾 照 といい ます。 
ぶに、 他の プログラムから 參 照され る シンボルを 外部ぶ ぶと いいます。 


外が 娶照 

プログラム A 


プログラム B 


外部を 照 

シ ン ボル 



ホが 参照の がみと なる シンボルの ア ドレスの みぶ は、 リ ン カが 巧 います。 
すなむ も リンカは、 巧な 個の オブジェクト モジ ュー ルの おなじ あたって、 こ 
れらを 一ぶ の顺 け: でが お （姐 常は オブジェ ク トモ ジュー ル おの 入力 顺 です） 

し、 み モジ ュー ルに アドレスの 鸿 削り あてを 巧う とともに、 み シンボルの ア 
ドレスら これに とら なって がが を 巧い、 外部 参照 シンボルの ホを を 巧い ます 
(レ ろん ここでい う アドレスとは、 貼 終 的には 1 f 闽 となる •尖: 巧 可能 プロ グラ 
ムの化 如からの がけ オア ドレスで あり、 メモリ 1 •.の 口ー ドア ドレスす なわ も 菜 
アドレスと は閱係 あり ません）。 

外が 参照 ゎよ だ 外が ぶぶ のな 巧は、 xdef 、 xref 擬似 命令に よって 巧い ます。 
必叟 なら ユー ザー は、 ソース プログラム 中に X か f 、 xref 擬似 命令を を 蘇し 
なければ なり ません。 

アセンブラは これらの お似 命令を 検 化する と、 リ ンカ にわた すが 報を 作, ぶ 
し、 リ ン カは これにら とづいて ホが 參照 シンボル のが 決を 巧 います。 
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u ア七ン ブラ 擬似 命令 


アセンブラ 裕似 命令は、 ぶけ 命令とは 興な り、 一部 （. dc ， . deb など） を 除け 
ば オブジェクト コー ドに 変が される ことは あり ません。 

この 命令は、 アセンブリ 作 装な どに 阴す るが 報を アセンブラ じ-* えます。 
お似 命々 を 機能 別に かける と、 次の よ うじなります。 


♦アセンブラ 制御 （1. 4. 1) 

♦外部 おの おを （1. 4. 2) 

♦シンボル 値の ぶぶ （1. 4. 3) 

•マクロ 制 削 （1. 4. 4) 

• ゲー タ ぶぶ- 頌巧施 化 （1. ん 5) 

•策げ つ き アセンブリ （1. 4 .か 

♦リス テイ ング 制御 （1. 4 •の 


•シンボリック デバ ッ グが 報の 巧ぶ （1. 4 •が 
本節では、 アセンブラ 觀似 命令を. 1 •.記の 巧 f } ごと じ 例を 巧; いて 説明 します。 


um アセンブラ 制御 


セクション や ロケー ショ ン のす IT ぶな どのように、 オブジェ ク トモ ジュー ルを 
作 化す るに あたって 必 おとなる が 報 や デー タを アセンブラ に 指示 します。 
この 裕似 命令には じ I ドの ものが あ ります。 


• .text 

テキスト セク ショ ンの 指を 

♦ •d が a 

データ セク ショ ンの おを 

♦ •bss 

ブロ ツクト レー ス七 クシ ョン 1 

• .stack 

スタック セク ショ ンの おを 

♦ .off が t 

オフセット の おぶ 

♦ .include 

ソー スコー ドの 神 入 

参 x:omm 

コモン エリ アの 指を 

• •end 

プログラムの 終 f 梢を 

♦ •org 

ロケーション カウンタ の おを 

• .comment 

コメント 巧の おを 

• .fail 

エラーの ホぶ 
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タ セクションの 指定 




• お ta 

データ 七 クシ ョ ン のな n •をけ います。 

プログラムの デー タ七 クシ ョ ン （か 削 もな つき データ 部） の阱! 始 をな ri ' します。 
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.offset 


オフ 七ッ トの 指定 


書 

ま 


機 

ち 良 


解 

脱 


.offset くぶ > 

オフセット ぶを をぶ します。 

• offs が 擬似 命令は、 .お 擬似 命令に よってを ぶす る ホフ セッ ト袭の 開始 ア ドレス 
をす 巧ぶ します。 

この ホフ セット おは 一延; の 傑 似 セ クシ ョ ン であり、 リ ン カには わたされません。 
オフ セッ ト おで 定 おされた シンボルは、 モジ ュール 内部に 雜 がされます。 

オフ セッ ト ぶで 使け j 可能な お似 命令には じ I ドの ものが あり ます。 


•ds 
ぶ qu 

ぶ et 

.reg 
ぶ def 

.xref 

なゎ、 オブジェ ク トコー ドに 夕 がされる ぶ 巧 命令、 または お似 命令は おを でき ま 
せん。 

くぶ > の fi なは オフ セツ ト おの 閒始ア ドレスで ず。 

このぶ は 絶対値で なければ ならず、 前方 参照、 米定 おが、 外部 憂 照な どを 含んで 
はク ぶり ません。 

•0 がが t 供 似 命令は、 laT のが 似 命令の いずれ かじよ りお 了し ます。 


•text 

•d が a 

•bss 

•Stack 

ぶ nd 


m 


， offset 

600 


SATA01 : 

， ds ， W 

1 

SATA02; 

， ds ， W 

1 

SATA03 ： 

， ds ，w 

1 

SATA04 : 

， ds ，w 

1 
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.include 


み！ ソ— スフ アイ ル 

インクルード ファイル 

main. S 

har む le 

.data 



イン クルー ドフア 
イル harfile のの 
•をが 、 おソー スフ 
アイ ル main の 中 
じと り 込ます 1 ま 
す。 


が ソー スフ アイ 

main. S 


A 
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.comm 


ン エリアの 指定 

















end 


プログラムの 終了 指を 




•end く ラベル > 

プログラムの 終 f をが ぶします。 

ま た ラベルを おぶ すると、 プログラム のぶ 巧 開始 ア ドレスと シ ります。 


解 脱 J . end お似 命令は アセンブラに、 ソース プログラム のが 丫を姐 知し ます。 

し たがって 後が との ソース コード はすべ て お化されます。 


化： お 巧の オブジェ クトを リン ク する 場な には 1 つの オブジェクト のみに ラベル 
おぶ がされて いる ぶ nd 觀似 命令を がいて く ださい。 



move • 1 

parl+6( sp ) p 

aO 


bsr 

super on 



clr ， 1 

dl 



move • b 

(a0) ，dl 

1 

， end 

bsr 

bra 

super_off ) 
returned 1 / 

I 

1 

この 2 U; よ 無 - 化 ごれ よす。 

1 
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ロケーション カウンタの 指定 









■comment 


コメント 巧の 指定 



comment く 义 •ド タリ > 

コメン トり のがぶ 

く 文ぶ 刈 > で 巧ぶ された 义す 列が がび f おれる けまで、 コメン ト 巧 と します。 

がぶ された 义 ぶ 列が がれた U •は、 义ぶ タリが けの 化 如に み! れて ら コメント 巧と むり 
ます。 


• comment の木ス ト はでき ません。 
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.fail 


エラーの 生成 



.fail くぶ > 

エラーの 化ぶ 

くぶ > の おおが なな らば、 アセンブラが じ エラー をが 化します。 


例 __ 

.fail が acksiz . がぶ 1000 


シン ボル が acksiz 力 巧 1000 よ り 火き い 値なら、 エラーを 巧' 1: し、 ア七ン ブルを 
||| 断し ます。 
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1 . 4 アセンブラ 巧 似 巧 令 

11^ 外部を の 指定 


[巧が じリ ンク される プログラム I 削で 参照す る シンボルを おぶ し ます。 
こ の铅似 命令に は。 r ドの ら のが ホ りまず。 


♦ ぶ lobl, global 

• .xdef ， .public, -entry 

♦ •xref, .extra, .exteral 


グロー バル シンボルの 诗言 

外部 定 おおの 這: 言 
外部 參照 おの 宮當 
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•glob し 


グロ ー バル シンボルの 宣言 


.global 


書 

ま 

ぶ lobl く ラベル > しく ラベル >• • • •」 
.global く ラベル > しく ラベル >• • • •] 

m 

能 

く ラベル > を 外部 名と して 定蘇 します。 

解 

脱 

く ラベル > を 外部 おと してを おします。 


該当 プログラムが 他の プログラム と リンクされ ると、 このく ラベル > は 化の プロ 
グラムから 参照す る こ とがで き ます。 

ぶじ 指を された く ラベル > が ソース コード 中に を豁 されなかった 場合、 リンカは 
このく ラベル > が 化の プログラム 中に を おさ れて いるら のとみ なします。 


が obi 


ぐ ラ ベル〉 が 巧 一 
プロ グラム 内で を 
おされて いる 場合 


ぐ ラ ベル〉 が 巧 一 
プログラム 巧で を 
おされて いない 媒 

合 


プログラム A プログラム B 


ぶ lobl subl 


，xref subl 

subl : 卜 


•- bsr subl 

プログラム A 


プログラム B 

•globl subl ぃ 

♦ 

• 

， ，xdef subl 

bsr subl 

♦ 

♦ 

subl : 


ラベル subl はプ 
ログ ラム B より 

参照 可能 となり ま 
す。 


ラベル subl はが! 
の プロ グラ ム にあ 
るむ のとみ なされ 
ます。 
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•xdef, .public. 



•entry 


外部 定義 名の 宣言 



ぶ def く ラベル > しく ラベル >• • • •] 
.public く ラベル > しく ラベル >• • • •] 
.entry く ラベル > しく ラベル 〉 • • • •] 


« ち 6 外部から 晏 照 " r 能な シンボルと してぶ 探します。 


解 IttJ ぶ お f, .public, ぶが け 擬似 命令は、 この 觀似 命令が お述 された モジ ュー ルと おに 

リ ンク される 化の モジ ュー ルから 参照され る シンボルを をぶ します。 


例 


プログラム A 

.data 

♦ 

♦ 

4 

•xdei subl 

9 

♦ 

.text 

# 

I 

善 

subl : 

♦ 


プログラム B 

.data 
xref subl 

A 

.text 

9 

♦ 

bsr subl : 

♦ 


-h 記の 例では、 プログラム B から 呼び 化される サブ ルー チン subl を、 .xdef 侮 
似 命令で ぶぶ しています。 
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■ 

.xref, .extrn. 

外部 参照 名の 宣言 

■ 

■exteral 

1 


.xref く ラ ベル > しく ラ ベル > • • • • J 
ぶ xt:rn く ラベル > しく ラベル >• • • •] 
ぶが が al く ラベル > しく ラベル〉 • • • .J 


m 能 I 外部で ぶぶ された シンボルを 参照す る ことを な 註し ます。 

解 ^ Ift . xref , ぶ xtrn , ぶが が al 侮 似 命令は、 他の モジ ュー ルで 定搗 された シンボルを、 こ 

の诞似 命令が 記述され た モジ ュー ルから 参照す る ことを 宮其 します。 




プロ グラム A 

プログラム B 


•d が a 


•d が a 
♦ 


♦ 

ぶ rei subl : 

• ♦ 


♦ 

.xdef subl 
♦ 

♦ 


♦ • 

•text 

♦ 


♦ 

.text 

♦ 


♦ ♦ 
bsr subl : 

i 


♦ 

• subl : 

♦ 


■ 

♦ 


♦ 

♦ 


し i じの 例では、 プログラム B 内の サブ ルー ナン subl を、 プログラム A から 口 乎- 
び 化す こと をぶ ref 擬似 命令で な 苗; しています。 


259 






1.4 アセンブラ お似 命令 

0^1 シンボル 値 の 泰^ 


シンボル になぶ する 化を ぶぶ します。 

この お似な 令には ix ドの ものが あり ます。 

♦ equ 不 《シンボル 値の 定お 

♦が t 可 雙 シンボル もを のぶお 

• reg レジスタ リスト のぶお 
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equ 


不変 シンボル 値の 定義 


書 ま く シンボル 〉 equ < ぶ〉 



不雙 シンボルの 佩を ぶぶ します。 


equ 裕似 命令は、 オペ ラン ド フイ ー ル ドの くぶ > の 値を ラ ベル フイー ル ドの シン 
ボルに 削 り あてます。 

ラベル フイ ー ルド、 オペ ラン ド フイ ール ドは とら に必裝 です。 

なわ、 シンボルは 阔 がの のでなければ なり ません。 

一惟 シンボルを 定ぶ すると、 その シンボルは プログラム 中の f 也の 尚が で冉 ぶぶ す 


る こ とはで き ません。 


また、 ぶじは ぶぶ ぶの シンボル や、 このぶ の 後に ぶ 施される シンボルを なんでは 
なり ません。 
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不変 シンボル 値の 定義 





く シンボル > set くぶ > 
く シンボル > = く A > 



シン ボル に 一げ 的。 飢を •別 り あてます。 

が I 擬似が なは、 オペランド フイー ル ドの くぶ > のが; を ラベル フイー ルドの シン 
ボルに' 別り あてます。 


が IU 擬似 命な とがむ るのは、 set 裕似 命令で ぶぶ した シンボル のが; を、 M じ プロ 
グラム 中の 則の set 裕似 命令で がぶ ぶで きる こ とです。 

I けぶ ぶは 2 川 じ I 1 -. Ilf 能で あり、 ま む 前の ぶぶ を娶照 す る ことが でさます。 

ラ ベルフ イー ルド、 オペランド フイー ルドは とら に 小り J ■欠です。 

オペランド フィールドには、 木ぶ ぶの ぶ や、 set 擬似 命令が か ，おし たげ 点で まだ 
ぶぶ されて いシい シンボルを たんでは。 0 ません。 


例 


msglen 

set 

28 

blklen 

set 

4 

msgblk 

set 

♦ 

msglen/blklen 

ms な cnt= 

• 

♦ 

0 
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レジスタ リストの 定義 



書 まく ラベル > reg く レジスタ リスト〉 


機 _ 能 I レジスタ リス トを ぶぶ します。 

解 説 r 巧？ お似 命令は、 movem 命令で 使け j す る レジスタ リスト の 値を ラベル に', 削り あ 

てます。 

じ I 後、 レジスタ リストの のな は、 ラベルを おを する だけで 一な に 参照す る ことが 
できる ようになります。 

レジスタ リストの フォー マット はじ [ドの ilfi りです。 

レジスタ 1 [— レジスタ 2] [/ レジスタ 3 [— レジスタ 4] ] 
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1.4 アセンブラ 擬似 命令 


クロ 制御 

一述の 命令を 1 つの お前で 参照で き るよう にす る ことを マクロぶ おといい ま 
す 力 f 、 本節で ネ 及う 裕似 命令は この マクロを おじ 閱す るが 報を ア七ン ブラに 通 
かします。 

この 礙似 命令には じ I 下 のら のがあります。 


♦ 

.macro 

マクロを ぶの 峭始 

• 

•local 

マク ロを お ブロ ッ ク 内の 村が の シンボルのを 蘇 

參 

ぶ ndm 

マ クロを おのが 丫 

參 

.exitm 

マクロ 腺閒の 打ち切り 
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■macro 


マクロ 定義の 閒始 


書 まく ラベル > .macro [く パラ メー タリ スト >〕 


獲 お マクロを おを 明始 します。 


保 Ki \ . ma ぴ〇 擬似 命令は マクロ 阱] 始义 であり、 ラベルは マクロが 巧 ばれる ときの ニー 

モニツ ク です。 

• macro 礙似 命令から ぶ ndm 傑 似 命令までの 閒の 記述が マクロと してを おされ ま 
す。 

く パラメー タリ スト〉 は マクロに みえ られる 引きな です。 


macsub 

♦ macro 

par ら m 


， local 

f inal 


move • 1 

aO 1 save 1 


move • 1 

al , 8ave2 


cmp 

para 讯 ， al 


bne 

final 


rts 


f inal ： 

trap 
， endm 

♦ 0 
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.local 


マク ロ 定義 ブロ ック 内の 局所 
的 シン ボ J レの 定な 


ま I . local く シン ボル〉 しく シン ボル >••••〕 


错 


能 


マ クロぶ ぶ ブロ ッ ク I ん] のん, •い ホの シンボル のぶぶ を 巧い まず。 


解 


説 


• local 侮 似 命々 は、 マクロぶ ぶ ブロ ック I 勺 だけで 使 巧 J する シンボルを をぶ します。 
この 擬似 命 かは マクロぶ ぶ ブロ ッ ク I ム j でのみ 化) II けけ をです。 


例 

巧 &C8Ub 


final : 


• macro 

， local 

I inal 

田 ove • 1 

a0 , savel 

move ♦ 1 

al 9 save2 

cmp 

a0 • al 

bne 

final 

rts 

trap 

«0 

， endm 


final は マ クロぶ ぶ ブロ ッ ク内 のみで 化 川され る W 所 的 シンボルです。 
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Anrim 


マクロ 定義の 終了 




e?ndm 

マ クロぶ ぶを 終 f します。 
マクロぶ ぶを お f します。 


例 ： ' 

macsub ♦ 田 aero 

， local final 
move ， 1 & 0 , savel 

move, 1 al , save2 
emp a0 , 

bne I inal 

rts 

final : tr み p #0 

• endm 
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巧 ぶ xitm 铅似 命令は、 マクロぶ ぶされ た ソース 文の お閒を 途中で 終/ ■させます。 

これは をけ つき ア七ン ブリ裕 似 命令と と もに リ J いられ、 あるを けによ り 巧 りの マ 
クロ 腿 閒が小 お、 または 小述 切なら のに なった 場合、 ぶ ndm 縣似 命令までの マク 


口姐閒 を 抑制す る こ とがで きます。 
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第 1 章 アセンブラ 


1.4 アセンブラ 巧 化 命 ホ 

'一夕 定義 •領域 確保 


データ 斌 がの 施 化に 悄す るが 報を ア 七 ン ブラ に 姐 知 します。 
こ の裕似 命令に はじ I ド のら のが あ ります。 

♦ .dc ぶむ データの をぶ 

♦ .deb をな ブロ ッ ク のぶぶ 

♦ .ds メモリ 領がの 縮が 

♦ .even 偶な バン ダリ の 調 鞍 
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定数の 定義 



• dc し く ホイ ザ >〕 くぶ > し くぶ >， • . 


お 自 g ぶむ をぶ ぶします。 


保 税 I .お裕 似 命令は、 メモリのに 一個に Ih のぶな をぶ ぶします。 

おむ のく ぶ > を 指ぶ する 巧な は、 みく ぶ > を カンマし） で K 明 ります。 
ろくぶ > じ はじ I ド のらのを おぶ する こと がで き ます。 


1. 数値 定巧 

♦シンボル、 または む fi なが •削 り あてられ るぶ 
• 10 逃な 
• 16 逃 奴 

• 8 逃む 

• 2 逃な 

2. 文字を お 

ASCII コー ドで 巧され るを お 

ASCII コー ドの 侦を がぶ すると きは、 引 川な （•） で义 •ドを い 11 まなければ なり ませ 
ん。 

ぶむ は、 バイト、 ワー ド、 または ロング ワー ドで おぶ する ことができます。 

をの 巧な、 く サイ グ> に それぞれ、 b、 W、 1 をよ 巧ぶ します。 

.dc 侮 似が 令の ぶ, 山 法と が リリ は 次の 涵ゥ です。 

.dc，b 

バイト が 化で ぶな をぶ ぶします。 

なむ 個の バイ トを 巧ぶ すると、 次の ステー トメ ント がが むが 地から 始まる 場な が 
あり ますので け:. ぶして くださぃ。 

.お .b お似 命令の、 次の 命令の ワード バン ダリ 綱牧は 侦刖と して 巧ぃ ま せん。 

•dc.w 

ワードが •化で ぶむ をぶ ぶします。 

なな 個の バイ トを 指を した 巧な、 バイ ト なが 偶な 侧 になる ように、 おおの ワード 
の h 位に 0 をな ぶします。 

•dc.w 擬似 か 令で なむ バイ トの おぶ がで きる のは、 义 ぶぶな のとき だけです。 

この 命令が なな 眾 地から 始まる 場な は、 光如に 1 バイ ト〇が 入 ゥワー ド バン ダリ 
调 おします。 






第 1 き アセンブラ 



•dc.l 

ロング ワード が-化で ぶな をぶ ぶ します。 

がぶ バイト なが 4 の 松 お 倍に 満たない とき には、 把 後の ロング ワー ドの 1 .化に 0 
を ぶぶ します。 

この 命令が 荷な あ 地から 始まる 巧な は、 化が に 1 バイ ト〇が 人り ワード バン ダリ 
綱 お します。 

.かお 似 命令の がぶ の 例を じ I ドに 巧し ます。 


例 


， dc，b 

> error > 

， dc • W 

10 

， dc , w 

4 

• dc ♦ w 

8 

• dc.l 

10 

， dc*l 
> dc ， 1 

4 

8 
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定数 ブロックの 定義 




解 が I . deb 侮 似 命令は、 く サイズ > に 従って 1 ブロックの バイト 化)、 ワード ( w )、 ロン 

グ ワードり） を 削り あてます。 

ブロ ック おは 水を ぶ 参照、 前方 参照 および 外部 参照を をまない 絶が 化を もつ < お 
さ > で 決まり ます。 

メモリ 領が はくぶ > で抗 をした データ で満 たされます。 
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第 1 章 アセンブラ 


モリ 領域の 確保 



• ds し < サイ グ >〕 < おさ > 




メモリ 領 がを 帷 化します。 

.お 凝 似 命令は、 メモリ 領域を 確が します。 

雜 がされた メモリ 領域の のをは か觀 化され ま せん。 


領域の 確 化は、 バイト、 ワード、 ロング ワ ード带 化で 巧う ことができます。 


をの お 合、 く サイ グ> じを れぞ •れ、 b 、 W 、 1 を 梢を します。 


く おさ > は、 .おお 似 命令で 赌 化する バイト、 ワード、 または ロング ワードの な 


をお忠 します。 
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00000000 01 
00000001 00 
00000002 00 
00000003 00 
00000004 0001 


f lagl ， dc，b 
f lag 2 ， dc，b 
flags >dc，b 
• even 

msgcnt ， dc ， w 


•even 


偶む バン ダリ の調較 をけ います。 

ぶ ven 擬似 命令は、 次の 命令 または データ フイ ール ドを 偶な 眾 地に 削 り あて ま 
す。 

たとえば、 ロケー シ ヨン カウンタが ななと なった ときに、 ぶ ven 侮 似 命な が おぶ 
さむる と、 ロケー シ ヨン カウンタは 1 つ インクリメント されます。 



. even 擬似 命令が おぶされ ると、 偶數 バン ダリ 調な がむ われ、 次の デー タ または 
な 令は 偶な ホ 地に 削り あてられます。 




偶数 バン ダリの 調整 
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条件つ き アセンブリ 


巧ぶ のをけ ••が 化が したと きのみ、 この 礙似 命令の お锐の ソース 义をア 七ンブ 
ルす る こと を アセンブラ にお/ J ; し ます。 

この 擬似 命令には じ I ドの ら のが あ ります。 

.if (. ifne ) 糸け- •がな のと き ア七ン ブルぶ け 

•iff (. ife ( j ) をけ-が がのと き アセンブル ぶり 

.ifdef シンボルが ぶぶ されて いると き アセンブルぶ 巧 

.ifndef シンボルが ぶぶ されて いないと き アセンブルぶ 巧 

. el が お; がのを かが 化かす ると き アセンブル ぶけ 

.elseif レ: えよ の宋 け •.がぶ がし かつ 巧ぶ の采 け-を 満たす とき ア セン ブ 

ィレ ぶけ 

• end け し encic ) をけ •つ きアセ ン ブルの が 了 
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条件つ き ア七ン ブル 


ま .け （. ifne ) <ぶ> 

< ぶ > がな の とき ア セン ブルぶ 巧 
.iff (. ifeq ) <ぶ> 

くぶ > が 倫のと き アセンブルぶ 巧 
.ifdef < シンボル > 

シンボルが ぶぶ されて いると き アセンブル おけ 
.ifndef < シンボル〉 

シンボルが をぶ されて いないと き アセンブルぶ 巧 

.else 

ながのを がが がかす ると きア 七 ン ブル' 尖 巧 
ぶ 1 がけ くぶ > 

な 夕 4 の采 がが がが •し、 かつ 特 をのを がを 満たす と き アセンブルぶ 
行 


m 

お 


解 

税 


東 仲が 化り かつ とき ア セン ブルを ぶ 巧 します。 

いずれら 莱げつ き アセンブル 峭姑义 であり、 束げ のが 倫に より ぶ iKiif (. endc ) 裕 
似 命令までの ソース 义を ア七ン ブルす るか 巧 かを 決ぶ し ます。 

乘 け ••つ き アセンブリ 縣似 命令は、 ア セン ブラの 開始げ に 入 化 如 七 クシ ヨンを 神 入 
したり、 削除した りする 場な によ く HJ いられます。 


例 


• ifdef 

symdef 



lea 

symdef , aO 


addi 

者 4 , aO 

.else 


move 

が , sO 

• endi f 


jmp 

(a0) 
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I.endif(.endc) 


第 1 章 アセンブラ 


条件つ き アセ 
ンブ 7 レの 終了 




お __ 能 J をげ つき アセンブルを お f させます。 

巧 税 1 を n - つ きア セン ブルの 終 f をな, 言 します。 



. ifdef 

symdef 

lea 

symdef , aO 


add! 

«4 , A0 

， else 

move 

#01 a0 

.endif 

> 

1 

1 

jmp 

(aO) 
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1.4 アセンブラ 擬似 命令 

リ ステ イング 制御 


ア セン ブル リスト のけ IJ ] に悄 する 制御を 巧い ます。 

この 擬似な かには じ 1 ドの! J のが あり ます。 

• .list 

アセンブル リス トの iTJj 

• .nlist 

アセンブル リス ト の; IWj の 仰 il *. 

#.pa が 

アセンブル リス ト のな! ：（ 

• .title 

アセンブル リストの タイト ルの おぶ 

•ぶ ubttl 

アセンブル リスト の サブ タイト ルの 相 ■ぶ 

• .lall 

マクロ りの 出刀 

•ぶ all 

マ クロり の MWj の 抑 il ; 
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第 1 章 アセンブラ 



アセンブル リストの 出力 



•li が 


リス トフ アイ ル 作 化 時に、 リスト ホ , 九 する こ とを アセンブラ によを ぶします。 

リス トフ アイ ル 作 化げ に、 リスト 化 力す る ことを アセンブラ にお パ； します。 

この お似 命令は デフォルトと して 設 ぶされ ています。 

.じがが 似 命令に 挽く ソ ース义 は、 アセンブラ がぶ nd または. nli が 侮 似 命令を 檢 
化する まで リス ト化乂 I されます。 


例 


start : 

i 

1 

1 

* list 


• list 


move • 1 

面 Sgptf , 6L0 

move • 1 

tblptr , al 

1 
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第 1 章 アセンブラ 


.page 


ア七ン ブルリ ストの 改頁 


C 


ア セン フル リス ト のな K 

•pa が お似 命令が 検出され た ところでな 貫し、 タイ トル や サブ タイ トルな どを 出 
力し ます。 



♦ 

♦ 

ori 

♦ 

参 Carry ,ccr 

rts 


，page 


subrtnl : 


movem > 1 

d0 • 过 7 /a0 - a5 , — ( sp) 


♦ 

♦ 










.title 


ア七ン ブルリ ストの タイ トルの 指を 


書 

ま 


巧 

お 


解 

化 


•title く 义ぞ列 > 

ア七ン ブル リス トの タイ トルの おぶ 

ァ七ン ブルリ ストの みなの 始めに 化 力され る タイ トルを、 く 文字列〉 で悅 ぶされ 
た义 •ド 列に ぶぶ します。 

く 义ぶ列 > は 1 け じ I のでなければ なり ません。 



I •.北の 铅似 命令が, 山 述 されて い る ソース プログラムを ア七ン ブルして リスト を 化 
刀す ると、 じ I ドの よう にみ がの 化が に タイ トルを け Wj します。 


X68k Assembler v2.00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 
This is sample program. mnt/dd/yy hh: 田 m:ss 

この リスト は 68000 の アセンブリ 百 巧です Page 1-1 
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ぶ ub 扣 


ア 七 ン ブルリ ストの サブ タイ トルの 指を 



.subttl < 义ぶタ リ 〉 

アセンブル リス トの サブ タイ トルの おぶ 

アセンブル リストの ろが の 始めに 化知 される サブ タイ トルを、 く 义ザ列 > で がを 

されむ 义ぶ 列に ぶぶ し ます。 

<义 ザ 列 > は 1 巧に 1内 でなければ なり ません。 



し U ! の お似な 令が 北述 されて いる ソース プログラムを ア七ン ブルして リストを 化 
刀す ると、 じ I ドの よう にろ なの 化 如に サブ タイト ルを MWJ します。 


X68k Assembler v2.00 Copyright 1987,88,89,90 SHARP/Hudson 
This is sample program • mnt/ dd/yy hh : mm ; ss 

この リスト は 68000 の アセンブリ 言 結です P が e 1-1 
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sample • macro 

ori ♦Carry • ccr 

• endm 

♦ 

♦ 

• lall 




口 巧の 出力 


9 0 0 1 
12 2 2 
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.sail 


マクロ 巧の 出力の 抑止 


書 

ま 


m 

m 


解 

觀 


.sail 

マクロ 巧の 化 如の 抑止 

. lall お似 命令を 検化 する まで、 マクロ 巧の お 削を せずに ア 七 ン ブルリ スト に 化 九 
し ません。 


マクロ 斤む 体は、 . lall ， ぶ all 棋似 命令の が 無に 閒が なく 化かされます。 

. sail お似 命令が マ クロむ のがに がか していた な らば、 マ クロ 巧 のみを 化 如し ま 



例 


sample • macro 

or i 

夕 Carry , ccr 

• endm 

♦ 

• small 

i 

sample 

move . 1 

dO,dl 


_1- J じの ソース プログラムを ア七ン ブルして リストを 化 力させる と、 マクロ sarn - 
ie は以 ドの よう に喊閒 されずに 化 力され ます。 


19 

0000000 a 

， sail 

20 

0000000 a 

sample 

21 

0000000 e 2200 

move 1 1 d0 ,dl 
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1.4 アセンブラ 巧 似 命令 

ボリ ック デバッグ 情報の 指定 i 


ソース コー ド デバッグ 巧; で プログラムを デバッグ するとき にが iMl される シン 
ボリ ック デバッグが 報を オブジェ ク トに 化如 する ための 裕似 命令です。 

じ [ドに みす 铅似 命令が、 シン ボリ ック デバッグが 報の 巧ぶ のために w なされ 
ています。 

♦ .file ソースファイルが, のか A ) 析を 

♦ .In け あ I 寺 と ロケーション のが おの 化 知 おぶ 

♦.お f シンボル テー ブル エントリ の 作ぶ 閒始 

♦ .erudef シンボル テー ブルエ ント リの終 j " 

さらに、 .お f ， ぶ ndef 铅 似な 令に よ りかぶ; される シンボル テー ブル エントリ 
にが 納 する シンボルが 報を おおす る 侮 似 命令が あります。 

これらの 裕 似な 令には、 じ 1— ド のらの があります。 

♦ .val シン ボルの もたの おぶ 

♦ •scl 记惦クラ スのな^^ 

参. け pe C iU 巧に わける 巧の 這: 离 

♦ .tag タグ おのな も 章 

♦ .line けが 巧の がぶ 

•ぶ ize サイ グの 梢ぶ 

♦ .dim が 列の 指龙 
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第 1 を アセンブラ 



ソースファイル 名の 出力 指定 


ま I .file "く ファイル 'ベ > 


m \ ソース ファイル おを オブジェクト に； || Jj します。 



ソース ファイル おを オブジェクト にか Jj します。 

く ファイル お > は G 巧で 祀述 された ソー スフ アイ ル を 梢を します。 
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書 ま .In く 巧を v > しく ロケー ション 値 >] 



巧 ホ V と ロケー シヨ ン のが おを オブジェクト に 化 力 します 



巧眾み と ロケーシヨ ン のが 応をオ ブジェク トに化 力し ます。 

く 斤悉号 > には、 C 言视で 記述され た ソース プログラムに わける 巧が 号を 指を し 
ます。 

く ロケー シ ヨンが > には、 オブジェクト の 化が か らの ロケー シヨ ンの 化を 巧を し 
ます。 巧が すると、 この 傑 似 命令が なかする ところの ロケー シ ヨンが 設 をされ ま 
す。 
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第 1 章 アセンブラ 


シンボル テー ブルエ ント リ のか 成 



害 ま I .def < シンボル お > 

(诚 性を 梢ぶ する お似 命令) 
ぶ ndef 



シンボル テー ブル エントリ を 作 化 します。 

C 訂诚じ わける' 变 むや閱 なの 诚性 など を お納す る シンボル テー ブル エントリ を 作 
化します。 

く シンボル お > には、 シンボル テー ブル エントリ を 作成したい シンボルの お前を 


巧を します。 

シンボル テー ブルは この. def 擬似 命令の 問に ある、 シンボルの 陆 性を 巧ぶ する 梅 


似 命令を もと じが 化します。 
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アセンブラ 巧 化 命令 



書 ま .val <ぶ> 

« 能] ぶの 化を シンボル のらのと します。 



醫 ま I . scl くぶ〉 

な お I 犯 お 嫂 クラスを 葺言 します。 


C 言語に おける 型の 宣言 


書 ま] かが くぶ > 



C 言 親に わける 型を 宣言し ます。 



醫 ま ] .tag < タグ お > 

タグ おを 宮言 します。 
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巧 番号の 指定 


•line <ぶ> 


シンボルに； f ホみ を 0 ••文ます。 



サイズの 指定 


ぶ ミが <ぶ> 


シンボルに サイ ズ •を リ •えます。 


HB 

書 ま 


配列の 指定 


•dim くぶ 1> し くぶ 2〉 


能^ シンボルに 配 刈 おと をの 次 先を をリ .えます。 
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命令 七ット リファレンス ー 質 


命令 セツ トリ ファ レンス ー覧表の 見方 
命令 セツ トリ ファ レンス ー！！ 



第 2 章 命令 セット リファレンス ー览 


命令 七 ッ トリ ファ レンス ー覧表の 見方 n 


このが では、 MPU 68()()() のな な セットを、 デー タ がが J なな、 がな 补 な 命令、 
，お 巧? 贿 なおな、 シフト. ロー テート 命な、 ビット おかが 令、 BCI ) 说な 命令、 
プログラム 训 化! 命令、 シス テ ム あり 削な 令に 分が し て 化 化 してあります。 

ぶ 隙に アセンブリ， U おに よって プログラムを, k ! 述 する 知 化は、 本 北の 「お 1 
が ュー ザー ザ ボイド」 を 参照して くださぃ。 

♦ 「命令」 じついて 

オペ レー シヨ ンが 似て いるな 令 ご とに かいて、 おにして あ 0 主す。 

1 つの おの 中では、 みがな の 二ー モニッ ク について 1. かじ， アルフ ァベ ッ ト 顺 
に 刈 ザして い 主す。 

♦ 「サイズ」 じついて 

命令が がう オペ ラン ドの データ サイ ズを おぶ する おた に 化り 1 し ます。 

B バイ ト •サイズが ビット） 

入 V ワード •サイ ザり 6 ビット） 

し ロング ワード •サイ ザ （:ミ2 ビット） 

♦ 「オペランド」 じついて 

がかが 化う デー タが レジスタ である の 力‘、 メモリの どの アドレス にある のか 
をが ぶし ます。 

シわ飢 を说み 化す ものが ソ ース、 がぶ を; 巧く I のが デイ ス ティえー シ ヨンで 
す。 


Dm . L)n 

データレ ジ スタ （ DO 〜 1)7) 

Am , An 

アドレス レジスタ （八 0 〜 A 7》 

< が a > 

ソースの ぶ 効 アドレス 

く dea > 

デス テイ 本ー ショ ン のぶ 础ア ドレス 

く ea > 

ぶ 幼 アドレス 

< re が > 

レジスタ リスト （例： D ()- D 5/ A 0/ A * l ) 

< data > 

イ ミ デ イエー ト デー タ、 ぶな 

く label > 

ラベル （涵 巧は 分が たや ジャンプ 义を 小す) 

< bn > 

ビッ ト化 巧を がし 小す オペランド 

く wc > 

ベクタ ホ‘';‘ （こ こでは 〇〜 15) 
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2.1 命令 セ ッ トリ ファ レンス ー K 表のを 方 


• 「アドレッシング •モー ド J じついて 

MPU 68000 で 化う ことができる ア ドレッシング モー ドは みの J ’ 近り です。 


I)n 

An 

( An ) 

( An ) + 
-( An ) 
dl 6 ( An ) 

d 8 ( An , Xn ) 


ABS 

在 IMM 

dl 6 ( PC ) 


d 8 ( PC ， Xn ) 


データレ ジ スタが 巧 モード 
アドレス レジスタ か 巧モ ー ド 
ア ドレス レジスタ I ! り 巧 モード 

ポスト インクリメント がき ア ドレス レジスタ I ! リ巧 モード 
プリ デクリメント けき ア ドレス レジス タが 1 巧 モード 
テ、' イス プ レー スメ ン ト がき アドレス レジスタ |!リ 巧 モード 
デイ スプレー スメント の サイ ザは 16 ビット 
デイ スプレー スメ ン ト & インデックス がき アドレス レジ 
スタが けを モード 

デイ スプ レー スメント の サイ ズは 8 ビット 

イン デッ クスは デー タ または アドレス レジスタ 

を の サイ 方は ヮード か ロング ヮード 

始 夕よア ドレス モード 

ショー ト アドレス か ロング アドレス 

イ ミ デイ エイ トモ ー ド 

デ •イス プ レー スメント がき P じかが リリ 梭モー ド 

デイ スプレー スメント の サイ ズは 16 ビット 

デイ スプ レー スメ ン ト & イ ンデッ クスが き PC がけ ホ 削 梅 

モード 

デイ スプ レー スメント の サイ ズは 8 ビット 
イ ンデッ クスは デー タま たは アドレス レジスタ 
をの サイ ズ はワー ド か ロ ング ワード 


•「コ ン デイ シヨ ン • コード J じついて 

命令を ぶけした 際に、 が懼 をを ける コン ディ ション •コー ドを ぶして います。 
ぶ 中の お；; •とが 態は 次の 通り です。 

じ キヤ リーを ボす ビット 

V 才 ーバー フロー をぶ す ビット 

Z ゼロで ある こと をぶ す ビット 

N ft の侦 である こと を裘す ビット 

X 把 •张 ビット 

* が 徑あゥ （前の 状態から 巧 化する） 

一 が戳 なし （前の が 態から >变 化しない） 

0 クリア 
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第 2 ま 命令 セット リファレンス ー お 


2.1 命令 セット リ ファ レンスー お 巧のを 方 


1 七ット 

U ぶぶ されて いない （小ぶ) 

♦ 「解が J じついて 

ろ 命令の 削がな 動作 说 I リ I を 北して あり ます。 
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命令 セット のァ レント 覧 
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<dea> 
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L\V 
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Bm 


HU 

i^i 
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■■ 
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i \.) アド レツ シング そードの An じ わける ぶな: ••し \\ •••は、 r ワー ド义は 曰ング ワードの ずイグ のみ々 クれる J というを 〇*； で卞， 
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データみ 動 ホ 令 



3 ンゲ イシ 3ン ♦ 3 — ド 
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拿 


♦ 
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命令 セット リ 


ン スー K 
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第 2 章 命令 セット リファレンス ー II 


2.2 命令 セット リ フ アレンス ー K 
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2.2 命令 セット リ ファ レンス ー K 
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